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　早春の候　会員の皆様にはますますご活躍のこととお

喜び申し上げます

　さてこのたび、本学会の学会誌発行30周年を記念した

事業の一環として、「日本看護研究学会雑誌発行30周年

記念誌」を発刊することになりました。

　皆様もご承知のとおり、本学会は1975年の徳島大学で

の第１回学術集会開催を皮切りに、今年度第33回の学術

集会を開催するに至りましたが、学会誌は1978年に１巻

１号が発刊され、本学会の長きにわたる歴史をともに歩

んでまいりました。

　ここに「日本看護研究学会雑誌発行30周年記念誌」の

発刊を迎えることができましたことは実に感慨深いもの

がありますが、これもひとえに、諸先輩をはじめとする

多くの会員の皆様の日々の研鑽のたまものによるものと

実感しております。

　さて、本記念誌は大きく５つの部分から構成されてい

ますが、１．は本学会のこれまでを振り返りこれからを

探る２つの「座談会」、２．は「投稿論文の分析」、３．は

歴代編集委員長から寄せられた「編集活動」にまつわる

内容、４．は学術集会長から寄せられた「学術集会」に

まつわる内容、５．資料　と多彩な内容が盛り込まれて

います。この記念誌を皆様にお送りすることによって、

これまでの足跡を振り返りつつ、これからのさらなる発

展に向けた第一歩にしていきたいと考えております。

　この記念誌発刊のために、名誉会員の松岡淳夫先生、

同じく伊藤暁子先生、各歴代の編集委員長・学術集会長

の皆様方に多くのご尽力をいただきました。また、計画

段階から中心として関わっていただいた前将来構想検討

委員会委員長　石井トク理事および同委員会の理事の皆

様、田中裕二学会誌発行30周年記念事業実行委員長をは

じめとする同実行委員の皆様さらに事務局の皆様には、

種々、多くの時間を割いて、企画・編集作業に奔走して

いただきました。この場をお借りして、心からの感謝の

意を表したいと思います。

　なお、本来は第33回学術集会開催（平成19年７月）に

合わせての発刊の予定でしたが、より充実した内容での

発刊を期して、今日に至りましたことをお詫びさせてい

ただきます。本記念誌が会員の皆様の今後のご活躍の一

助となれば幸いです。

平成20年３月 吉日　

記念誌発刊に寄せて

日本看護研究学会　　　　　　　　

理事長　山　口　桂　子
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1　座　談　会



○司会　本日は日本看護研究学会学会誌発行30周年の記

念事業として、本学会にゆかりの深い松岡先生、伊藤

先生にお越しいただき、座談会を開催させていただき

ます。

　座談会は二部構成になっております。この第１部で

は、「これまでの歩みを振り返る」というテーマでお

話しいただきます。第２部では、「これからの展望を

語る」というテーマで、別の先生方にお話しいただく

ことを計画しております。

　先生方のお話の中でもご紹介いただけると思います

が、松岡先生は千葉大学教育学部特別教科（看護）教

員養成課程において教鞭をとられるとともに、学会協

議会、本学会の母体ともなりました四大学看護学研究

会の発足当初から、本学会の運営発展にご尽力されま

した。学会誌の創刊号から７巻まで編集責任者もして

いただきました。さらに、1983年の第９回の学術集会

において学会長もされており、まさに学会の重鎮であ

られ、会員の皆様もよくご存知だと思います。

　伊藤先生は徳島大学教育学部特別教科（看護）教員

養成課程において教鞭をとられ、学会の発足当時、第

１回の学術集会からご活躍いただきました。先生にお

かれましても、本学会に多大なご功績があり、1985年

には第11回の学術集会の会長、1996年には第２代の理

事長をなさり、本学会の重鎮であられます。

　まさに両先生は、この座談会にふさわしい方々とい

うことになります。

　なお、進行は私、三重大学の中野が務めさせていた

だきますが、本日はざっくばらんなところをお話しい

ただきたいと思います。

　■�教育学部特別教科看護教員養成課程（特看）におけ
る看護学教育の視点

○司会　それでは、テーマにそって、看護から看護学

への変遷ということから、話を進めてまいります。先

ほど申しましたように、本学会の母体となりましたの

は四大学看護学研究会ということになります。すなわ

ち、本学会の歴史的なものを踏まえますと、看護学教

育・研究は教育学部から始まったと言うこともできま

日本看護研究学会

学会誌発行30周年記念座談会

第１部　「これまでの歩みを振り返る」
松　岡　淳　夫（千葉大学名誉教授）　　　　　　
伊　藤　暁　子（看護教育・現任教育研究所所長）
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す。まずは、教育という視点で先生方にその当時を振

り返りながら、準備委員会ができるまでのいきさつを

お話しいただきます。

　では、松岡先生からお話を賜ります。

○松岡　そうですね。研究学会が出てくる前の私たち

の環境といいますか、当時の環境というものが、まだ

しっかりとは整っていなかったように私は思います。

その中で教育学部に看護教育構築を。当時、聖路加と

高知女子大学と、そして東京大学の衛生看護学科、こ

ういうところが大学生の看護教育をやっておった。こ

れも雑誌ができる時までにはまだ六、七年の経過し

かもっていない中で、教育学部に昭和50年には４つそ

ろって４大学看護課程が成立した。これらが本当は研

究学会の出来上がりとし雑誌の発行が整備されたとい

う背景があったのではないかというふうに思っており

ます。どうでしょうね、伊藤先生。

○伊藤　そうですね。私が徳島大学にお世話になったの

は1972年から77年の５年間でしたが、当時、松岡先生

がおっしゃられたように、教育学部の４大学の他に今

先生のお挙げになった高知などの３大学があり７大学

といわれ、今から見ると考えられないほど大学が少な

い時代でございましたので、私自身も助教授で大学に

行きましたときに看護学とは何なのかもよくわからな

い状況でした。したがって、この学会ができる前は看

護学とはと探究するのに四苦八苦していた記憶がござ

います。本学会発足に伴って、暗中模索ながら何かそ

こに拠り所があるのではと、非常に学会設立に期待し

たという記憶があります。

　私が徳島大学にいた頃は、皆さんご承知とは思いま

すが、教育学部での大学教育では衛生看護高校の先生

を育てることが目的で、高校の教員免許取得というこ

とでしたので、いわゆる前述した３大学と比べて性格

が違うという特色がありました。今、改めて振り返っ

てみますと徳島大学に在籍した５年間が私にとっては

大変大きな収穫だったと思います。そこで学ばせてい

ただいて大きく変わるという体験をいたしました。た

とえば、教員養成の大学ですから、他の学科がたくさ

んあるわけですね。看護ばかりではなくて、福祉・家

政・音楽があったり、もちろん物理とか化学とか、い

ろいろの先生方がおいでになりまして、結果的に学問

相互の交流ができました。私は教科教育法も担当しま

した。今でいう教育方法で、教育学部ではかなり重要

な科目ですが…。ところが私は教科教育法って何を教

えるかもわからなくて、いろいろの学問分野の教科教

育法の担当教官の集まりに出させていただいて、ディ

スカッションなどもいたしました。それまでの私は、

看護学そのものが未熟という劣等感を持っていたんで

す。ところが他の学問もまだまだ未熟なところがある

ことがわかりました。物理とか化学の分野では、教官

を公募すればドクターを終えられた方が30人も40人も

助手に応募されるくらい学問として進歩していました

けど、看護の場合は一本釣りで狙い撃ちをしないと教

官が見つからないという時代でしたので、看護学は大

変未熟で他に比べ遅れているという劣等感を持ってい

ました。しかし家政学、福祉学も似たり寄ったりだと

思ったし、人間を対象にする学問というのは確立する

のは難しいということを私なりに実感できたのは、教

育学部の大きなメリットだったと思います。そういう

意味で今も感謝している次第です。

○松岡　確かにそうですね。私も昭和49年ですか、教育

学部の方へ医学部の系統から入りました。そこに何を

教えるべきものがあるかなと思って見ても、教えるべ

きラインがなくて、私は外科系看護学というものの柱

になったんです。看護教育って一体看護の中でどうす

ればいいのかということがよくわかりませんでした。

一方、看護の先生方は思い切って、治療法じゃない、

看護のトリートメント、いわゆる看護を教えられる。

だから医者は要らんとまで言われたんです。そこで私

の立場を固執して、たまたまアメリカのいろんな情

報を集めてみますと、そこに看護の大学がアメリカで

初めて立ち上がったのはニューヨーク大学の教育学部

の中で学科ができたわけですね。私はそれに倣うべき

だという考え方をその時にしたわけです。しかし、そ

こで大学たるものが教える看護学が学問としてなって

いないんじゃないかと。たまたまその時にあった４大

学教育学部の看護学科協議会の中でそのことが問題に

なりました。最もそれについて熱心だったのが千葉大

学の村越先生、熊本大学の山元先生、それから徳島大

学の福井先生、そして弘前大学の川上先生。川上先生
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は少しお若い感じだったですけど、随分熱心にその問

題を、看護たるものはというところを出発点にして学

問審議をしようという雰囲気ができました。そこへ西

も東もわからない私が入りまして、医者の５人が「学

問のないところに大学はない」というような主張を強

くして、ここで看護学を構築しようじゃないかという

気運を醸成したように思います。それが結局、看護学

部あたりからすると、あまりいい雰囲気ではなかっ

た。看護学部というよりも、看護界があまりいい雰囲

気じゃなかったということで、相当私なんかは迫害さ

れました。福井先生は武者修業と称して東京まで来ら

れて、看護の論客に喧嘩を売っておられました。そん

なような雰囲気の中で、教育学部の看護学科が、いわ

ゆる看護研究学会を作ろうという気運ができてきまし

た。それに続いて、学問を体系化するには学会誌をと、

とんとん拍子の話が進んだと思います。

○司会　まあ、そのようなご批判もあったようですね。

教育学部特別教科看護教員養成課程、いわゆる特看が

できるまでは、主として高知、東京、聖路加が大学と

しての看護学教育を担ってきましたが、これは衛生看

護学科でした。先生方のお話を伺いますと、やはり特

看が教育学部の中にできたということで、看護学が教

育学といろいろな面での接点ができ、医学や他の学問

と広くミックスして、いい形で看護学の発展の基礎が

できたと考えていいような気がいたします。

　■特看における看護学教育の意義と成果
○司会　今、お話しいただいたような点で、初期の看

護学教育には、いろいろご苦労があったかと思います

が、特看における教育をとおして、多くの学生が育っ

ていったということになりましょう。先生方の看護学

教育に対する思いや展望にそって、特看の卒業生は期

待どおりの研究成果をあげていかれたと思いますが、

いかがでしょうか。

○松岡　最初は教育学部の看護学科から出る学生は、卒

業してすぐに病院とかに勤めますと、一体何を習って

きたのと言われるような学生だったんですね。学生と

いうよりも看護婦さんですね。しかし、数年のうちに

その中で、いわゆる分析的な目といいますか、職場を

自分で眺める目ができたといいますか。もう一つは患

者さんに対する看護のやり方というものを自分で組立

て、考えていくというような立場が築かれて、私たち

が実は狙った、教育の成果が徐々に上がり始めまし

た。大体二、三年であちこちの大学病院などの婦長さ

んから、「いい学生さんを紹介してもらった」という

表現が聞かれてくるようになりました。そのように、

教育の成果を考えています。いかがでしょうね。

○伊藤　ええ、私は徳島に行くまでは東京都立の看護専

門学校の教務主任やっておりまして、ご縁があって徳

島にお世話になりましたが、私自身が大学の教官に応

募するための書類を準備しますね。今にしてみれば学

問なるものがよくわかっていませんでしたので、何で

もかんでも業績だと思って、とにかくいろいろ書いて

いましたからそれらを公募書類として提出したんです

ね。当時学科主任としておられた住友教授は、この先

生は早く亡くなられたんですが、私を助教授で採用す

るべく大変ご苦労されたときいております。教授会で

住友先生はいろいろ主張してくださって、幸いにして

助教授で採用していただいたそうです。そのため着任

後の私に住友先生が、研究しろよ、研究しろよとおっ

しゃったんですね。そして、君の出した業績の中で学

問として認められるのは２つしかないと言われたんで

すよ。あとはすべて資料にすぎないと。私にとってそ

れがすごい衝撃だったんですね。それで、住友先生に

励まされて、後には福井先生の下で本格的な研究活動

をすることができました。また学生の方が私よりも学

問がわかっていた様で、たとえば看護の独自性とか専

門性とかを考えるディスカッションのテーマで看護の
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学問体系に関しての私の基調講演に対し、学生から、

「先生の看護学はおかしい」と反論されました。「学問

というのは研究が蓄積されて徐々に形成されるはずな

のに、なぜ先生の学問には枠組があるんですか」と言

われて、学問について学生に教えられましたね。

　つまり、徳島大学は総合大学なので学生自身が他の

学問の人と日常的に付き合っていたこともあるとは思

いますが、彼女らの方がずっと学問に対する目を持っ

ていたと思います。だから、「先生はこの研究は看護

学の研究じゃないとか、この研究は看護学の研究だと

か、なぜ今の時点で言うことができるのか、後世の人

が評価することでしょう」と、鋭い指摘をされました。

それほど学生は優秀だったと思いますね。

　当時小島操子さんが講師でいらしたのですが、小島

さんも私も臨床を大事にする考え方でしたから、将来

看護のリーダーになるには若い時に臨床の現場で泥ま

みれになれと主張していました。ですから、結構卒後

に看護の現場に行ったんですね。今その人たちが現在

の大学の教授になって、実質的に看護界のリーダーに

なり、活躍している卒業生が大勢出てきて、とても嬉

しく思っています。しかし一方では看護高校の校長先

生には、徳島大学の卒業生は採らないと言われたんで

すよ。衛生看護高校の先生を育てているのになぜ臨床

の看護婦を育てるのかと言われましたし、また衛生看

護高校は人間教育か准看護婦教育かと議論になったと

きに、やっぱり人間教育だと主張したら、学校長さ

んから責められたという記憶もあります。教育学部で

の教官体験は私にとってはメリットであると共に、一

般の看護大学では体験しない辛さもありましたね。で

も、おかげさまで卒業生は臨床にかなり行ってくれま

したので、臨床に強く研究も臨床に密着しています。

例えばある卒業生が修士コースでの睡眠の学習をして

いる時、彼女は患者さんをイメージして話を聞いてい

たのに、臨床経験のない人はモルモットやネズミはど

うだろうかという発想でびっくりしたと言っておりま

した。臨床に密着した卒業生達が今はいい仕事をして

くれていますので、私は結果的には間違ってなかった

と思っております。

○司会　逆に教育学という枠組の中で考えられて知り得

たものもあったということですね。

○伊藤　そうだと思います。

　■学会の礎となった特看における卒業研究
○司会　そこで、教育という視点でわが国の看護学教育

が変化し、また、学生の研究という視点もしっかりし

てきたということでしょうか。卒業研究などではやは

りこれまでのわが国の看護研究にはない流れがでてき

たということですね。

○伊藤　ありましたですね。

○松岡　私の卒論というときは、私自身がいわゆる看護

の臨床的な研究、もしくはただ作文的な研究というよ

うな評価をしておりました。あれではだめなんだ。お

前たち、これが研究論文だと思うのかというところか

ら卒論指導を始めたんです。そこにはいろいろ客観

性、再現性という、医学部では当然の問題ですけれど

も、これを学生によくしゃべって、卒論を始めました。

１年かかっての卒論ですが、私の指導した学生には定

量的実験的なやり方を指導できたと思っております。

　褥瘡について、ずっと押しつけられ血液の循環が悪

く、蒸れることでできるんだというようなことを体圧

や湿度・温度について分類して調べた結果をみて、褥

瘡研究というものを学生に定着させてきたと思いま

す。それから看護の中にある手指消毒法、もしくは皮

膚消毒法についても実際のやり方の中でそれで消毒が

できているかどうか実験的に判定していく。細菌学的

テーマも起こし、それを学生に分けて行わさせたり、

また学生もそれを大変面白がって、更に展開し細菌学

的な実証法を色々な場面で考え出していく者も出て、

いわゆる卒論を中心にして私の中では学生に実験的

な、もしくは測定的な研究を広げていったんです。そ

の研究が結構雑誌に載りますと面白がられたんです。

自分の考えているような問題をもっと定着させていく

にはどうしたらいいだろうかと。４大学研究学会の発

表にも出させていたんです。そうしたら、あちらの大

学もこちらの大学でも似たような形でディスカッショ

ンのできる研究が出てくるようになりました。こうな

ると系統的に何か貯めていくべきではないかというの

が、村越さんなんかがすごく主張されて、学会が雑誌

を持たないとは何事だというのが皆さん、３回目か４

回目ぐらいにがんがん言われましたね。そういう過程
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がありました。

○伊藤　そうですね。だから先生方がかなり学会の兆を

つくる土壌作りをされたという事実があったと思うん

ですね。私は、今でいう保健師、当時は保健婦ですか

ら、私自身の研究テーマは地区の高齢者に関するもの

でした。カメが産卵するので有名な日和佐の保健所の

婦長さんと一緒に研究させていただいた。日和佐地区

全体を研究フィールドにして、いわゆる社会学的なア

プローチなんですけど、家庭訪問し栄養の問題から血

圧測定と、今でいうphysical assessmentに近い形でデー
タを集める研究をやったんですね。で、教授の福井先

生も協力してくださって、日和佐地区の住民の健診も

しましたし、とても有益だったと思います。当時は、

あれは医療行為だといって保健婦は血圧測定もしな

い時代だったんですよ、今は素人でもしますけど、そ

れで、私が測った血圧と福井教授が測った血圧値を比

較して検証するなどしました。そして家庭訪問時に保

健婦はきちんと血圧測定をすべきで、一週間も前の血

圧値による保健指導をすべきではないと、公衆衛生看

護学会で発表したんですけど見向きもされませんでし

た、当時は。今ようやく認めてくださっているという

感じなんですけど。

　実験研究で、足浴をしたときの垢の落ち具合の研究

もしました。医学部の微生物学教室をお借りしてやら

せていただいたんですね。被験者は学生ですが、学生

の足の測定してやった結果は細い人の方が速く落ちる

んですよ。最初の３分が勝負なんですね。あとは足の

太さによって落ち方が違うというのを証明したら、微

生物学の教授が「看護学って面白いね、何やったって

研究になる」と仰言って、いろいろと協力して下さい

ました。福井先生が微生物学では細菌を裸にして裸

にして裸にしなければならないほど研究は進んでいる

と。ところが、看護学はジャングルだ。何やっても研

究素材になる、こんな面白い学問はないって仰言った

んですね。私なんかはそれを聞いて逆にびっくりした

というぐらい学問に対する考えなど幼稚だったと思い

ます。でも私自身は研究に対しての基本姿勢や方法を

ここで鍛えられたなと感謝しております。

○司会　今でいうEBNということでしょうか。それを
実証的に展開していくということですね。

○伊藤　そうです、そうです。

○司会　研究をきちっとやっていかなきゃいけないとい

う意識があり、学生自身も教育学部で育って、他の分

野のこともよく知っているということで、卒論の研究

に反映されたのですね。

○伊藤　ええ、当時たまたま看護診断に関する卒論研究

をした学生達が福井教授の指導を受けたのですが、そ

の成果が1978年に雑誌にとりあげられておりますが、

本当によく書けていますね。

　福井先生が提唱された中でとても興味があるのは、

「看護診断学と看護学を成立するためには、その基礎

となる莫大な知識を看護以外の分野からも得ることが

できるし、意見を聞くこともできる。しかし、体系づ

けの過程は看護出身者によって行われるべきであるこ

とを強調したい」というくだりです。ここで福井先生

がおっしゃっているのは、看護学は閉鎖的ではなく

て、いろんな学問分野からの示唆を受けるべきで、そ

の上で看護学の研究が体系づけるべきという深遠な考

えを示していると考えます。約30年も前に私は素晴ら

しい指摘をなさっていることに改めて敬服していま

す。

　■総合科学として看護学の位置づけ
○松岡　結局、私も看護はいわゆる総合科学であると

いうことを絶えず申し上げたと思いますね。それは教

育学部にいるから色々な学問の知恵が出てくる。総

合科学として看護がくみ上げるには、看護の骨が必

要。そこで私は看護の工学的な構造ということを主張

して、私は看護工学というものへ向けての一歩を踏ん

だような気がするんですよ、自分の頭の中では。E R
≒ｆE（N・C）という構造式を立てていろいろしゃ
べっていたんです。福井先生の看護診断というものが

当時はnursing processということがやっと主張される
ようになっていた中で、アセスメントという言葉が、

nursing assessmentが主要であるということが看護の中
では指導されていました。このnursing assessmentとい
うものが一体何であろうかというものが私は（C・N）
の関係を意味していると考えたんです。それを福井先

生に、「お前、向こうの言葉でnursing diagnosisという
言葉があるようだよ」といわれて、そこで向こうの
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Medical Surgical Nursing（1970）を調べてみたんです。
そうしたら、nursing assessmentの項目の中に、nursing 
diagnosisと、小さい字ではありましたが書いてありま
した。それで、やっぱりあるじゃないかということで

福井先生と話合ったような状態でした。そこでNeed
判定とCareの適合効果の関係構造に力学的な構造と
いうのが入れるぞという考えを私は確信したんです。

　それが結局、看護学部に統合されたときに看護管理

というものに入っていったわけですけど、そういうこ

ともまだまだ先走りの時代で、研究もやみくも、そこ

にある問題をいかに事実を事実として客観的に確認す

るかということにみんなが走っていたというような感

じですね。

○伊藤　そうですね。私が1945年、コロンビア大学に

留学したときにnursing diagnosisという言葉を使って
いたことに天地が引っ繰り返るほどびっくりしまし

た。その頃私たちは日本に帰ってきてから看護診断の

導入と、日本に早く多くの大学をそして大学院を作ら

なくちゃいけないとある座談会で強調しました。そう

でないと国際看護に遅れをとると言って。ところが若

いナース達が生意気なことを言われる時代でしたから

ね。修士、博士課程もでき、看護診断も定着した現在、

考えられない状況でしたね。

○松岡　だからnursing diagnosisと言えば医者の云う言
葉になっていました。医者の専有していた診断という

意味ですからね。

○伊藤　それで生意気と言われましたね。今はもう常識

になっていますけどね。そのくらい学問に未熟で、学

問はかくあるべきと将来を見すえた先生方の主張が排

斥されるような時代でしたね。

○松岡　はい。

○伊藤　でも、４大学が看護学研究会の中でそれが具体

的にアピールできるようになったということが本当に

素晴しかったと思いますね。まだまだ看護学は何か暗

中模索の時代いわば黎明期ともいえるそんな状態でし

たね。

○司会　まさにそのとおりです。しかし、そこで育まれ、

今の学会に脈々と受け継がれているということで、大

きな意義があるということになりましょう。

　■四大学看護学研究会の発足と研究会雑誌の創刊
○司会　今までの話にも出てまいりましたが、研究会準

備委員会は、先ほど松岡先生から、とんとん拍子で進

んでいったようにお伺いしました。1975年に第１回四

大学看護学研究会が発足し、先ほどお名前が挙がった

いろいろな先生方のご協力もあり、それで出来上がっ

たというところでしょうが、何かご苦心なさった点な

どもお話ししてください。

○松岡　それは私ちょっと文章の中に書きましたけど

ね、山元先生のところで第３回の研究会をやった後、

その前々年に徳島大学の眉山の頂上でやった第１回の

研究会の時の内容を、あれは看護教育だったかで編集

してくれたんですよ。

○伊藤　はい、特集でしたね。

○松岡　特集で。そうしたら、それを山元先生や私たち

が見て、「おい、こんなものをよそに出させてたんじゃ

だめだ、おれたちで作らなきゃ」という話がここで出

てきた。その話が出たのは、実は女性の先生たちに言

うと刺激しちゃうから、もうちょっと言わないでおこ

うという意見もあったんですよ。そうしたら、木場先

生が、これはやろうじゃないかと。雑誌社に売り込も

うが、自分たちでやろうがいいじゃないか、やりま

しょうよということになりました。それで、その翌々

日にあった協議会の時に私たちが話を出した。研究学

会で雑誌を出そうよと。そうしたら先生方が、そんな

余力があるんですか、慌てる必要ないんじゃないです

かというから、責任は私が持つなんてことを言って。

○伊藤　先生がね。
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○松岡　ええ、がんばっちゃったんですよね、出しま

しょうと。そうしたら、川上さんはあまりはね上がら

ない方がいいんじゃないのと言われたけど、まあ、し

かし、やっていいということになればやりますと言っ

て、そこでどっちかというと話があったように思って

るんです。

○伊藤　そうですね。

○松岡　まだ、研究学会の理事会というような役員会が

ほとんどなかったような。

○伊藤　ええ。振り返ってみますと、徳島市の眉山山

頂の保養所で、浴衣がけで議論しながら、学会設立に

という夢をみんなが語ったという記憶があります。そ

の時の夢の１つが、まだ学問として未熟だから若い人

を育てる学会を作るべきだと。それから、他の学問分

野の人を排斥しないで、もっとオープンな学会にしよ

う、これを学会の特徴にしようという共通認識ができ

たような気がします。その考えが今も連綿と伝統とし

て生きているのではないでしょうか。

○松岡　それともう１つ大事なのは、絶対学会でボスを

作らないでおこうという。

○伊藤　そうそう、そうでした。ボスを絶対作らない。

○松岡　絶対にカリスマや会の権威者を作らない。みん

なが平等に。

○伊藤　だから世話人にしようということになった。

○司会　その辺が世話人といった言葉になるのですね。

それで、1975年には看護学研究会が発足しています

が、その前に、先生がおっしゃられたように、こうい

うおいしいことをよその雑誌に出すのは何事かみたい

なところで、四大学看護学研究会創刊号にも結びつい

ていったというわけですね。

○松岡　はい。それでいわゆる学会に公募して、学会を

開いた内容の中から第１巻の創刊号ができたような気

がします。ちょっと内容を憶えていないけれども。

○司会　それで、第１回の四大学看護学研究会におい

て、ボスを作らないで世話人という形を置こうという

基本的な方針で、会則、組織、そして事務局だとかを

きちんとしてきたというようなことだと思います。そ

の当時、先生方が何か思い出になるようなことはござ

いませんか。

○松岡　そうですね、どっちかと言えば、周りからはあ

やぶまれたんじゃないのかな。大学にそういうものを

作りたいと思って考えてみたけれども、会則を作るに

しても参考になるものがないんですよね、看護のが。

○伊藤　ないんです。名実ともに初めてですから。

○松岡　医学部の中で自分が所属していた学会の会則だ

とか、そういうものを拾い集めて、らしく作ったとい

いますかね。そして、それを各４大学の世話人の先生

方にお配りして添削していただきながら作りました。

いざ出してみたら、あんまり特徴のあるものにはなら

なかった。まあ会則ではあるけれども大分欠陥の多い

ものだったように思いますね、今から考えると。でも、

曲がりなりにも会則ができたということは言える。

　まあ事務局を千葉に置かせていただいたということ

が、どっちかと言えば勝手にやれたというか、こうだ

ろうといって進められたんですね、先生方のお許を得

ながら。

○伊藤　私は当時助教授で医師の教授がおいでになられ

たわけですが、看護職としては私が一番上だったんで

すね。そういう立場で徳島大学として学会設立に寄与

しなければならなかったのですが、松岡先生が事務的

な整備を含め縁の下の力持ち立場で、体制を整えてい

ただいたとことに、当時も感謝しておりました。あの

基盤作りが最初の段階で非常に大事だったんです。苦

労を買って出てくださったという印象で、先生は孤軍

奮闘の感じでしたよね。

○松岡　孤軍奮闘な形で、突っ走りが少し多かったので

はと今反省していますけど、事実、これを会員の中へ

出して話し合ってもこうしかならないだろうと思った

んです。というのは、おっかないですよね。一つのこ

ういう組織を作って。だから私が責任持ちますとか、

大丈夫ですとか何とか言いながら強引に引っ張ったよ

うな気がしますね、当時は。

　それで、創刊号を作る前には、査読というようなや

やこしいことはしていません、はっきり言うと。その

前の時には、卒論発表したようなものを整理して、投

稿してもらった原稿を一応学会で発表して討論されて

いることだし、指導教官が添削指導している内容だか

らこれでいいじゃないかと思って、それを５本か４本

くらいか入れて学会雑誌を作ったようなことで、進ん

だような気がします。
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○伊藤　それで先生、確認なんですけど、４大学協議会

というのがずっと続いていましたよね。

○松岡　はいはい。

○伊藤　あれとセットみたいな形でやっていましたね、

最初の学会は。

○松岡　そうですね、はい。

○伊藤　協議会と離れて学会が独立したのはいつごろな

のですか？多分、私が徳島大学を辞めてからだと思い

ますが……

○松岡　協議会から別れて独立したのは、えーと、石川

さんの時は石川さんがやっているし……。

○伊藤　大分後ですか。

○松岡　７回か８回ぐらいまで続くんじゃないでしょ

うか。石川先生の時に、石川先生が協議会とは関係な

かったから理事会が独立したんじゃないかと思います

ね。

○伊藤　なるほど、なるほど。

○松岡　それまでは。

○伊藤　そうですね、４大学の関係者が中心で。

○松岡　ほぼ同じにやっていけたんじゃないですか。そ

れで、石川さんがそういう形で先鞭をつけたんじゃな

いでしょうかね。

○伊藤　なるほど日本看護研究学会を分離するという。

○松岡　オープンすると同時に。

○伊藤　協議会からの独立が一つの節目だったですね。

○司会　1981年の第７回で、これは日本看護研究学会と

改称していますが、その前年度ぐらいまでは４大学協

議会が主催していて、そのあたりと少し別れてくると

いう形ですね。

○伊藤　で、会則も変えたんですね。それまでは学会

が終わった後に４大学協議会をしていましたね。今で

いう文部科学省の方が来て要望を出したり、そういう

セットだったという記憶がありますね。

○司会　逆に言いますと、そういうセットだといろいろ

な話題も出て、今日の本学会の基盤整備につながった

ということですね

○伊藤　だから４大学のカラーが濃厚だったのはそこま

でということになるんでしょうか？

○松岡　そういうことでしょうね。

○伊藤　結果的に。

■四大学看護学研究会雑誌の編集委員会および奨学基
金の設置

○司会　創刊号の時にはそういう形で卒業研究をとにか

くまとめてみたというところから始まったようにお伺

いしましたが、翌年には編集委員会を設置しています

ね。

○松岡　理事会の前に編集委員会が開かれてやっており

ました。

○司会　投稿規程も、ここら辺から現在の研究学会の雑

誌の基盤ができたということですね。

○松岡　それまでは、先ほど言ったように、前回の学

会の総会で発表された原稿が整理されて投稿されたも

の、それから学会用の抄録を一緒にしたような形で年

に２回出すという形でやった。この年に２回は最初か

らですね。

○司会　年２回は最初からですか。

○伊藤　もう１つ、ちょっと話題は変わるんですけど、

若い研究者を育てましょうということがかなり意識的

に強調された記憶があります。それで、奨学金制度と

いうのができこの学会の大きな特徴になっていると思

うんですけれども、実際には第７回に初めて奨学金基

金による発表があったわけですね。

○松岡　野島さんが……、ちょっと待ってください。松

倉、あ、この時２人じゃないでしょうか。

○伊藤　２人ですか。

○松岡　どうだったろう。最初の７回の奨学会、56年は

お二人という、２人一緒に奨学会基金を出したんじゃ
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ないかな。

○伊藤　そうですか。あ、２人ですね、野島さんと……

○松岡　松倉、野島さん。それからあと１人、１人、１

人と、こういうふうにいって。

○伊藤　村越先生が基金を寄付をして下さって、その

後、山元先生とか木場先生から寄付していただいて。

その時代に奨学金基金による発表をされた皆さんが現

在活動していらっしゃいますよね。成長されてという

言い方はおかしいですけれども。本当によかったと思

います。

○松岡　いずれにしてもこの学会は私たちのものではな

くて、若い人たちを育てていくための学会であると。

そのためにいろいろ手管を考えよう、ということが主

体だったですよね、最初の。

○伊藤　そうですね。

○司会　今もお話に出ましたように、1980年に奨学基金

を設立していますね。その第１回目の募集が始まりま

した。また、創刊号を発行したときに、いろいろな協

力者ですとか、資金面だとか、かなり大変だったと思

います。

○松岡　資金面は僕そんなに心配していなかったです

よ。というのは、役員の先生方にスポンサーを見つけ

てくれるということをお願いして、雑誌の１ページを

５万円じゃなかったかな、10万円だったかね、一番最

初の頃の広告料。

○伊藤　ちょっとわからないです。

○事務局　今は２万5000円です。

○松岡　今は２万5000円？ いや、じゃあ５万ぐらいい
ただいたんじゃないかな。それで、それが大きい素材

になって、それで雑誌が、いずれにしても研究学会の

金の中ではそんなに懐が痛んでなかった。大体、だっ

て300部ぐらいだからね。むしろ、紙代がもっとやっ

た方が安くなるというぐらいのところで、10社で50万。

もうちょっと金があったような気がするな。ちょっと

細かいことは僕調べて文章には書いてある。

○伊藤　全然その辺知りませんでした、私。

○松岡　いろんな雑誌社の方で、そういうところが協力

してくださって、11社だったか、10社ですね。

　■四大学看護学研究会雑誌の投稿論文と編集方法
○司会　資金面の方では、その時にはあまり大変ではな

かったというお話ですが、やはり、先ほどの編集委員

会ですとか投稿規定というと、形式が現在の形に定着

したのですね。大体同じような形式でしたか。

○松岡　形式だけは整えました。

○司会　やはり、看護学の論文というといろいろと幅が

ありますから、実験から実践のものまで、それを今の

ような形式でまとめるためには、何が参考になりまし

たか。

○松岡　いや、最初はそのままですね。受け取った原

稿を編集委員会の方へ回して、編集委員会の方で査読

した時もあったようで、前原先生がおやりになった時

は、査読はそんなになかったような気がするんですよ

ね。私の時は前年度のものをそっくり集めて出した。

編集委員会ができてからは査読をした方がいいという

話は出たけれども、最初のうちは編集委員会もそのま

ま出してくださったように思いますね。そのうちに

やっぱり問題があると、そうしないと質が上がらない

という話が出てきて。

○伊藤　学会の発表もほとんどフリーパスでしたもの

ね、当時は。

○松岡　フリーパスです。

○伊藤　とにかく発表を数多くしなくちゃいけないとい

うことですから。あまり変なのは最初はなかったんで

すよね。

○松岡　というのは教官がものすごく締め上げて出して

いましたから。

○伊藤　私が学術集会長の時、この発表内容はどうな

のかなというのが四、五題あったような記憶がありま

す。でもまだ査読による選抜をしておりませんでし

た。議論した結果、発表を聞いた人が内容を評価する

ことでいいのではないかとなってこれらを除外しない

ことにしました。

○松岡　学会の発表は抄録の中で調べながら出している

けどそんなに問題はなかったんですよ。こんなの出し

てというものはあまりなかったですね。７、８回、９

回あたりは。

○司会　発表に至るまでのプロセスで練り上げられてき

たということでしょうか。
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○松岡　指導教官がまた名前を連ねていて、必死だった

です。

○伊藤　そうですね。教育学部では卒論の発表会に、他

の学問分野の教官がいらして、その場で指導教官にも

質問がきたりして叩かれるわけですよ。教官も鍛えら

れますよね。

○松岡　それはもう。

○伊藤　卒業研究の結果がお粗末だと何を指導してたん

だと、看護以外の学問の方から、きびしく批判されま

すし。

○松岡　あれはおかしいじゃないですか。

○伊藤　あれは厳しかったけど、ある意味では鍛えられ

ました。

○司会　他の学問と整合性を重視したこと、それが先ほ

どの閉鎖的じゃない学会の基盤になるわけですね。

○松岡　教育学部でよかった。

○伊藤　あれはよかったところでしょうね、結果的に。

○司会　確かに医療系ですと、それだけで固まっちゃっ

ているところがありますね。

○伊藤　そうそう。

○松岡　そんなところが最初のところで、査読という

ことを省いても学会で発表したということそのものが

重かったです。それから、論文としてまとめて投稿し

てきたということはその次の問題で、その投稿までに

指導教官が十分やっている。私が見た中で１つ問題に

なったのは、英文で全部書いてきたのがあって、いく

ら何でも英文で書いてここに載せてくれといっても、

読む人が誰がいるかと。少なくとも和文抄録ぐらい付

けるべきじゃないかと私は返した覚えがある。

○松岡　これが創刊号ですよ。

○伊藤　創刊号はまだ薄いですね。宝物ですね。これは

いつでしょうか。昭和54年か。

○松岡　僕なんかも、ともかくその前の研究会で発表し

たやつですよ。発表したのを文章として出した。

○伊藤　そうですね。そうです、そうです。

○司会　当時、学会発表して、それを原著論文にするま

でに至った研究は、どのぐらいの割合でしたか。やは

り割合はかなり低かったですか。

○松岡　いや、だから少なくとも私の編集した中では、

原著というのは少なくとも論文形式を整えていれば、

原著として取り上げてあげた。なぜ通してあげられた

かというと、学会で発表していらっしゃることが問題

としてあって、大体今と同じでしょうね。そしてカテ

ゴリーというのはまだ今でも決まっていないんじゃな

いでしょうか。どの分野はどなたが査読をするとか、

また取り上げる本数を決めるとか。

○司会　これまでの看護研究学会雑誌の投稿論文の傾向

をまとめるのも、やはりカテゴリーをどのようにする

かが議論になりましたからね。当時、まだまとまって

いるというわけではないと思いますが、ある程度でき

たということでしょうか。

○伊藤　まだ原著論文として、はっきり区分した形とい

うのは出ていませんでしたね。

○松岡　創刊号ではシンポジウムで。

○伊藤　そうですね、内容をまとめたような感じでした

ね。

○松岡　きれいに整理していたというのが。

○伊藤　そうですね。この辺もそうですね。

○司会　創刊号では、まだ原著という言葉はでていませ

んか。

○伊藤　３巻でもまだ見れない。５巻ぐらいになると

……。

○松岡　ここで出てまいります。

○伊藤　そうですか。５巻ですか。

○司会　年間に２巻出していて、例えば、この２号は昭

和53年の４大学の研究会雑誌ですが、原著論文があり

ます。今ご活躍の方々の名前も出てきました。１巻２

号でも原著という表現はないようですね。結局、２巻
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出していて、最初の１巻は学会のものをまとめた形に

なりますね。

○伊藤　本当だ。

○松岡　先生の論文出ていますか。

○司会　いくつかあります。

○松岡　ありますか。

○司会　論文が７～８本。

○伊藤　学会雑誌らしい内容が出てきたというのはやっ

ぱり５巻ぐらいからなんでしょうかね。

○松岡　はっきり言ってそうかもしれませんね、学会ら

しく本当に整理されて。

○伊藤　その前は、今で言う、学会報告みたいな形です

ね。

○松岡　その中で発表したものを整理して投稿されれ

ば、それで原著として出したという形じゃなかったで

すかね。

○伊藤　ええ。昭和53年ということは1978年ですね。

○司会　創刊号もこの時代ですね。で、1979年には投稿

規定が出てきますから。

○伊藤　ああ、そうですか。

○司会　昭和54年ですね。

○松岡　昭和54年はもう投稿規定は決まったんじゃない

かな。いくらで別刷増冊ということまで決まったつも

りがありますから。

○司会　その形式等もそうですね。

　■四大学看護研究会雑誌から日本看護研究学会雑誌へ
○伊藤　松岡先生ご記憶におありですか？石川先生が学

術集会長になられた時に、日本看護研究学会とかとい

うことで、もっとオープンにしようと議論され、一つ

の節目となりましたが、それまでは４大学の関係者だ

けでしたか。

○松岡　いや、そんなことはない。

○伊藤　そんなことないですね、４大学関係者以外の人

達も学会に入ってましたね。

○松岡　ただ、日本看護研究学会として確立したのが石

川さんの頃だと私記憶しているんですけれども、その

時何をおやりになったかというと、世話人が理事会に

変わったことでしょうか。

○司会　手もとの資料によりますと、1981年に日本看護

研究学会、それで翌年の1982年には世話人会制を改組

して、理事、評議員制を導入しています。

○松岡　それで、この世話人というのを理事にして、理

事をブロック別に何人という形で選出するところから

いろいろな役を決めることに変わった。

○司会　選挙管理委員会も設置されて。

○松岡　ええ。

○司会　組織が随分変化してきたということになります

ね。やはり、その時には有志というか、４大学を初め

として有志の会のような形でずっと運営されてきまし

たが、第８回の石川先生のあたりから、今の学会の形

式になってきたということでしょうか。それで、当時、

先生は理事をされておられましたね。

○松岡　ええ、ずっと理事で。

○司会　理事の選出方法はどうでしたか。

○松岡　いや、あの時は、評議会は、評議員を選出して、

その中から理事を選出したんですね、たしか。

○伊藤　あの後、何か組織を根本的に見直そうというこ

とで、例えば法人化の問題とか。

○松岡　それはずっと後でしょう。

○伊藤　後ですか。その時じゃないですか。

○松岡　石川君が会長をやる前のところで決まったこと

は、８回ですから、何巻ですかね。

○司会　昭和57年で、５巻です。

○松岡　５巻あたりですか。そこのね。

○伊藤　10周年の歩みの時に石川先生がいろいろ書い

ていらっしゃいますが、探したけど見つからなくて、

ちょっと記憶が定かではないんだけど。昭和56年の９

月に、世話人の解消ですね、吉武さんの会長の時の20

周年を見ると。

○司会　そのあたりで今の組織が大体出来上がってきた

ということでしょうか。この辺はどのようでしたか、

編集委員会は成立していましたか。

○松岡　まだできていない。

○司会　できていない。それでは、理事の中でやってお

られたのですね。

○伊藤　編集委員会は昭和60年ですね。

○司会　ああ、そうです。1985年ですね。名誉会員制度、

地方会制度の新設です。

○伊藤　ええ、地方会が発足しています。

Japanese Society of  Nursing Research 1�



○司会　そこまでとすると、査読、編集委員はどなたで

したか。

○伊藤　まだやってない。

○松岡　そんなにやっていなくて、だんだんね、そう

いう意味では、私のところで整理して出すということ

が、編集委員、査読委員を拵えたり、編集委員をしっ

かりしろということが理事会の中でも問題になりまし

た。

○司会　量的にも増えてきたということですね。

○松岡　そうそう。

○司会　それで査読の本数も増えて。

○松岡　あの時頃になって、いわゆる発行者が勝手に集

めてやるのはどうかというような陰口というか。（笑）

○伊藤　ああ、そうですか。（笑）

○松岡　それまではね、僕も何かみんな黙っていて、そ

の頃からいろんな問題が発生しました。

○司会　その査読方法ですが、その時に選んでやって

いただいたということで一応きちんとした形ではやら

れていたものの、まだ組織的にまだまだということで

しょうか。

○松岡　だから先ほど申し上げたように、学会で口頭

発表している内容が論文として整理して投稿されたも

の、これは一応載せてやろうじゃないかという私の考

え方なんですよね。その次には、少なくとも大学の教

官あたりから出していただく原稿はというような、何

かそういうやり方をしていたんじゃないかと思うんで

すがね。

○司会　発表していただくことで、全会員が目を通し

て、それで議論もされて、オープンな場でということ

ですね。

○伊藤　いろいろ書いてあるんだ。

○司会　それを見ていただきながら、思いはいかがです

か。

○松岡　巻末にね、確か学会の連絡の、何といったかな、

忘れちゃったな、すべて出していたんですよね、理事

会の会報だということで。理事会というか会報です。

終わりの方に学会会報がついているんですよね、この

内容をちょっと調べていただけるとそこらのところは

わかってくるんじゃないでしょうかね。

○司会　はい。そのところのいきさつなんかですね。

○松岡　議事録が所々入っていますから。その中で、陰

でもってそろそろ出てくると思います。

　■日本看護研究学会および学会雑誌の整備
○司会　それで現在のように、1985年に雑誌編集委員会

規定というのができて、あと地方会が再編成というこ

とで、1991年には日本学術会議、学術研究団体統一の

ために組織整理に向けて検討委員会が設置されたとい

うようなことが資料からわかります。

○伊藤　何年ですか。

○司会　1991年ですね。

○松岡　もうその辺になると伊藤先生の独壇場。

○伊藤　そんなことないですけどね。

○松岡　いや、独壇場って、全国の情勢をつかんでいま

すよね。

○伊藤　そうですね。

○松岡　私は1980年ぐらいですので、あまり前線には出

てない。

○伊藤　そうでしたか？　いや、そんなことないと思い

ますよ、先生やっぱり地区割の時とか、法人にすると

ご熱心にやっていらしたじゃないですか。

○松岡　やってはいましたけど、ずっとそれは発言者の

方に回って。

○司会　1991年には組織検討委員会で、1993年には学術

会議に承認を受けていますね。

○松岡　そうですよね。

○伊藤　千葉大学の土屋先生が結構頑張っていらっしゃ

いましたね。その頃は土屋先生が中心でした。
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○松岡　そうですね、法人の問題とか。

○司会　1992年にはちょうど事務局が今のところに移転

しています。そして、理事長制度が1992年にはできて

いるんですね。

○伊藤　要するに学術会議に認めてもらうには理事長を

置かなくちゃいけないということになって、これもい

ろいろありましたですけどね。

○司会　金川先生が初代の理事長ということで、1996年、

先生が２代目ですね。

○松岡　一番先は誰。

○司会　金川克子先生です。

○伊藤　確か学術学議に通すには理事長制を置かなく

ちゃいけないということで、金川先生が初代理事長を

受けて下さった記憶がありますね。

○司会　先生が２代目で、その時はどんなご苦労があり

ましたか。

○伊藤　そうですねー、第一、理事長って何をしていい

かわかりませんでしたものね。私は当時厚生省も辞め

まして、木村看護教育振興財団というところにいたん

ですよ。ですから、財団の職員が理事長になるという

のは不適切だと私は思ったんですね。それで固辞した

んですけど、どういう訳か決まってしまって、２年間

やらせていただきました。副理事長が千葉大学の草刈

先生で、助けていただいて理事長を勤めさせて頂きま

した。そうですね。あんまり印象に残っている苦労と

いうのはありません。でも、理事長制度の路線引きを

しなくちゃいけないなという思いはあって、理事の職

務、役割、理事会の構成、運営などいろいろと検討し

決定した記憶があります。多くの方々に協力していた

だきながら。

○司会　先生方は学術集会（総会）において学会長をさ

れていますね。松岡先生は第９回ですが、やはり第１

回から比べると雰囲気的にも随分違ってきたと思われ

ます。

○伊藤　先生考えてみたら結構後だったんですね、もっ

と早く学術集会……。

○松岡　石川君の方が先にやった。

○伊藤　そうですね。何か４大学持ち回りみたいな形で

いってましたからね。

○松岡　だから、それを破るためには石川君がいいねと

なりましたね。そうですね。変わったことといえば、

発足当時の者が1980年過ぎぐらいまでは結構ものを

言っていたんですよ。私たちが表面に立たなくても、

いざとなればしゃべっていました。先ほどの法人化の

問題なんか本質的な変革を起して会が変わるというよ

うな状態でなくて維持されているというようなところ

が強かったです。例えば奨学会ができて、奨学会の応

募者が少ないというような問題もその頃からぼつぼつ

出てきました。どうやったら応募者が増えるかとか、

もっと本当は増えるだろうと思ったのが、そんなに応

募がなかった。やっぱり遠慮されているのかな、奨

学会の動きとは何だかをもっと活発にPRしてくれる
といいな等と思いながら後ろの方でかけ声をかけてい

た、そんなことでしたね。研究者育成を目的とした奨

学会ですからね。他には特に変わったと思わないで、

何か自分でははね上がりっぱなしのような感じでずっ

と過ごして、やり切ったような気がします。

　■日本看護研究学会学術集会における招聘講演
○司会　その当時の学会雑誌では、投稿規定だとか査読

の体制がかなりできてきたという状況があったと思い

ます。創刊号から比べて、研究の内容についてはどう

でしたか、質的にレベルは大分変化したと思われます

が、いかがでしょうか。

○松岡　いや、研究内容の質というのは随分上がって

きたと僕は思いましたよ。それで、むしろ僕は学会そ

のものをもうちょっと医学会のような活発なものに

していきたいというのが私の、第９回ですか、９回の

時にシュナイダーという外人を呼んだ。その呼ぶ時も

学会自身が、外人講演者を招聘するというような予算

化ができないということで、自分たちだけががんばっ

てやっていました。何とかそこまでいかないかなと。

ちょうどたまたま野島さんがアメリカの方の知り合い

があるということで、野島さんに頼んだんです、誰か

セカンドクラス。ファーストクラスとは言わない、セ

カンドクラスで、これから先を嘱望されるような人の

活発な研究を発表してもらえないだろうかということ

を考えたんです。で、そういう方はともかく外国で発

表するということは大変名誉なことで、いいことだ、

プラスになるはずだから、それをお礼の代わりに使お
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うじゃないかというような魂胆があって、それで飛行

機賃以外には謝礼は出ませんと。ただし、日本に来て、

日光と京都の案内はいたしましょう。それをお礼の代

わりにして、他には謝礼はありませんが、それでもい

いかという質問に、とても光栄だと。それでシュナイ

ダーさんが、今でも時々日本に来られているようです

ね。

○伊藤　そうですか。

○松岡　ええ。来られて発表した、これが学会としては

皮切りだったと思うんですよ。

○司会　先生の第９回の招聘講演が最初ですか。

○松岡　ええ。それはなぜかというと、医学部の学会

なんかでも招聘講演会をするんですけど、その場では

研究の方向性が教えられ、そして、自分たちにプラス

になるもので、ただ敬って聞いて感動しているもので

はないと私の経験でしていたので看護の方でも、あの

当時、ヘンダーソンさんとか、米国のオーソリティを

100万くらい出してお呼びするというお話があったん

ですけど、そんな金は出せないと。まあ、せいぜい何

とかうまくいかないかということで野島さんにお願い

したんです。そうしたら、たまたまシュナイダーさん

が喜んでうかがいたいということで来てくださいまし

た。そして、それだけの接待で快くやっていただいた。

その後私のところに手紙をくれて、その発表されたこ

とが帰国された後、教授昇任の実績に認められたこと

で、本人からも日本に行って発表したことがみんなに

褒められて、それで私は幸福であったという手紙を頂

きました。その後リンダさんは、ミネソタ大学の学部

長を経て、そして退官されて次の仕事されているとの

事です。日本の若手もやればやれるぞという刺激にな

るように考え、工夫をしたんです。それはどんな工夫

かというと、まず、雑誌に論文の発表内容を原文のま

までこの発表には構成してもらい、そして当日は通訳

を。学会場には、結構、ディスカッション全部は通訳

なしでした。いわゆる学会の雰囲気としては、一応、

英文の中から引っ張って話を聞いて討論という雰囲気

を作れたということが大変よかった。その翌年も同じ

ような形式で、あれはどこだったかな。

○伊藤　熊本。

○松岡　熊本でしたね、熊本でもどなたか呼んで。

○松岡　これが宣伝になってルートが築けた。

　■�日本看護研究学会学術集会の参加者および演題数の
変遷

○司会　先ほど、国際的な視点という、そういった試み

で、学会が拡大していったようですね。

○松岡　そういう、やっぱり刺激を作りたいなというの

が大きな目的でした。そういうことをさせたというの

は核で。

○伊藤　私はね、松岡先生の学会で、外国人をお呼び

になられたということもとても刺激的だったんですけ

ど、何かまだ手作りの学会という印象があるんです

ね。千葉大学内で物をあちこちから運んでいらしたと

いう、ある意味では家庭的な身近な学会だったという

気があるんですね。ところが翌年、木場先生が郵便貯

金会館で開催されたのですね。会員も多くなったから

と。私、その後を受け継いで勤務先の施設内で学会を

やるつもりでしたが、それではだめだと思われてきて

苦労しました。松岡先生位までは、こじんまりと手作

りの学会だったと思います。

○松岡　約400人か500人ぐらいの聴衆が集まったんです

よね。教育学部の視聴覚教室を借りましてね。

○伊藤　それまでは、大学を会場にして大体カバーでき

ていたんですよね。

○松岡　ええ、教室で。

○伊藤　会員もそんな感じで、大学が基本でしたね。

○司会　千葉、徳島、弘前では、大学で開催されていま

すね。

○伊藤　木場先生の10回の時に郵便貯金会館を借りて、

初めて大学外での開催になりましたね。私は翌年11回

の開催に向け、会場探しをしなければと新たな悩みが

出てきてしまいましたが、考えようによっては、学会

らしい会場での開催が定着したのかもしれませんね。

○司会　教育会館で開催されていますね。

○伊藤　そこで虎ノ門の教育会館での学集会開催の運び

に。

○司会　まあ、そのように会場も大きくなると資金面で

も大変ですね。

○伊藤　そうなんです、お金の問題も含めてちょっと苦

労しました。でも、何とか赤字にはならなかった。
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○松岡　私が事務局の方の会計その他に目を通していた

当時、外人を招聘された方、収支はとんとんでしたと

いうことですが、赤字になって困ったという先生はい

らっしゃらなかったような気がします。

○伊藤　洩れ聞いたところお一人いらした様ですよ。会

長が自腹を切ったって後で聞きましたけど、その真偽

のほどは……。

○司会　そうすると学会は健全運営ということですね。

○松岡　そうそう。どうせやるなら自分の集めたお金の

中でやる習慣でしたから、その当時は。そんなに大き

なことは。

○司会　15回も、同じく教育会館でやっていますね。

○伊藤　そうです。内海会長の時です。あそこは比較的

会場費などが他に比べ安かったのですが、６カ月か前

でしか予約できないんですよ。私が学会長の時はセン

ターの教官の田島桂子さんが英語もできるので、彼女

の紹介で外国から講師を招きました。この招聘講演で

大体100万円ぐらいでしたかしら？予算が。

○松岡　招聘で。

○伊藤　ええ、招聘講演だけの。

○松岡　随分かかりましたね。

○伊藤　ええ、旅費・謝金の両方で。お陰様で研修研究

センターですから研修生がおりますでしょう。その人

たちがみんなボランティアで協力してくれました。そ

ういう意味では人件費節減ができましたね。

○松岡　私の時は招聘講演で、うーんと日光と、それか

ら京都の、いわゆる外人観光ツアーですね、両方で10

万ぐらい。

○伊藤　でも旅費分もありますでしょう、往復の。

○松岡　えーと、25万円ぐらい。ちゃんと向こうで知っ

てて、安いチケット買いますからと。

○伊藤　そうですか。100万円というのは私の思い違い

かな。

○松岡　だから、50万円足らず、40万円ちょっとで。

○伊藤　謝金も払ったと思うんですね、その時は。

○松岡　それが、謝金だとどうしても金額がね。ドルに

換算しますからね。

○伊藤　先月30周年の記事に書かせていただいたんです

けど、私は徳島大学に昭和47年から52年までお世話に

なって、つまり４大学を離れて七、八年たった時点で

第11回学術集会長をさせて頂きました。センターは全

国の教員養成コースなので、当時看護学教育とはと

模索していましたので会長講演を「看護学教育研究

への模索」といたしました。センターには幹部看護教

員養成課程がありますけど、全国各地の看護学校の教

務主任といわれる教育の責任者の人たちの１年間の研

修コースなんです。このコースではカリキュラムの開

発と、それから研究ですね、これがメインの学科目に

なります。そこで指導教官が個別に指導した研究の中

から第三者に示しても納得して頂けそうな客観的な事

実を証明している研究を選んで会長講演で紹介しまし

た。

　例えば、保健婦学生が家庭訪問に行ったときに情報

を集めますよね。それらの情報の枠組みを関連図式に

示し、家庭訪問時にどの側面の情報をどの位集めてく

るのか検証しました。結果は学生により個人差がある

ことまた社会面の情報が集めにくことがわかりまし

た。入試における面接試験の判断と、入学後の整合性

をみて、面接試験の限界を明らかにした研究とか、あ

るいは授業の中で形成的評価を導入すると成績が上る

という実験研究とかです。まだ看護学教育に関する研

究が手つかずの時代でしたから私自身にも混乱はあ

りましたが、第11回学会で看護学教育の研究をメイン

テーマとし、会長講演もこれに沿ったのは今振りか

えって良かったかなと思います。

○司会　特看時代の看護学教育と、センターに移られて

からは違ったということでしょうか。

○伊藤　そうですね、徳島大学で教科教育法を担当した

のが契機で、教育方法に興味をもちそれが結果的にセ

ンターでつなげられたと。

○司会　この辺で将来看護の幹部教員になる方たちが、

たくさん研究会に入られたのですね。

○伊藤　そうなんです、入りましたですね、お陰様で。

この点でも感謝しております。第11回での発表数は、

先ほどもお話した様に、査読をしておりませんので多

くなっておりました。そのため、会場数の確保にも、

苦労しました。内容的に学会発表に叶うものかとセン

ター内で議論はしたが結果的に全数受入れることにな

りました。つまりこの頃から応募すれば全て発表でき

るという段取りに疑問があったわけです。
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○松岡　増えましたね、今。

○伊藤　ええ。私の時にはまだポスターセッションなん

ていうことは考えてませんでしたね。

○司会　そうすると、セッションもそんなに数が多くな

くということですか。

○松岡　私のやったころは。

○伊藤　だから議論もできてよかったですね。

○松岡　80題ぐらいだったような気がするよ。必死に

なって、それを２日でやった。

○司会　先生方の時はポスターセッションはやってな

かったかもしれません。

○伊藤　ポスターセッションは早川さんの時に随分やっ

たという記憶があるんですよね。

○松岡　題もここにあります。

○司会　29回です。

○伊藤　ああ、そんな後ですか。熊本大学の成田さんの

時なのかな。慈恵医大の吉武さんの時もなかったよう

な気がするんですけどね、私。

○司会　講演だったですね。

○伊藤　ええ。

○松岡　これだ。

○伊藤　まだ七十何題なんですね、今はもう400いく

つ？

○松岡　そうですよね。

○伊藤　400以上の発表でしょう。大変ねー。大学もた

くさんできたからこういう学会雑誌に掲載するという

ことが業績にも結果的になるので、学会雑誌の役割と

いうか、期待される中身が大分変わっていますね。

　■看護研究学会における査読のあり方
○司会　そうですね。今では、発表とともに、原著にし

ないと業績にならないということになりますね。

○松岡　原著していくという。だからやっぱり査読委員

というものが、少なくともしっかりした査読をして、

査読委員の名前と、その査読能力というものが評価さ

れる雑誌になっていくという必要があると思うんです

よね。ただ査読というのは点数が辛ければいいんじゃ

なくて、やっぱり査読というもののあり方は、今、こ

の人の述べようとすることが正当に述べられている

か、表題で。そして、その述べたことが社会的にどう

いう意味があるか、そこが査読されるべきであって、

あんまり内容でもってこういう実験にはこういう実験

の方がよかったんじゃないかというような査読はしな

い方がいいと思うんですよね。

○伊藤　そういう議論ってあまりされていないんでしょ

うかね。

○松岡　何かあるみたいなことを聞いてね、一時それで

査読された人の方から不満が出たりなんかもしたこと

があったみたいですよ。

○伊藤　そうですか。

○松岡　やっぱり僕はその人がやった研究方針でそれが

目的にかなっており、内容的に誤った判断をしていな

いということが査読されれば、僕は通していいと。

○伊藤　要するに学問ということでね。

○松岡　ええ。それで、もしおかしいなと思ったら落と

せばいいことで、ここはこうやった方がいいじゃない

かとか。

○伊藤　ああ、指導ですか？指導というのはね―――

○松岡　指導まで入っちゃうと問題が大きくなる。

○司会　いわゆる内的整合性があればそれでいいと。そ

れがないものねだりしてしまうような査読もあります

ので困ることもあります。

○松岡　どうもそういうところがあって。

○司会　人のものを見るというのは非常に大変なことで

すね、査読の方の質も問われると思います。

○伊藤　最低２人ぐらいは見てるの？

○司会　編集者も読んでいます。しかし、一時は査読す

るのにすごく時間がかかったようですが、今は随分速

くなったようです。
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○松岡　査読に大体時間はどれぐらい要してる？

○事務局　１カ月。

○松岡　１カ月。ああ、いいじゃないの、それじゃあ。

○司会　前は１年とか。

○松岡　半年以上かかったよ、今のような話で。大変細

かくおやりになって、ちらりと聞くと内容に入り過ぎ

ちゃうという感じがしますね。

○司会　別の論文になってしまうような、そういうとこ

ろがなきにしもあらずといったとろでしょうか。

○松岡　それにもう一つは指導教官がしっかりやってる

ことですからね。

○伊藤　そうですね。

○松岡　ええ。

○伊藤　確かに、例えばこれは学会雑誌ではないんです

けど、『臨床看護の進歩』という雑誌がありまして、

この雑誌の意図はいわゆる病院で働くナースの研究を

サポートするということでした。たまたま私が指導し

た研究を雑誌担当者が注目してくれて、口腔マッサー

ジをして嚥下機能が改善したという研究なんですけ

ど、その雑誌に掲載したことがありました。その研究

について２名の方が講評しているんですけどね、１名

の講評内容が看護観の違いなのか、研究観の違いなの

かわかりませんが、この研究は無意味と酷評している

のですね。それで研究者も私もがっくりした記憶があ

ります。こんな形の査読はマイナスになるので気をつ

けないといけませんね。

○松岡　だからやっぱり査読というのはよほどそういう

点を注意してやっていかないと。

○司会　査読者が自分の領域に引き入れてしまうことが

あります。

○松岡　そうそう、自分の領域の中で。

○司会　その研究の意義というものを理解して、一線を

置かなきゃいけないのですが、やはり客観性というも

のを保つのが、なかなか難しいようなところがありま

すね。

　■これからの看護研究学会雑誌への思い
○司会　さて、いろいろな話題が出ましたが、伊藤先生

が２代目理事長をやっていただいて、2003年にはホー

ムページも開設されていますね。やはり学会の全体的

な傾向でしょうか。学会雑誌もこのような冊子体とい

うのは、結構お金がかかったりして大変なことがあっ

て、学会によってはデジタル化しようかという話も出

ているようです。CDみたいものですと、単価が安く
できるようです。また、ホームページを見ることに

よって学会雑誌が閲覧できますね。でも、これは一般

には公開はされていなくて、IDとパスワードが必要
です。

○松岡　それを使わないと入れないんだ。

○司会　ですから、冊子体がなくても会員の方だと、第

１巻から見られるます。

○伊藤　今、年間学術雑誌は４回でしたっけ、５回。会

費の割合に安いですよね、これだけのものを見返りで

いただくというのはね、本当に安いと思う。

○司会　この学会では、学術集会の抄録集もいただけま

すから、ありがたいです。一般の学会ですと別に購入

しなきゃならないところもあります。

○松岡　まあ、会員としてはメリットがあるんですよ。

○伊藤　でも今、年間何人か退会者がおりますでしょ

う ? 
○事務局　去年の新入会が621名で、退会者が300人ぐら

いです。

○松岡　それでも300人は歩留まりしている。それはね、

どうしても学会に発表することで、会員でなくちゃい

けないとあるでしょう。その部分だけで入ってこられ

る方が多いんじゃないですか。しかし、それもいいん

じゃないでしょうか、社会的な貢献ですよね。

○司会　そうですね。

○伊藤　学会入会が手段であれ何であれ、よろしいので

はないでしょうか？

○司会　わが国の看護研究は、当初出版社の雑誌を中心

に展開されてきた部分がありますから、原稿料が貰え

ることが多くありました。しかし、自らが会費や投稿

料を負担することで、学術的な意義や価値が高まって

いくということも認識していただき、ぜひ学会に継続

して参加していただきたいですね。そのようなところ

で、発足当時の目的というものが脈々と流れていると

いうことでありましょう。如何でしょうか。

○松岡　維持できていると私は思いますね。まあ、学

会雑誌というのは、例えば私肺ガン学会だとか、いろ
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んな学会に入っていますけど、もう新しい知識になっ

ていくと、積んどくか、そのまま封を切らないような

状態が出てきてますけどね。やっぱり学会雑誌という

形の中に名を連ねて集積されている業績、これは永久

に残っていますからね。会員の目に触れる、触れない

にかかわらず、これは図書館にはありますね。それで

インデックスで引いてみれば顔を出してくれますから

ね。だから私はこういう冊子をもっともっと会員も利

用するし、社会が利用できる形になっていけばいいな

と思いますね。会員はまだ利用していないんじゃない

か。せいぜい自分が発表をこの中に残して、周囲がど

んな反応になるだろうかというような意気込みをもっ

ていただきたい。ここに投稿すれば、どうしてもため

息ついて二休みも三休みもしてしまっているんじゃな

いかという感じがしていますね。私もほとんど目次を

見るけれど、知っている人が顔を出しているときに

ちょっと何があるかなとチラッと見る程度ですけど、

若い方々が継続的に出していくと見えるのはあまりな

いもので、ちょっと継続性があって、研究に持続性を

持っていただくと、創設に関わった者としては望みで

すね。

○伊藤　当初申し上げたように、発足当時はまさかこん

なに会員数が膨れ上がる学会になることは夢想だにし

なかったんで、本当に夢みたいです。私も名誉会員に

推薦していただいて、今は客観的に学会を拝見してお

りますと、学会そのものが看護界に大きく貢献してい

ることがわかります。一部質的に課題はあるかもしれ

ませんが看護学構築に、看護研究の発展に貢献してい

る学会によくも育ったなと、とてもうれしく思います。

　ただ、春日の局みたいになっちゃうのでためらいも

ありますが運営面について理事会の記録とか総会に出

席した時に危惧する時があるんですよね。何というん

でしょうか。当初の夢である若い研究者を育てるとい

う側面は最初ほどニーズが高くないのかな。でも、や

はり育ってもらいたいという思いはあるんですけど、

時には無用論みたいなことが話題になったりしていま

すよね。また開放的な学会であってほしいと思うので

すが時々看護学について未熟な人は入れないとか、入

会を厳しくするとか議論されたこともありますよね。

関心がある人は入っていただいていいと思うんだけれ

ども、入会のための審査をするというような動きがち

らちらと出てきたりするのが心配なんですね。学会

に来ても発表もしない、ただオブザーバー的に来る人

もいるかもしれないけれども、やっぱり学会に入って

もらって、今こういう動きがあるとか。臨床のナース

が学会で得た研究産物を臨床に使おうとか考える場で

あってもよいのではないでしょうか？学会に参加する

ことでニュースが手に入りますよね。だから、私は、

関心のある方はいま、研究や大学に関係しない人でも

看護以外の方でもオープンに入れてもらいたいなとい

う思いはいまだに強いのですが。学会はエリートを育

てるところではありませんから。

○司会　そうですね。しかし、他の看護系の学会では閉

鎖的なものもありますね。

○伊藤　理事会で審査しないと入会できない学会もあり

ますでしょう。それはその学会の特徴なんでしょうけ

どね。それをとやかく言う気持はありませんけど、こ

の学会は設立当時の夢をずっと今後も保っていただけ

ると有難いです。

○松岡　学会場で、ああ、最近は元気がなくなったん

ですけど、誰でも質問をしたり、下らない質問だなと

思うことでもあそこで話したりする学会であり、そ

して、それで花を咲かせるような学会であれば、今度

はそれのためにまた新しい視点が出てくると思うんで

す。そういう気にも止めない、またはむしろ軽蔑する

ような発言があっても、それを学会の中では受けとめ

てやる、聞いてやる。何もそれを批判して排除するの

ではないというようないき方を維持してもらいたいで

すね。

○伊藤　だから建設的な批判をベースにしたディスカッ

ションは大いにすべきと思いますが。時々感情的な発

言が出てきますけど、それをどうやっていい形で変え

ていくか今後の課題としてはあるのかなと感じること

があります。

○松岡　パネルディスカッションもね、とてもいい方

法だと思いますけど、パネルディスカッションにあま

り主力を傾けてやると、本当の意味でみんなの耳に入

るディスカッションというものがどこか行っちゃうん

ですよね。あの場で終わりなんですよ、言いっ放しな

んですよ。そういう学会になっていくと僕はポスター
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セッションというもののあり方なんかについても、も

しポスターセッションでやっていくなら、ポスター

セッションの結果というものを雑誌の中に何とか残し

ていく方法を将来は考えていくべきではないか。そう

すれば、ポスターセッションというものの意味ももっ

と強くなる。あそこでディスカッションすることが。

○伊藤　そうですね。

○松岡　そうじゃないと、何か今は数が多くなったか

らポスターセッションというふうに流れても困るから

ね、流れ過ぎる、数が多いと。

○伊藤　要するに数をこなせばいいみたいになっちゃい

ますね。

○松岡　その方が問題だと。

○伊藤　その辺の兼ね合いがね。

○松岡　だから、そこは上手にやっぱり。

○伊藤　会場のセッティングの問題とかね、難しいとこ

ろですよね。これは第２部の座談会で話すべきことな

のかもしれませんけど。時々見ていて気になって、敢

えてふれました。

○司会　ポスターセッションも座長がまとめて出すな

り、何らかの方法があるかもしれませんね。

○松岡　もし何だったら、座長にもっと責任を負わせ

てね、きょうのポスターセッションの中ではこういう

もの、私のやった範囲内でこういう面白い話題があっ

て、ディスカッションは、こんなディスカッションが

あったが、会場の皆さんどうですかといいうような、

一つのパートとされてもいいんですよ。そうすればポ

スターセッションの意味が全体の中で共有できる。何

か今はやりっ放しですね。

○司会　学会でそういう発言があっていいと思います。

それを学会雑誌に載せるアイデアもいいですね。それ

で、「ああ、そういう議論があったのか」というよう

なことで記事として取り込めたりすると確かにいいの

かもしれません。

○松岡　学会雑誌の中にポスターセッションの目新し

い、もしくは座長から申告があったものを紹介する

ページをつくる、この中に。データだけでいいんです

からね、こういう形でこういうことがあってと。で、

そこに座長のコメントを入れればいい。

○司会　それも新しいやり方としての学会雑誌の役割か

もしれません。

○松岡　ポスターセッションを活かしてというね。

○伊藤　お役所言葉に廊下鳶というのがあって、ご存

知ですか？予算獲得に忙しく動き回る人達をいいま

す。ポスターセッションは場合によっては廊下鳶みた

いに、あっちへ行ったり、こっちへ行ったり。すごく

忙しい思いをしますでしょう。やっぱりポスターセッ

ションってメリットもあるけどデメリットもあるな

と。

○松岡　だから興味を持って入って、そして、ああ、こ

れは面白いなと聞こうとして見て、そして説明を受け

て、ディスカッションして帰ってくる人はとてもいい

んですよ。そういう人のためになる。ところが、だっ

たら、それは何も学会というね、ああいう大勢のとこ

ろでやらなくてもいいんじゃないかと。

○伊藤　まあ、そうですわね、考え方によってはね。

○松岡　だから、せっかくああいう広い所でみんながわ

いわいやっているところですから、何かまとめがあっ

ていいんじゃないかという気がする。学会雑誌の中で

まとめるとか。そうすると座長さんが容易じゃなくな

る。

○伊藤　そう、座長の引き受け手がなくなる。

○司会　総説でもない、原著でもない、そういう学会記

みたいなものも一つの実績として認めていくことがよ

いのかもしれません。座長が事後の処理に苦労するこ

とになりますが、自分の裁量の中で、何に問題点・論

点があるのかみたいなことでまとめる能力、そういう

ものも必要になっていって、それが認められてくるよ

うになるといいかもしれませんね。

　■まとめにかえての一言
○司会　さて、いろいろお話が尽きないところなので

すが、まとめに入らせていただきます。これまでの問

題点とその後ということですね、看護研究を含めまし

て、学会雑誌への思いということで語っていただきま

したが、まだ話し足りないところを是非お願いいたし

ます。

○松岡　もう大体しゃべった。

○伊藤　私も取りとめなく。

○司会　いえいえ、たいへん貴重なお話をお伺いしまし
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た。

○松岡　ただ、今度この雑誌がA４判の雑誌になったん
ですよね。本棚に入れるのにすごく苦労してるの。ど

うしてA４判じゃなけりゃいけないんだろうという気
がするんだがね。

○司会　国際規格になっているようですから。

○松岡　国際規格って、他のところはこれでしてるとこ

ろもある。

○司会　まだB５判を堅持しているところもあります
ね。

○松岡　だから、何も僕はA４判にこだわる必要はない
んじゃないかなと。B５の形でコンパクトに書棚に収
まるようにしてもらえるとありがたいなと思ってはい

るんです。これは一つの望みなんですけれども、いつ

もこんなのが来ると、はて、どこに置こうかと、横に

しようかなと。

○司会　そうですね。

○伊藤　最後に一言。私は、幸運にも創設期からずっと

この学会に参加させていただいて、私自身がこの学会

を通してすごく成長させていただいたと思います。ご

縁があって徳島大学に行ったという、あの５年間が私

にとっては大変貴重な体験になっています。そして、

それをベースにして今度は教員を育てるという仕事を

させていただいた経過の中で、徳大にいたころに教授

に研究のイロハからたたき込まれ、教えてもらったこ

とが出発点となりました。これらが今の私の支えに

なっていますので、本当に感謝しております。この学

会のますますいい意味で発展するよう、陰ながらお祈

りしております。

○司会　どうも長時間に渡って、ありがとうございまし

た。貴重なお話をいただきましたが、いただいたご意

見は次の２部に反映させていただいて、学会雑誌の運

営にも是非採用していただくようにしていきたいと思

います。どうもありがとうございました。
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○司会　お二方の先生にお集まりいただきまして、日本

看護研究学会雑誌発行30周年特別記念号の第２部の座

談会を始めたいと思います。

　ご出席は現理事長の山口桂子先生と現編集委員長の

川口孝泰先生です。山口先生は編集委員長も1998年か

ら2001年までお務めになり、2004年からは理事長をさ

れております。また、川口先生は2004年から編集委員

長を務められ、現在２期目の編集委員長を担当されて

います。

　座談会の第１部では松岡淳夫先生と伊藤暁子先生に

本学会の発足、その後の学会の発展や学会雑誌につい

て歴史的なお話をしていただきました。第２部では将

来のことについてお話をしていただきたいと思いま

す。

　まず最初に、本学会雑誌が今年で30巻の発刊を迎え

るということですが、最近の編集に携っている川口先

生から見て、例えば研究の動向とか、この学会として

今後どのような方向に研究が進んでいくかということ

について、今までの経験をふまえたお考えがあればお

話しいただきたいと思います。

　■投稿論文の現状について
○川口　そうですね。最近、この10年ぐらいの学会雑誌

をめぐる動向をみると、投稿数が増えてきたというこ

と。それは看護系の大学が多くなってきたということ

です。大学教員となるためには、論文業績が必要で

す。しかし、業績を上げる一方では、研究の形式論が

強くなってきて、数が非常に増えてきたが、オリジナ

リティがなくなってきて、10年前の課題を現代風にア

レンジしているようなものが増えてきています。それ

らを不採用にすると、何も載らなくなってしまうとい

うのが現状にあります。

　日本看護研究学会の独自性は、会員に臨床家が多い

ということです。このことは前から言われているので

すけれども、山口先生が編集委員長の時に、そのこと

が議論となって、技術系の論文も、もっと柔軟に受け

入れていこう・・・ということで、投稿規定の中に、

ジャンル分けを新たにつくりました。それにもかかわ

らず、技術分野で投稿してくる数がいまだにほとんど

ない状況です。そのため、結果として、臨床家の技術

論文が投稿されないので、学会の独自性を打ち出せな

いのはわかっていても、いまだに実現できないところ

に、看護研究学会雑誌の将来に向けての課題があると

思っています。

　臨床から持ち上がってくる臨床看護研究が非常に少

ない理由はなぜか・・・。臨床家から大学の教員にシ

フトした時に、臨床家が技術系の論文を書いてくださ

れば良いのですが、旧来の自然科学の方法論を持ち出

して形だけ整えて出してしまうところに問題の起点が

あるように思えます。日本看護研究学会が、日本看護

日本看護研究学会

学会誌発行30周年記念座談会

第２部　「これからの展望を語る」
山　口　桂　子（日本看護研究学会　理事長）　　　　
川　口　孝　泰（日本看護研究学会雑誌　編集委員長）

司　会：田　中　裕　二（千葉大学看護学部）
日　時：平成19年６月４日（月）
場　所：丸の内ビル　コンファレンススクエア
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科学学会とどこが違うのかという話題がよく上がりま

す。科学学会の特徴は、敢えて言うなら質的研究・理

論的研究に重みを置いて研究を行っています。一方で

看護研究学会は、いわゆる量的研究が科学学会に比し

て多い。しかし、それは悪いことではなくて、本学会

の特徴の１つに、看護の関連領域の学問分野で看護に

興味を持っている多くの人たちが会員となっている点

にあります。それらが看護の実践領域の研究を盛り上

げていくという形が見えてくればいいのですが、なか

なか見えてこない。最近特に感じるのは、日本看護研

究学会らしい論文集をどう構成していくのか、あるい

は投稿を求めていくのかというのが、編集に関わる者

としての大きな悩みです。これは学会の独自性という

ものが、編集の内容と密接に関わってくるからです。

　これらの検討を受けて、学会雑誌を現在の「学術論

文集」のほかに、「技術論文集」、いわゆる学術版と技

術版の２冊に分けて論文集を出してみたらどうかとい

う話もあったんです。窓口がはっきり見えていれば、

技術分野での論文投稿が増えることが期待できるので

はないかということです。そのための準備として、初

期のころは、積極的に投稿依頼という形をとって、具

体的な見本ができれば、多くの実践家がトライしよう

とするきっかけになると思うのです。今、私は編集委

員長２期目に入っています。１期目は査読システムや

オンライン化に向かうための準備に力を注いできまし

た。２期目には何をするかということをいろいろ考え

るのですが、学会の独自性を示すために臨床看護研究

を積極的に載せていくために、技術報告を積極的に載

せる新たな雑誌を作ってもいいのではないかと思って

います。投げかけられた質問と答えは違うかもしれま

せんが、今思っていることはそんなところです。

○司会　山口先生はどのようにお考えですか。

○山口　そうですね。私が編集委員長であった1998年か

らの３年間というのは、今から振り返ってみると、編

集委員会に関して、さまざまな変化のあった３年間

だったことがわかります。当時は会員数、評議員数

に応じて理事数が変わる規約でしたので、理事が19名

に増えたわけですが、その増員となった３名がそのま

ま編集委員会に割り当てられて、委員が６名から９名

に増え、そこに、川口先生を初めとする錚々たるメン

バーが入ってきたわけです。その中で、日本看護研究

学会がどういう学会を目指すのか、それが雑誌にどう

反映されてくるべきなのかといった、かなり本質的な

論議を重ねて、形式的にも内容的にもさまざまな試み

を行ったわけです。その取り組みの一つとして、この

学会の特性を何らかの形で明らかにしたいということ

で、川口先生を中心として看護科学学会と本学会の雑

誌に掲載されている論文の内容的な違いを過去10年分

比較するという大変な仕事をまとめてくれました（本

学会雑誌23巻４号参照）。それを見ると、やはり今言

われたように、臨床の方が著者である論文、共著者も

含みますが、これが随分あって、そこが大きな特徴

だったわけです。その経緯で投稿規定の中に2000年か

ら技術・実践報告というジャンルを設けたことは先ほ
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どもお話しがありましたが、それに反して起こってき

た論文の傾向というのは、ひとつは看護教育の大学化

の波の中で、本学会雑誌が教員に求められる評価基準

に耐え得る学会雑誌であったということであり、その

ためには技術・実践報告ではなく、原著や研究報告で

の掲載に対するニーズがあったわけですが、質の維持

を保って、そのことを果たしてきたことには十分な意

義はあったと思っています。

　しかし、その中でも本学会が何をめざしていくのか

を明確にしなければならないということはあり、先ほ

ど川口先生がおっしゃられた課題の中に端的に言い表

わされていると思います。今回、あらためて、最近の

雑誌掲載論文について振り返ってみたのですが、この

数年の掲載論文の著者の方は、もうほとんどが教育機

関に所属されていて、科学学会との差がほとんど見ら

れなくなっています・・が、学術集会への発表は、毎

年変わらず100題前後が臨床現場の方との共同で行わ

れています。ですから、そういう臨床の方が発表され

たものを、編集担当者の側から多少のアドバイスを加

えてでもいいので論文化していくという作業を学会の

方針として行っていくべきかもしれません。本学会の

キーワードの１つは「臨床」だと思うので、それを雑

誌の中に形として残していきたいとは思います。

　■学会発表と論文投稿について
○司会　特に臨床の方々は、発表した研究をどのように

まとめていくかうまく指導してくれるような人が近く

に見当たらないために論文として残っていかないので

はないかと思います。看護は実践の科学であるので、

大学で行っている研究も重要ですが、実際に臨床でど

のような実践を行い、このような結果が得られたと発

表されますが、論文にならないというところが一番問

題であると思います。では、今後どのようにしたらよ

いかというところで、何かお考えはありますか。

○川口　技術指向の論文集を出さなきゃいけないようで

すね。研究指向の論文は、新しい発見を読んでもらう

わけですから、どうしても抽象的でわかりにくいもの

になってしまうのは仕方ないとは思うのですが、技術

指向の論文集は、具体的で、わかりやすくないと駄目

だと思うのです。わかりやすいことは、研究的じゃな

いと思っている人が大勢いるんですよね。技術を他の

専門家に伝達したいと思っている人はいっぱいいると

思います。こんなに、面白い技術をしている人がいる

よ！！があったら、具体的にどんな技術か未熟でも説

明したり表現したりしてみればよいと思います。その

ようなものが世に出れば、誰かがその新規性を言語化

して説明（科学）するチャンスも生まれるのです。日

本看護研究学会には、それらの技術を紹介し、そして

それらを科学的に説明することのできる人材も揃って

いると思います。１編でも見本ができれば次が続くか

な・・・と。

○司会　学会雑誌に載せるとなると難しく考えてしまう

のでは‥‥‥。

○川口　学会雑誌は、イコール、アカデミズム、という

ふうに思ってしまうんだけど、肩を張り過ぎてしまう

から形式に縛られてしまうのです。論文にする必要も

ないという考え方もあって、まず出発点は、例えば帰

納的な視点で・・・ということを考えたら、難しく考

えずに、今あるそのままをどう書くか・見せるかとい

うところが出発点なのかなと思います。看護だけに限

らないのですが、実学は、例えばこんな橋を作りまし

た。この橋が本当に丈夫で理想の橋なのか・・・とい

う、これまでの経験の積み重ねの知識を借りて作りま

す。橋とか建物とか実態を見える形にして、そこから

新しい研究が始まってもいいと思います。技術の成果

が何も見えないで、理論だけで説明しようとすると、

広範囲理論のような抽象論ばかりが前面に出てしまっ

て、実際に役に立つ方向での狭範囲理論が出てこない

というのが最大の欠点なんでしょうね、今の論文集の。

○山口　最近、教員評価がということが言われるよう

になりましたよね。その評価基準を大学が決めようと

する時に、他大学とも共通のもの、あるいは通用する

ものを使わなければいけないというような了解があっ

て、例えば、インパクトファクターの高い外国の雑誌

へ英文で投稿したら最高点で・・○○点みたいなこと

ですが。でも、教員評価は研究者としての評価のみで

はないので、教育を一生懸命やっていますという、教

育者としての評価ももちろんしなければならない。に

もかかわらず、教育にどれくらい十分に携ったかとい

う評価ポイントのコンセンサスが得られにくいという
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傾向があるように思います。つまり、看護学教育に携

わる教員に対する評価の基準は、独自にその分野の中

にあるということだと思うのですが、それと同じで、

その学会がもっと「私たちは実践の部分を、教育であ

れ臨床であれ、とにかく実践している中身を提示し

て、その善し悪しを論じ合うことに重きを置くんだ」

というような価値観を出さない限りは、今、一般的に

使われている自然科学で活用されている評価基準がそ

のままの価値観で使われるようになり、看護学におけ

る研究者も同じように、自然科学的な方法論をとっ

た、形式が重視されるような論文を目指すことが続い

ていくのではないかと思います。そこのところを学会

が変えていくような取組みをしないと価値観が変わっ

ていかないと思うんですね。

○司会　千葉大学でも教員評価を実施していますが、ど

のような尺度で評価をするかといったときに、例えば

自然科学系の教員がある評価指標を出してきたとき

に、看護は実践教育のウェートが大きいために、その

評価指標では使えないと反論したら、ではあなたたち

の評価に合うような評価指標、すなわち看護独自の評

価指標を提案すればよいと言われました。

　それから、さきほど学会雑誌を、例えば、技術編と

研究編とに分けるような話が出ましたが、大変ではな

いでしょうか。

　■学会雑誌の将来
○川口　雑誌の印刷にかかる経費の問題が障壁となって

きました。しかし、これからは印刷された雑誌は要ら

ないかもしれないです。というのは、IT化を考える
ならば、ｅジャーナル化する事も将来計画のひとつだ

と思います。正文社（現担当の印刷会社）さんにとっ

ては、ちょっと複雑な気持ちかもしれないけど、私た

ちとしては別に雑誌の媒体で扱わなくても、2011年に

はほとんどのテレビがデジタル化される予定なのです

から、テレビでも見れるようになります。最近、イン

ターネットを見ていてびっくりしたんですが、国立情

報学研究所が、素晴らしい論文データベースを作って

いるんです。しばらくぶりに見て、その進歩に驚きま

した。多分、米国のMEDLINEのようなシステム化
への取り組みだと思います。もう１つ、論文のデータ

ベース化と連動させて、その背景には、具体的で役に

立つような、クリニカルガイドライン（日本医療機能

評価機構）との連動もあるようにも思います。

　日本看護研究学会の論文誌は将来的にはｅジャーナ

ルにして、ホームページを窓口にして、他のデータ

ベースとの連携を果たしていくことで、社会貢献をし

ていくことができる形になると思います。

○司会　海外の雑誌にはそのようなものはありますね。

リファレンスをクリックするとその論文に飛ぶとい

う、そういうのは随分盛んになっています。今、川口

先生が言われたようにすべてを電子化するかといった

場合に、日本ではどうなのかなと思います。私は日本

生理学会員でもあるのですが、英文誌が電子ジャーナ

ル化されたのですが、でも冊子体が欲しいという人が

いるということで残っています。コストダウンという

ことになれば電子化は進んでいく道だと思いますが、

でも冊子体は手で持ってぱらぱらとめくることができ

るので見易いという利点もあります。

○川口　かつては会費を払って、会員だけが受けられる

特典というのを考えるのですが、だから会員じゃなけ

れば学会雑誌を持っていない・・・。もうそんなこと

を言っていたらだめだと思うのです。１つの学会が内

向きに見ていたら、情報が共有できずに研究なんか全

然発展しないと思います。

　■学会員のメリットとは
○司会　逆に会員以外の人たちに引用してもらうという

ようなことが重要だと思います。

○川口　そう。しかし会員であるための特典は考えな

きゃいけないのですが、どんどん外の学会などと交流

を持っていくということも、情報化が進むなかでの学

会のあり方で、2011年にテレビが変われば大きな意識

の変革が求められると思います。

○司会　今後、学会雑誌がどのようになっていくかとい

う話でしたが、では研究の動向、すなわち、研究が今

後どのように進んでいくかということについてはどの

ようにお考えでしょうか。

○山口　昨年度からのホームページのリニューアルな

ど、ハードの部分ではどんどん変化して便利になって

いく、これはすばらしいことですが、一方ではやは
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り、何を発信していくのかというところがやっぱり大

事になってくる。だから、今までどおり、この学会の

掲載論文が教員採用や資格審査でとても価値があると

評価されて行くことは大切ですが、そういうニーズ以

外のところで、先ほどから出ているような実践報告の

積み重ねに使えるような情報提供はできないかと思い

ます。現状では、本学会に限らず、実践の報告がまだ

完成されないレベルのものも多いのでそのままメタ分

析に生かすことはできないと思うのですが、たくさん

の報告がその媒体を通じて見られるようになったとき

に、それぞれの人がメタ分析に近い形で活用できるよう

な情報が、１つのキーワードを介してたくさん出てくる

というように、それぞれの学会がもつ論文の中だけでで

も活用できるようになっていけば、それをベースにし

てまたレベルの高い実践ができるように思います。

　今回、創刊号からのすべてが、ホームページを介し

て見られるようになったというのはすばらしいことで

すね。私も本学会の雑誌のほとんどを冊子として持っ

ていますが、パソコンの前に座りながら見られるよう

になったというのはやっぱりすごい進歩だと思うし、

川口先生たちが、目標を明確にして「この３年間の中

でやるぞ」と決めてやってくれたからできたことだろ

うと思います。お金もかかりますけれども、お金をど

う使うかというところをやっぱり意図的に掲げること

が大切ですね。

　科学学会が英文誌と２つ出していますよね。本学会

もそこを目指すかと言われると、国際化という課題が

従来から指摘されているように、それだけの力量が会

員の中にあるかという問題があります。では、何を目

指すのか・・同じことを繰り返して話していますが。

○司会　例えばこの学会が設立された当時、看護系の大

きな学会といえば、日本看護研究学会とそれから数年

遅れて設立された日本看護科学学会しかありませんで

したが、看護の領域がだんだんと分化した今日では、

専門分化した看護系の学会が数多く設立されていま

す。それは臨床に直結したところがあって、例えば臨

床領域の人たちはやはり自分が所属している分野の看

護系学会に入った方がメリットがあると思っているの

ではないでしょうか。それに対して日本看護研究学会

や日本看護科学学会はちょっと敷居が高いというよう

な感じがあると思います。そういうような状況で、こ

の学会がどのような方向性をもって進んでいくのかと

いうことや日本看護科学研究学会とどう違いを出して

いくかというようなことについてお話いただけたらと

思います。

○山口　臨床の人たちが学会に参加する理由というの

は、発表するよりも勉強したいという意識も強いよう

に思います。特に、学会の目的や活動範囲が特定の看

護問題や領域に限定されているような学会では、臨床

の方が、これを学ぶといった目的を持って参加する傾

向が強いのではないかと思います。本学会は総合的な

学会なのでそうとも言えないかもしれませんが、そう

いう意味からいって、本当に「あ、これは面白いな」

とピックアップできて、参加したい、学びたい、自分

たちの研究を更にレベルアップさせるために役立ちそ

うと感じて、参加してもらう事が必要だと思います。

第１部の座談会で松岡先生たちのお話の中で、「発表

しっ放しなのではないか」というご指摘があったこと

を聞いたのですが、それは、本学会に限らず、演題数

が増えてきている学会はそういう傾向は否めないです

ね。示説では座長のいない発表もあります。細かい運

営は、学術集会に一任されているので理事会などから

の方針を出してはいないのですが、座長をおくこと

で、その群や演題のポイントや課題のようなことをお

互いに確認しあうことをしていけば「発表しっ放し」

ではなくなるのかもしれないと。

　■学会発表の記録と学会雑誌との関係
○司会　松岡先生の発言で出たのは、ポスターセッショ

ンのことです。ポスター発表で座長はいますが、学会

発表が本当にそこにいるフロアの人だけで終ってしま

い、あとは何も形に残っていないということです。例

えば、座長が担当したセッションをまとめて学会雑誌

に掲載させるということが必要ではないかということ

です。本学会雑誌も以前は発表要旨、質疑応答が掲載

されていましたが、現在はありません。例えばセッ

ションの座長が、講演も含めて簡単にどういう内容の

発表があり、感想や意見が述べられていると学術集会

の記録として残るのでよいと思います。ある学会雑誌

の編集委員を担当していますが、一号は学術集会の内
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容を特集した企画を行っています。編集を担当してい

る出版社の方が言うには学術集会の内容を特集した学

会雑誌の方が売れるらしいです。そのような話を聞く

と、やはり、学術集会でどういう研究が発表されてい

るのかというのは、特に臨床の人には興味があるのか

なと思います。ですから、日本看護研究学会も学術集

会終了後に発表内容をどのように記録保存していくか

ということは、今後の学会雑誌の中での一つのテーマ

なのかなというような感じがします。どうでしょう、

川口先生。

○川口　英文誌のことから言うと、まだその段階ではな

いというのは悔しいけど、日本語を書けてもいないの

に英語どころの話じゃないというのがまず１つありま

す。それから内容をまず議論しなければいけなくて、

母国語である日本語で内容のすばらしいものも出せな

いのに外国誌に載せてどうなるんだ！というのもあり

ます。正直言って、医学の現状を見ていても、国際学

会で発表して評価されているのはほんの一部の人たち

のように思います。あとは英文を書かなきゃいけない

という、半ば脅迫的に言われている人たちは、とにか

く英語で出すのです。けど、その人たちの書いた日

本語を見ると読めないぐらいのものだったりするので

す。だから、英語で書くことがイコール国際化とは僕

はまったく思っていなくて、日本語の良い論文が出た

ら、極端な言い方をすれば、翻訳会社に頼んで翻訳し

てもらって海外に発表すればよいのではないか・・・

と思うのです。

　学会が、その窓口になってもいいぐらいだと私は

思っています。つまり、研究学会においても毎年のよ

うに300題もの研究が発表されています。その中から、

チョイスされたものが正式な論文になったときに、国

際的な学会にも出せる支援をするという仕組みが（判

断できる目も必要だが）必要だと思います。英文誌＝

国際化ということから言うと、そういう流れを、学会

がきちんと作るべきだと思います。

○司会　医学系の論文でも外国雑誌に投稿する人は、英

文校閲に出しています。

○川口　だから、向こうはちゃんとした校正者がいて英

文誌の編集をしていると思うんです。日本人が出して

きたら半分以上直されちゃいますから。だけど、それ

でもしようがないと言えばしようがないんです。誰か

が背中を押すか、英文を書く専門家に見てもらって手

助けしてもらうなどの支援を受ければ大丈夫じゃない

ですか。だって母国語でない英文をそのまま書けない

ですよ。

　　もう１つこれから大事だと思うのは、毎回毎回学術

集会ごとに分類が違うじゃないですか。やっぱり大き

な大分類と中分類が、学会はこういうジャンル分けで

やっていくんだという何かがあって、それが教育にも

つながることだと思うんです。小分類を変えてもよい

のですけど、大分類まで変えてやるというのはばかげ

ていると思うんです。

○司会　統計を取ろうと思っても難しいです。

○川口　そうそう。だから、もうめちゃくちゃなんです。

○山口　このあたりは、本学会の特徴で、いいところで

もあり悪いところでもあると思うのですが、「自由度

の高さ」ということの影響なんだと思います。学術集

会も、これまではその会長にすべてを任せてきたので

すが、最近、学術集会を担当しようと準備している会

長さんのところから、「こんなに大きな学会なのに、

学術集会に対しての決まり事がないのか」というク

レームが度々寄せられているということがあります。

○川口　丸投げなんですね。

○山口　そう、だからその分自由度が高く、どんなふ

うにやってもらっても構いませんということなのです

が、反面、うまくいかなかった場合も学術集会の責任

で処理してくださいということになっていて、こうい

うスタンスを取ってきた・・今もそうですが、このこ

とについて最近論議になったんですよね。今後のこと

で言えば、法人化することが決まっていますが、そう

すると学術集会の収支も含めて学会の収支としてみる

ようになる訳なので、学術集会に対するある程度の会

計上の関与が必要になってくると思います。例えば学

会員以外の方に講演をお願いしたときの謝礼の基準を

決めたり、内容的なところで、先ほど話しにでた演題

の分類の仕方などの方針を学術集会に対して提示する

必要が出てくるのではないかと思います。特に、分類

のことは遅過ぎる感がありますが、論文の体系化にな

かなかつながっていかない理由もそのあたりにあるの

かもしれないと思いますね。
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○川口　私は建築学会しか知らないのですけど、建築学

会は３分冊あって、構造と計画と環境があります。構

造は物理学ですので、何が書いてあるのかはさっぱり

わからない。それと同じように看護も専門分野別にな

ると何もわからないじゃないですか。これから専門分

化していくと、看護もわからなくなると思うんです。

建築では「構造」はサイエンスなんです。「計画」は

アートなんですよ。計画系の論文内容は心理とか社

会とか実態調査から始まって哲学もあるわけですよ。

「環境」を考えた場合、人間が生活する環境周りを物

理量としてとらえ、いわゆる工学、環境工学としての、

中分類があるわけです。中分類も１、２、３とか、細

かく訳のわからない言葉を設定しないというのが学会

の目指している役割だと思います。他の看護系の学会

で言うと、看護技術学会みたいなところは毎回変わっ

て、もう会長の色があるのは、アーティストの学会だ

からだと私は思っているから、あれはあれでもいいん

だ・・・と思うのです。研究学会はやっぱり大きな学

会で学術を体系化の方向で検討するとしたら、やはり

赤、黄、緑みたいな学術学会としての窓口を準備しな

いと、学問的な収束がいくら経っても見えてこないん

じゃないかと思います。

○山口　同様のことが、昨年あたりから活動している看

保連の話し合いの中でも出てきて、診療報酬のなかに

何を技術として出していくのかを考えるときに、本学

会の掲載論文が、何かに集約して体系化がされてきて

いないといったことが指摘されているようですが、先

ほどの分類や分野の定義付けのようなことを学会の中

で明確にする必要があったかなと感じます。

○司会　今回の学会雑誌発刊30周年記念誌を作成するに

あたり、今までに掲載された論文を１巻から分類分け

をしたときに、やはりどのように分類分けするかとい

うところから考えましたた。その時に、日本看護系学

会協議会に加入している学会のリストから選んで分類

を作成したという経緯があります。研究領域の分類分

けがなされていれば、論文の分類分けももう少しス

ムースにいったのかもしれません。

○川口　発表しただけで終わるというよりは、そうい

う営みにつながっていけば発表しただけでは終わらな

い。だからやっぱりどんな学問でもリファレンスと

いうか、今まではどうだったのかなというのを定期的

に分析していくことで分類が出来上がれば無駄じゃな

かったと思います。

○山口　10年ほど前、20巻まで発刊されたところで、学

会雑誌発刊20巻記念特集号としてタイトルとキーワー

ド集をはじめて作り、その後年度末に巻末をつけるよ

うになったのですが、あのようなことからでも中身の

分析につなげられるとよかったと思います。川口先生

たちが2000年に掲載論文の傾向を看護科学学会と比較

してくれたときに、多少その内容分析をしてくれたの

ですが、そこを学会の仕事として継続してやっていか

ないといけないというのは感じます。

○司会　今回、学会誌発行30周年という記念号を作成す

るにあたり、１巻から29巻の内容分析まではできませ

んでしたが、論文の抄録を分析して、先ほどの研究領

域の分類に分けてみました。それを記念誌の巻末に掲

載しようと思っています。

○山口　そういうものをベースにして、これからは投稿

するとき既にそこから入ってきてもらうという方法が

とれるといいですね。

○司会　他の学会誌や雑誌から引用するだけではなく、

自分たちが所属する学会の学会誌に掲載された論文を

引用して、自分たちの研究が今までの研究からどのよ

うに進んできたかという流れを書いていただきたいと

思います。

○山口　分冊というのはすごくいいですね。建築学の

中でも計画のところがアートだという話は、興味があ

りますね。最近のテレビコマーシャルで、熟年世代が

離婚しないためにリビング内に何メーターの距離が必

要・・という提言を具体化しているものがあったの

ですが、それなどは人間の意識から発していることだ

と思うんですね。建築学会の中にそれだけのパーツが

あって、分野があって、それぞれの発想や思考過程が

全然違っているというのはすごく興味深い。看護って

本当にそういう類のことがあるじゃないですか。分野

の違いをちゃんと分冊にして、これはこの分野の研究

集なんだよというふうなことを、大きな学会の中でで

きるといいですね。

○川口　建築学会の場合には2,000題とか3,000題のオー
ダーですから、抄録集を出すのはやめちゃったんで
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す。３つ頼んだら片腕で抱えられないくらいの厚さ

なんですよ。で、聞くところは決まっているので、そ

れを引き破いて、持てるぐらいにして学会に行くんで

す。さすがにそれでは・・・というので建築学会では

冊子体はやめちゃったんですよ。で、CD-ROMです。
CDが３つ届くので、その中で３つのCD-ROMに分
かれているから、必要な部分を印刷などして持ってい

けばよいのですよ。

○山口　会員であることの特典として雑誌が配布され

るということにこだわらなければ、それでいいですよ

ね。以前、プログラム集などのCD-ROM化の話が出
たときに、会員以外の人にもコピーできることが問題

になって実現しなかったのですが、もうそんな時代で

はないということですね。

○川口　そうなんですよ。だから発表したりということ

にやっぱり会員としてのメリットというか、発表でき

るという喜びを。

○司会　学術集会に単に参加することではなく、とにか

く発表するということですね。

○川口　外で見ている人はどうぞ見てくださいと。

○山口　発表の場があるというところが会員の特典なん

だという認識を持つことですね。

○川口　自分の言葉から、電子化されて多くの人に伝わ

るんだというために窓口を開いているわけですから。

消極的に勉強するだけだったら、そんなことを言った

ら会員数が減ってしまうかもしれないけど、やっぱり

誰でも見れるようにしたらよいのではないでしょうか。

○司会　私自身のことを振り返ってみると、最初は自分

で発表するというのは何か恥ずかしくて嫌だなという

感じがありましたが、最近のように忙しくなってくる

と、自分が発表しないのならば、学術集会に行っても

しようがないみたいな感じになってきます。やはり自

分たちが発表するということが大切ですね。

○川口　そういうところで発表して衆目にさらされれば

良いのであって、発表するということが、もし教員と

か大学の職員として大事だったら会員になるしかない

わけです。臨床家も含めてそうですが、臨床家の教育

ポストをもっと早く得なきゃいけないと思います。そ

れぞれの教育施設の努力だとは思うのですが、一生懸

命主任クラスの人たちが教育・研究しているわけです

から、その方たちが報われるような体制を作らなけれ

ば、臨床で働きながら研究発表していくことの意味が

見えてこないように思えます。臨床で実践を行いなが

ら、教育歴と研究歴をつけた人こそが将来、学術界の

みならず教育界においても、リーダーシップをとって

いくと思うんですよね。

　■看護基礎教育のレベルアップと学会の役割
○司会　それが最近、よく聞かれるようになった臨床教

授というものですか。

○川口　某医科大学などでは、すごいアバウトな基準な

んですけど、こんなのでいいのかと思うのですが、看

護の臨床教授の人事規定があるんです。ここだけでな

くて、ほかの大学も。多分、教育ポストにある人のみ

では、教育でききれないんだと思う、臨床の。今まで

は看護学校の流れで、看護学校の先生たちが学生を置

いていったらあとはお任せみたいなところがあるじゃ

ないですか。もしそうだとするならば、任せられる人

が教育の資格があって、そしてちゃんとしたポストが

与えられるべきなのではないでしょうか。はじめはア

バウトな基準だけど、将来はもっと細かくできていく

んだろうなとは思いますけどね。

○山口　最近、専門看護師課程が増えてきて、臨床力を

もった修士修了生が現場に帰ってきたときに、大学と

離れないで研究をずっと続けていく。そういうところ

で大学の役割、大学だけでなく学会はそういう人たち

をどんどん吸い上げて、その臨床力みたいなところを

大切にしたいと思います。

　実は、今年度は選挙のあとなので、４月から新体制

になり、新理事長・副理事長のレベルで方針を話し合

う機会もあったわけですが、国際化という継続の課題

と共にもう１つ出されたことは、昨今特に基礎教育の

レベルで盛んにいわれている、国内の看護実践能力を

どう上げるかということです。学会がどういう役割を

すれば国内の臨床力そのものを上げていくことに関与

できるのかということが話題になりました。もっと足

元を見て、自分たちが看護をやれているかやれていな

いかというところに学会が直結するべきだといった話

ですが、これから法人化をしていくときに、学会が一

体何を目指すのかというところです。会員のニーズも
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確認する必要はありますが、発信する側の問題でもあ

ります。

　■法人化について
○司会　今話題の中で法人化ということが出てきました

けれども、日本看護科学学会は去年12月15日に、有限

責任中間法人日本看護科学学会の定款が承認されまし

たということで、法人化されました。これからは、学

会の将来的なことについて、すなわち、法人化という

ことと国際化というテーマで最後まとめていきたいと

思います。まずは、法人化ということについて、研究

学会としてはどのように考えていらっしゃるのかとい

うことを理事長から伺いたいと思います。

○山口　法人化に関しては、歴史的なところで言えば

10年ほど前に本学会は文部科学省を監督省庁とする公

益法人を目指そうという検討をしましたが、その時点

でいくつかの条件をクリアしなければならないことが

わかり、例えば、2,000万円の固定資産を有すること、
それから独自の事務局があり常勤の事務局員が雇用さ

れていることなど、他にもいくつかあり、まずはそれ

らを整備することが優先であろうということで、そ

の時点での法人化を断念しています。しかし、完全に

断念したということではなく、将来構想の中で継続し

て検討を続けてきたという経緯があります。約５年ほ

ど前に科学学会の法人化の動きによって本学会の姿勢

を問われる機会があり、それに連動する形で前々期の

川村佐和子理事長や早川和生理事が具体的な検討を始

め、前期に引き継がれてきたわけです。科学学会とは

数回にわたって話し合いを持ちましたが、ちょうどそ

のあたりで公益法人制度の改革に関する法律が変わる

ことがわかり、本学会はその法律に向けて準備してい

く方針をとることにして、今は、昨年度制定された法

律の施行に向けて準備をはじめたところです。

　そういったような経緯はともかく、私たちは法人化

するんだというところの意思は従来からの理事会の中

にあったわけですが、一時的に科学学会との統合など

の話も出た中で、別で行くのか、一緒になってもいい

のかと問われたときの回答として、どういう形の法人

になるのかということについて即答できなかったとい

うことがあると思います。

　昨年度から公認会計士さんとも話を進めているので

すが、会計の形は学会の事業のやり方で決まるわけで

すから、それを学会として早く起案・意思決定してい

かなければならないということだと思います。つま

り、非営利ではあるけれどもどういった事業を行い、

どのように社会に還元していくのかによって、公益性

が問われ、公益認定が受けられるかどうかが決まるわ

けです。これは法人化そのものとは別のことなのです

が。先ほどからずっとお話をしてきた研究や学会雑誌

の動向、それから学会が目指すことというのが即この

法人の形になってくる。なので、そのあたりの討論を

しっかりとやって、その上で法人の形も決めていかな

ければいけないと思います。

○司会　本当に早急に、この１年ぐらいでどうするか

はっきりさせなくてはいけないということですね。

○山口　川口先生が先ほどから言われているような学

会雑誌の目指す方向の根底にあるところに今のヒント

がものすごくたくさん入っていたので、そういうよう

なことを事業展開する形に具体化して、字に落として

いって、こういうこともある、こういうこともある、

どこを一体目指すんだというところを理事会・評議員

会へ具体的に提案する形で、進めていきたいと思いま

す。

○川口　……事業をしないと法人になる意味がないの

で、冊子体は今みたいな媒体ではなくて、無くなると

いうよりは別の形に冊子体は残していいのかもしれな

い部分はあって、それは無料で配るのではなくて、出

版事業として５年分の論文の中で優れたものを本み

たいにして売ってしまうのもよいですよね。で、「日

本看護研究学会出版会」みたいなものを作って社会

にPRしていく。あるいは専門知識がある集団なので、
何かそれに類する出来事が起こったら果敢に出ていっ

て専門家としての役割を果たすとか、やはり事業が具

体的にみえないと公益、非営利公益というのは見えに

くいですよね。お宅はどのような社会貢献をしている

のですかと言われちゃう。

○司会　最近、新聞を見ると学会主催の公開講座や市民

講座の広告がよく掲載されています。

○川口　科学学会でも必死になって社会貢献について検

討しています。私の勝手な思い込みですが、何か科学
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学会はそんなことではなくて、もっとアカデミズムを

追求すればいいんじゃないのかな・・・。と、思った

りもします。

○山口　公益性をアピールするということはなかなか難

しいですね。

○川口　事業を明確にするということがすごく大事なん

でしょうね。学会は、学会としての公益性というのを

発揮するためには、やはりその学会が何を社会にして

くれるのかと。それが総会前日に行なうシンポジウム

でお茶を濁していていいのかは疑問です。市民講座な

どを行なっても、もうあれも本当にどれだけ市民のた

めになっているのか全然分からないと私は思うのです

が・・・。

○山口　市民に貢献するということはその専門性を高め

るということだというふうに解釈してもいいと思うん

ですよね。だから専門性を高めたり看護の質を良くす

ることは、結果的にそれは会員の媒体を通してなんだ

けど、実際は市民に還元されている・・そこのところ

が抜きにされて、市民に還元されていないように思わ

れているのではないかと。

○川口　米国のデータベースなんか見ていると、

MEDLINEも市民向けのMEDLINEがあるじゃない
ですか。何か専門家が見るものと普通の人が理解でき

るものとは分けた方が良いと思います。もし事業とし

てホームページを情報媒体とするなら、市民向けのも

のがある必要があると思うんです。

○山口　書かれた論文がどのぐらいの一般性をもってい

るのかとか、どれぐらい蓄積された結果としての論文

なのかというところは市民から見えにくいでしょう。

で、今ってインターネットでキーワードを入れればい

ろんなものが出てきて、その信憑性なく情報提供され

ていると思うのですが、その弊害が学生にも出てい

て、学生が判断力のないところでいろんな情報を引い

てくるわけです。それは市民の方でも一緒で、これだ

けセカンドオピニオンだとか、いろんな情報が大事だ

よといわれると、情報を持って自分たちが主体的に医

療に参加しなければならないと思うわけですが、取り

込んでいい情報なのかどうかは、本当に見えにくいで

すよね。そういうことがわかりやすく発信できるよう

にすることが本当の社会貢献なのかなという気はしま

すけどね。

　■国際化について
○司会　もう１つのテーマとして、国際性ということに

関してはどのようにお考えですか。

○山口　そうですね。国際化ということについて中心に

なってそのことをやっていただける人を１名は指名理

事としてお願いしました。また、副理事長である田島

桂子先生が非常に国際性豊かな経験をお持ちで、現在

も活動をしていらっしゃるので、いろんな情報を持っ

た人たちに集まってもらって、どのような交流、もし

くは学会参加などの形があるのかを検討してもらいた

いと思っています。学会が行っていることを海外のあ

る場所へ発信することや、もう１つは文化比較研究の

ような活動を共同でできるような支援をしていくと

か・・。それで、お金がかかるとは思うのですが、効

率よくやれたらいいと思っています。例えば、本学会

の学術集会に外国の人に参加してもらおうと思うと、

それが英語圏の方が１人でも、アジアの方が一人で

も、やっぱりすべてのサービスをしないと失礼だし、

参加できないと思うのですが、それではいかにも効率

が悪い。それよりは海外の方と共同研究をしようとし

たときに学会がサポートできるようなシステムはない

かとか、もう少し、研究を行う側の立場からの交流も

あるのではと、話し合いをはじめたところです。

○司会　例えばアジアの各国の看護系学会とうまく連携

して合同の国際学会を開催するとかはいかがでしょう

か。

○山口　先日、科学学会からの世界看護科学学会の提

案がありました。予算に関わることであり、２週間く

らいの期間での回答を求められたこともあって、今年

度は辞退というお返事を差し上げたのですが、いろん

なやり方があると思うので、本学会としてどんな形か

ら進めていくのかを検討し、この３年間の課題はとに

かく一歩を踏み出すことがまず必要なのではないかと

思っています。

○司会　そろそろ時間になってしまいましたが、最後に

まとめとして、まず川口先生から将来に向かって本学

会がどうしていくかということについて簡単にお話し

ていただけたらと思います。例えば、これから３年間
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編集委員長を担当されるわけですが、この３年間で何

か計画されていることがあればお話しください。

○川口　言い残したものはないのですが、あと３年で確

実に日本看護研究学会の役割が、会員にも、それから

国民にも見てわかるような学会のあり方を模索し、編

集委員長として、これまでの研究成果が社会に還元でき

るような仕掛けを見える形でアピールしていく事が大事

だと思っています。

　それから、他の学会を見ていて思ったのですが、学

会で国際プロジェクト研究のための資金を取ってくる

とか、大型の研究費を取って、学会の力を結集して成

果を挙げていくことも大事だと思います。それが国際

推進になったらいいなと思います。

○司会　最後に山口理事長，いかがですか。

○山口　今日はこれからのことを話し合う中でいろんな

ヒントが出てきてよかったなと思います。特に、会員

の特典が今までのように、学会雑誌をもらうとか、研

究成果をいただくことではなく、発信する側になれる

ことが最大のメリットなんだということをもう一度確

認することで、何か細かいいろんなことを捨てること

ができるという感じがしてきました。だとすれば本当

にそういう発表の場をしっかりとこちらが意図を作っ

て整備していくことが大事になります。その１つがさ

きほどの分類の話でもあり、分冊のことでもあるので

すが、別の２冊目を出すのだとすればどういう類のも

のを出さなければいけないのかだとか、そういったよ

うなことがそのまま日本看護研究学会がこの後目指し

ていく方向性みたいなところに直結してくるだろうと

思います。30年間のことを振り返った結果として、そ

ういうものが今までできていないことだからこれから

やっていかなければいけないということもあるし、更

に発展していくための自分たちの独自の色合いみた

いなところをもう一度しっかり話し合って、納得でき

るところでやっていきたいですね。これを機に次のス

テップへ向かうための３年間、またやっていかなけれ

ばいけないなという気がしましたね。

○司会　本日はお忙しいところ、どうもありがとうござ

いました。
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2　投稿論文の分析



年度別投稿論文受付数と学会誌掲載経過について　
（昭和53（1978）年～平成20（2008）年）

2008年９月１日現在

年　度 投稿
総数 採用数 発 行 巻 号   掲載

論文数 備  　　 　考

1978 昭和53 １巻 １号・２号 7
1979 54 ２巻 １号・２号 8
1980 55 ３巻 １号～３号 14
1981 56 ４巻 １号～３号 12
1982 57 ５巻 １号～３号 10
1983 58 ６巻 １号～３号 12
1984 59 ７巻 １号～４号 18 （１・２合併号）
1985 60 ８巻 １号～４号 10 （１・２，３・４合併号）
1986 61 ９巻 １号～４号 15 （１・２合併号）
1987 62 10巻 １号～４号 13
1988 63 11巻 １号～４号 12
1989 平成元 12巻 １号～４号 13 （１・２合併号）
1990 ２ 13巻 １号～４号 11
1991 ３ 35 17 14巻 １号～４号 17
1992 ４ 13 11 15巻 １号～４号 13
1993 ５ 17 ８ 16巻 １号～４号 9
1994 ６ 17 12 17巻 １号～４号 12
1995 ７ 24 15 18巻 １号～４号 10
1996 ８ 15 ８ 19巻 １号～４号 15
1997 ９ 24 11 20巻 １号～５号 8 臨時号 → ３号とし，１号～５号
1998 10 28 14 21巻 １号～５号 7 原著７
1999 11 45 26 22巻 １号～５号 15 原著13・総説２
2000 12 47 16 23巻 １号～５号 22 原著18・研究報告３・資料１
2001 13 57 36 24巻 １号～５号 19 原著13・研究報告５・技術実践報告１
2002 14 70 38 25巻 １号～５号 30 原著21・研究報告６・技術実践報告１・総説１・資料１
2003 15 70 33 26巻 １号～５号 37 原著10・研究報告23・技術実践報告１・資料３ 年度

４月20日　１号発行

2004 16 52 32 27巻 １号～５号 40 原著13・研究報告20・技術実践報告２・総説１・資料４ Ａ４判
2005 17 78 40 28巻 １号～５号 35 原著14・研究報告18・資料３
2006 18 71 36 29巻 １号～５号 40 原著13・研究報告19・技術実践報告２・資料６ 表紙改訂
2007 19 79 30 30巻 １号～５号 39 原著17・研究報告18・技術実践報告３・総説１
2008 20 36 31巻 １号～５号 28 原著10・研究報告17・技術実践報告１ ９月１日

31巻４号

合　計 778 383 551
＊但し、年度投稿分の内、学会誌掲載は査読の経過により次年度、次々年度の場合もあり、結果的に採用掲載された数である。

詳細について
報告書類なし

20巻特別号
（原著目録）
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■はじめに

　日本看護研究学会雑誌が発刊されて2007年（平成19年）で30周年を迎えた。本記念誌は、これまでに発刊された学会

誌、編集委員会および学術集会の足跡を振り返えることによって、本学会の学術的な蓄積を明らかにすることを目的と

して企画された。ここでは過去29年間に投稿された論文を分析することで、本学会の特徴や30年間の研究内容の推移に

ついて記述する。

■方　法

１．分析対象論文

　学会誌１巻１号（1978年；昭和53年）から29巻５号（2006年；平成18年）に掲載された原著論文364編を分析対象と

した。

２．分析方法

　論文のタイトルおよび要旨から研究領域および研究デザインを判断した。

３．研究領域

　投稿された論文を分類するために研究領域を15に分け、この研究領域にあてはまらないものは「その他」に分類した。

15領域は下記のとおりである。

　①　看護理論　　　　⑦　母性・周産期看護　　　　　　　　　　　⑬　高齢者看護

　②　看護管理　　　　⑧　家族看護　　　　　　　　　　　　　　　⑭　地域看護・在宅看護

　③　看護技術　　　　⑨　小児看護　　　　　　　　　　　　　　　⑮　感染看護

　④　看護教育　　　　⑩　急性期看護・クリティカルケア　　　　　⑯　その他　

　⑤　看護倫理　　　　⑪　慢性期看護・リハビリテーション看護　　

　⑥　精神保健看護　　⑫　緩和ケア・ホスピスケア・がん看護

４．研究デザイン

　研究デザインは、「質、量、実験・準実験、混合、その他」の５つに分類し、研究デザインを区分できないものを「不

明」とした。実験・準実験研究は量研究に含まず、別に分類した１）。また混合は、質研究と量研究の２つのデザインを

含むものとした。

■結　果

１．領域別論文数（表１）

　分析した364論文で最も多い研究領域は「看護技術」の71編で、以下、「看護教育」（57編）、「慢性期看護・リハビリテー

ション看護」（32編）、「地域看護・在宅看護」（31編）、「精神保健看護」（24編）であり、この５領域で全体の59.1％を
占めた。

実験研究および準実験研究の定義
＊実 験 研 究： 現象にかかわる多くの要因の中から、いくつかの要因だけを選び出して、それ以外の要因は同じ状態に

保つようにコントロールした状態で、選び出した要因間の関係性を検証していく研究
＊準実験研究：実験操作を行うが、実験に伴う統制群の設定や無作為化などは強く規定しないで行う研究
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２．５年ごとの領域別論文数の推移（表２、図１）

　１）第１期：1978年～1982年

　掲載論文数は52編であった。領域別では、「看護技術」と「看護教育」がそれぞれ８編で、続いて、「小児看護」

および「感染看護」がそれぞれ５編であった。この４つの領域の掲載論文数は26編で、この５年間の掲載論文数の

半分を占めていた。

　２）第２期：1983年～1987年

　掲載論文数は70編に増加した。領域別では、「看護技術」が18編で、続いて、「感染看護」が９編、「地域看護・

在宅看護」が７編であった。この３つの領域の掲載論文数は34編で、この５年間の掲載論文数の約半分を占めた。

　３）第３期：1988年～1992年

　掲載論文数は66編であった。領域別では、「看護技術」が22編で、続いて、「看護教育」が９編、「看護管理」が

６編であった。この５年間では、「看護技術」に関する論文が1/3を占めた。
　４）第４期：1993年～1997年

　掲載論文数は54編で、1988年～1992年の５年間と比較して12編も減少した。領域別では、「看護教育」が17編と

表１　領域別論文数

看護理論 8 小児看護 13
看護管理 22 急性期看護・クリティカルケア 7
看護技術 71 慢性期看護・リハビリテーション看護 32
看護教育 57 緩和ケア・ホスピスケア・がん看護 15
看護倫理 3 高齢者看護 16
精神保健看護 24 地域看護・在宅看護 31
母性・周産期看護 15 感染看護 22
家族看護 6 その他 22

表２　領域別論文数−５年ごとの推移

　 1978
-1982

1983
-1987

1988
-1992

1993
-1997

1998
-2002

2003
-2006 合計

看護理論 4 4 0 0 0 0 8
看護管理 0 2 6 3 7 4 22
看護技術 8 18 22 8 8 7 71
看護教育 8 4 9 17 12 7 57
看護倫理 0 0 1 0 0 2 3
精神保健看護 2 0 2 4 8 8 24
母性・周産期看護 4 5 3 1 2 0 15
家族看護 0 2 0 0 3 1 6
小児看護 5 3 1 1 2 1 13
急性期看護・クリティカルケア 2 2 2 0 1 0 7
慢性期看護・リハビリテーション看護 3 4 5 3 11 6 32
緩和ケア・ホスピスケア・がん看護 4 0 5 2 0 4 15
高齢者看護 3 4 2 1 4 2 16
地域看護・在宅看護 2 7 5 8 6 3 31
感染看護 5 9 0 2 4 2 22
その他 2 6 3 4 4 3 22
合計 52 70 66 54 72 50 364
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増加し、「看護技術」および「地域看護・在宅看護」がそれぞれ８編であった。この５年間では、「看護教育」に関

する論文が約1/3を占めた。また、この３領域の掲載論文数は33編で、この５年間の掲載論文数の61.1％を占めた。
　５）第５期：1998年～2002年

　掲載論文数は72編で、1993年～1997年の５年間と比較して18編も増加した。領域別では、「看護教育」が12編、「慢

性期看護・リハビリテーション看護」が11編、「看護技術」および「精神保健看護」がそれぞれ８編であった。こ

の５年間でも引き続き「看護教育」に関する論文が最も多かった。また、この４領域の掲載論文数は39編で、この

５年間の掲載論文数の54.2％を占めた。
　６）第６期：2003年～2006年（４年間）	

　この期間は４年間であるため1978年～2002年までの５年間のデータとは直接比較することはできないが、特徴を

記述する。掲載論文数は50編であった。研究領域別に比較してみると、これまでの結果とは異なり、領域間に掲載

数の差があまりはっきりみられなかった。最も多かった領域は、「精神保健看護」の８編、続いて、「看護技術」と

「看護教育」の７編、「慢性期看護・リハビリテーション看護」が６編であった。この５年間でも引き続き「看護教

育」に関する論文が最も多かった。また、この４領域の掲載論文数は28編で、この５年間の掲載論文数の56.0％を
占めた。

３．研究デザイン別論分数（表３）

　分析した364編のうち、量的研究が192編（52.7％）、実験・準実験が
118編（32.4％）あり、この両者を合わせると310編で、全体の約85％を
占めている。質的研究は39編で、全体の10.7％であった。
４．５年ごとの研究デザイン別論文数の推移（表４、図２）

　量的研究が、第１期（1978年～1982年）から第５期（1998年～2002年）

まで増加傾向がみられた。
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図１　領域別論文数−５年ごとの推移

表３　研究デザイン別論分数

質 39
量 192
実験・準実験 118
混合 9
その他 3
不明 3
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■考　察

１．領域別論文数（表１）

　分析した364論文で最も多い研究領域は「看護技術」の71編で、次いで、「看護教育」の57編であった。「看護技術」

の論文数は全体の19.5％、「看護教育」は15.7％であった。看護技術に関する論文数が多いのは、看護の最も基本的な看
護技術を研究対象とする教育者や研究者が多いことや、また、看護技術の評価を数値として示しやすいことが関係して

いるのではないかと思われる。

　次に多かった研究領域は「看護教育」であったが、このことは本学会員の多くは教育者であるために、看護学生や教

員を対象にした研究が多くなったのではないかと思われる。また、本学会の母体が四大学（弘前大学、千葉大学、徳島

大学、熊本大学）の教育学部特別教科（看護）教員養成課程の先生方が主体になっていることも影響していると思われる。

２．５年毎の論文数の推移（表２、図１）

　第６期（2002年～2006年；４年間）は50編であるが、だいたい各５年間で、50編～70編の投稿がみられた。第４期

表４　研究デザイン別論文数−５年ごとの推移

　 1978
-1982

1983
-1987

1988
-1992

1993
-1997

1998
-2002

2003
-2006 合計

質 11 9 0 1 7 11 39
量 20 28 38 37 45 24 192
実験・準実験 13 30 27 16 18 14 118
混合 5 1 0 0 2 1 9
その他 3 0 0 0 0 0 3
不明 　 2 1 0 0 0 3
合計 52 70 66 54 72 50 364
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図２　研究デザイン別論文数−５年ごとの推移
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（1993年～1997年）は第３期（1988年～1992年）よりも原著論文が12編も減少したことは、この時期に看護大学の急激

な増加による教員の移動などによる時間的な制約が関係していたのではないだろうか。

３．５年毎の領域別論文数の推移（表２、図１）

　１）研究領域数の変化

　研究領域は15領域とし、15領域に含まれないものを「その他」として、16領域に分けて原著論文を分類した。第

４期（1993年～1997年）は「その他」を含めて12領域あり、その他の期では13領域もあり、本学会誌へは多くの領

域からの投稿があり、看護学全般の学術雑誌といえるのではないだろうか。

　２）研究領域の変遷

　また、研究領域を詳しく分析すると、「看護技術」と「看護教育」が分析した全期間に渡って多くの論文掲載が

みられた。本学会誌には多くの領域からの投稿があることを前述したが、「看護技術」と「看護教育」に関する論

文が多いことは本学会員の多くが教員であることが関係しているのではないだろうか。

　そのほかに、第１期、第２期（1978年～1987年）では、「感染看護」や「地域看護・在宅看護」に関する論文が

多くみられたが、第５期、第６期（1998年～2006年）では、「慢性期看護・リハビリテーション看護」、「精神保健

看護」や「看護管理」など新たな研究領域からの投稿が増加している。

４．研究デザイン（表３、図２）

　本学会誌では質研究が少なく、量研究が多いことが特徴である。その中でも、「実験・準実験」を主体とした原著論

文が多いことが他の雑誌に比べて特徴である。研究において、人に関する種々のデータを数値化して示すことは、多く

の人が理解しやすい手法である。また、本学会員は看護職者と限定せず、学際領域の研究者や教育者、臨床実践者が多

数加わっていることも関係していると思われる。

■まとめ

　本学会誌の１巻１号（1978年；昭和53年）から29巻５号（2006年；平成18年）までに掲載された原著論文364編の内

容分析を行った。

　掲載された原著論文の研究領域は、「看護技術」と「看護教育」が多く、５年毎に分析してもすべての年代で上位を

占めていた。また、研究領域は多数に渡り、本学会誌は看護学全般の学術雑誌ではないだろうか。

文　献

１） 川口孝泰：看護研究ガイドマップ，医学書院（東京），2002．
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理事長および編集長・編集委員長

■歴代理事長

初　代　金　川　克　子　　1992年（平成４年）８月２日～1995年（平成７年）３月31日
第２代　伊　藤　暁　子　　1995年（平成７年）４月１日～1998年（平成10年）３月31日
第３代　草　刈　淳　子　　1998年（平成10年）４月１日～2001年（平成13年）３月31日
第４代　川　村　佐和子　　2001年（平成13年）４月１日～2004年（平成16年）３月31日
第５代　山　口　桂　子　　2004年（平成16年）４月１日～2007年（平成19年）３月31日
第６代　山　口　桂　子　　2007年（平成19年）４月１日～2010年（平成22年）３月31日

■歴代編集長

編集人・発行責任者：
　松　岡　淳　夫　　1978年（昭和53年）～1985年（昭和60年）12月31日
　　　　　　　　　　１巻１号～８巻臨時増刊号（1978年３月20日～1985年７月20日）※

　前　原　澄　子　　８巻１，２号（1985年10月20日）※

編集委員長：
草　刈　淳　子　　1986年（昭和61年）１月１日～1988年（昭和63年）12月31日
　　　　　　　　　８巻３，４号～12巻１号（1986年３月20日～1989年３月20日）※

内　海　　　滉　　1989年（昭和64年）１月１日～1991年（平成３年）12月31日
内　海　　　滉　　1992年（平成４年）１月１日～1995年（平成７年）３月31日
　　　　　　　　　12巻２号～17巻４号（1989年６月20日～1994年12月20日）※

玄　田　公　子　　1995年（平成７年）４月１日～1998年（平成10年）３月31日
　　　　　　　　　18巻１号～21巻１号（1995年３月20日～1998年３月20日）※

山　口　桂　子　　1998年（平成10年）４月１日～2001年（平成13年）３月31日
　　　　　　　　　21巻２号～24巻１号（1998年６月20日～2001年３月20日）※

内　布　敦　子　　2001年（平成13年）４月１日～2004年（平成16年）３月31日
　　　　　　　　　24巻２号～27巻１号（2001年６月20日～2004年４月20日）※

川　口　孝　泰　　2004年（平成16年）４月１日～2007年（平成19年）３月31日
川　口　孝　泰　　2007年（平成19年）４月１日～2010年（平成22年）３月31日
　　　　　　　　　　27巻２号～（2004年６月20日～）※

［註］ ※は奥付に記載されていた編集人・発行責任者または編集委員長が担当した学会誌の巻号および発行年
月日を示す。任期と異なる場合もある。
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　学会雑誌が輝かしい創刊30周年を迎えた事は、学会の

輝かしい歴史と、その成熟の象徴であり、大変に誇らし

いこととお慶び申し上げます。私は、学会の創生に関わ

り、学会と共に生きてきた者として、自分の歳を感じる

と共に、打ち込んだ若かった時代の各節目が思い起こさ

れて感慨無量です。

　創刊号（1978年；昭和53年）から８巻臨時増刊号

（1985年；昭和60年）迄の編集責任者としての思いを書

けとのご依頼ですが、私には、学会草創から定着に至る

世話人（現理事）会の熱っぽい活動が印象深く思い出さ

れます。当時活躍された世話人は故人となられた方もあ

り、少なくなりました。そこで、当時の事務局を担当し

た世話人として学会雑誌創刊の頃の経緯を思い起こすま

まに書き残したいと思いました。

　教育学部特別教科看護教員養成課程（特看）の学科協

議会が1975年（昭和50年）に四大学看護学研究会を発足

させましたが、その研究会世話人会（後に理事会に改

称）のメンバーは、「私達大学で看護教育に当たるもの

は、看護学の確立発展と看護技術の向上進歩の為に、率

先した学会活動が必要」と、共通の考えを常に持って話

し合っていました。1977年度（昭和52年度）からは、そ

の組織体制を整え、会則を定めて、看護の研究を志すも

のに門戸を開き公開して、その領域、立場を問わず会

員を募って、全国に380名の会員を擁する学術学会に改

め、第３回研究会総会（1978年；昭和53年）を開きまし

た．当時、看護の領域には広く公開された学会は乏しく

閉鎖的で、数少ない学術集会についても発表、討議の内

容や原著の公開は、時々に商業専門雑誌に選択を委ねて

いた状況で、他の学問領域での学会活動とはかけ離れた

状態でした。当学会でも第１回、第２回研究会での講演

発表の内容は、何れも専門雑誌〈看護教育〉（医学書院

㈱）により、学会取材と記者の依頼で論文が掲載されま

した。

　然しこれを受けて、世話人会では、山元重光会長（故

人）始め、村越康一（元千葉大学教授）、川上澄（故人

弘前大学教授）、その他の世話人から、学会を強化する

にはこの際、学会独自の機関誌を持つべきだ、との強い

提案がされました。これを受けて「学会員の原著論文

や研究報告の公刊と保存維持」の為に、学会事業の１つ

に「機関誌の発行」を加えて、学会機関誌の発刊を決定

しました。この早急な決定は、第３回研究会総会（会長

熊本大学山元重光教授）の充実した編成と、各講演の高

度な内容が学会雑誌発行の良い機会に捉えて、機運が高

まったと想われます。

　当時、研究会事務局は千葉大学教育学部看護課程に置

かれ、私が事務局担当世話人でした。 事務局では、当
時看護課程に配属されていた佃久子事務官が、極めて好

意的な協力を頂いて、会員の整理、会費の徴収、世話人

会議の議事記録の整理など、学会発足初期の事務処理に

追われる中で、学会雑誌発刊の準備を進めました。第３

回研究会終了後まず、季刊で機関誌発刊の方針の概略を

世話人会の許しを得て、後は、どちらかといえば私の独

断で計画を進め、事後に世話人会の承認を得るやり方で

した。 準備に当たって、看護の領域では参考になるも
のは見つからず、他の領域学会、特に私の所属した医学

会の機関誌の扱いを参考にするほかありませんでした。

これが発会後、日本看護研究学会は「特看の医者共の

作った学会」と長く他の看護研究集団から誹られた原因

だったとも想われます。

　学会発足に当たって、収入は年会費2,000円（入会費

日本看護研究学会雑誌
創刊30周年に想う

千葉大学名誉教授

松　岡　淳　夫
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なし）、世話人会費5,000円で、380人の会員数では約80
万円に過ぎませんでした、世話人会諸費用や事務人件費

は奉仕手弁当でお願いし、学術集会の開催費用は担当会

長の案配に任せて別会計とすること等、経常経費の削減

が世話人会で了承されていたとはいえ、その上の機関誌

発行は危惧する世話人もいました。そこで、収入を増や

す為、会則に賛助会員（会費５万円）を加えて、懇意な

出版社、教材、医療機械業者等に参加をお願いし、その

代償に機関誌に１頁広告を掲載をすることを世話人会に

認めて頂きました。これで賛助会員11社が加わり、1978

年度総収入が135万円の計画ができました。

　掲載する原稿の収集は、第３回研究会総会でのシンポ

ジウム「大学における看護教育の検討ー特にカリキュ

ラムについて」のシンポジスト、木場冨喜教授（熊本大

学）、松岡淳夫教授（千葉大学）、小島操子助教授（徳島

大学）、木村宏子助教授（弘前大学）は何れも世話人で、

講演の原著論文を寄稿して頂きました。特別発言をされ

た野島良子さん（当時一般会員）も学会雑誌掲載のため

に、会場で配られた発言要旨とは別に、その原著論文を

出してくださいました。また、総会事務担当の成田先

生（熊本大学）からシンポジウムでの壇上、会場の質疑

応答の詳細と一般演題８題の討論質疑の内容を速記をお

こし、整理された原稿が届きました。これに会長講演の

原稿を頂いて、第３回学会のメインテーマ「看護研究に

ついて」に沿った内容の濃い学会雑誌の体裁が整いまし

た。そして、巻頭言を世話人の村越康一教授にお願いし

ました。他の学会雑誌に倣って、形式、順序、見出しや

文字ポイント指定等、一応の編集をがむしゃらに進めま

したが、学内で紀要や会雑誌の印刷に関わっていた印刷

業者、正文社（有限）に相談し、応援を受けました。当

時の手書きの原稿の束を整理し、中見出し頁や賛助会員

の広告を挟んで約60頁となることが判りました。印刷部

数については、会員配布380部と無料配本先を国会図書

館、看護系大学、短期大学図書館、看護協会図書館、国

立看護研修センター等約50カ所に絞って500部を計画し

ました。費用見積もりは、部数に対して版組料が膨大と

なり、頁や表紙の紙質を落としても、50万円を大幅に超

えると聞かされました。然し、これで私はある程度、季

刊発行の予算的な見越しが出来て、正文社との打ち合わ

せに入りました。雑誌の長期保存が出来るため、厚めの

表紙、各頁とも上質紙を使うことを要件として、更に50

万円以下で印刷をしてもらうことを学会の予算全体を見

せて是非にもと、無理にお願いしました。長い付き合い

になるので将来を期待して、一応その程度でと受けても

らいました。

　表紙は淡いセピア色用紙で四大学看護学研究会雑誌、

（Journal of Universities’ Nursing Research）と会誌名を入
れました。昭和53年２月開かれた世話人会で校正ゲラ刷

りを点検していただいて、安堵とご承認を頂きました。

実際発送は４月に懸かったと想いますが、昭和53年３月

20日（1978年）に創刊号が発行されました。雑誌の発送

にも極力経費削減を計るため、会員の所属や職場等でま

とめて代表者をお願いして一括小包郵便で送り、配布し

ていただきました。その作業を学部の事務職員佃さんに

万事手伝ってもらい確か２日位懸かったと思います。そ

して、別刷りも有料頒布することが出来ました。苦労し

ましたが、出版の喜びで快哉を叫び有頂天でした。

　以後歴代の役員と学会員の努力で、会員数も増え、投

稿原著も増加し、編集委員、査読委員の制度も整って、

それが今の確固たる看護学の学会雑誌に続いたのです。

学会雑誌創刊に至る頃の経緯を、老骨の耄碌頭を絞って

想出すまま書き綴りました。誤りや思い違いがあるかと

考えますが、ご容赦の上、参考になれば幸いに思います。
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　日本看護研究学会雑誌創刊30周年記念と伺い、もう30

年も経ったのかと、感慨も一入です。看護界では最も歴

史ある、会員数の多い学会の機関誌として一里塚を築い

たことになります。

　執筆はともかく編集には全く経験のなかった私に突然

編集委員長のお役目が廻ってきたのは、当時、私が勤務

していた千葉大学に事務局が置かれていたからであった

と思われます。正直なところ、最初はとても戸惑いまし

た。しかし、すでに８巻まで松岡淳夫先生によってレー

ルが敷かれていたので、また、中島さん・高橋さんなど

有能な事務局職員の協力で任にあたりました。

　まず、編集委員長となって最初にしたことは、前々か

ら気になっていた、従来の年度切り替えの故に、年が明

けたばかりなのに「第４号」から始まることの解消につ

いてでした。私が編集委員長になったからには、何とし

ても、「毎年１号から揃えて出せるようにしたい」と考

えました。

　そこで、理事会に諮り、何とか９巻からそうしたいと

言うことで、皆様のご支援を得て、８巻は合併号として

発刊することとしました。かなりの無理をお願いしまし

たが、ようやく所期の目的を果たせたことは何よりでし

た。

　当時の日本看護研究学会の理事達の会費は、責任ある

仕事が多いにも拘わらず、本学会が「四大学看護学研究

会」として、４つの国立大学教育学部特別教科（看護）

教員養成課程の教官達の自主的な研究会を基盤に発展し

てきた経緯から、一般会員より高い額でした。しかし、

学会の台所事情は、まだ自転車操業の時代でしたので、

なるべく一番経費のかかる通信費を押さえるよう努力し

た記憶があります。査読者に原稿を見て頂いて、折り返

し何編か纏めて返送して頂くなど、ささやかではありま

したが、実質的な倹約を心がけたのでした。その結果、

査読期間が短くて無理をお願いし、クレームをいただい

たこともありました。本学会の懐具合を懸念してのこと

で、査読をしてくださった先生方には大変ご苦労をおか

けしたことをお詫びし、お許し頂きたいと思います。お

陰様で、このような皆様のご協力により、以後、毎年第

１号から始まるようになったことは、嬉しい限りです。

　ところで、学会費はほぼ同額でありながら、他学会が

年に１・２冊の学会雑誌発行であるにも拘わらず、本

学会は、年間５冊も発行してきたと言うこれまでの実績

は、大いに会員に評価されて良いことだと思っていま

す。これは、私よりあとに編集委員長になられた方々の

ご努力と、委員の皆様、そして投稿してくださる多くの

会員の皆様のご協力によるものといえ、大いに誇れるこ

とです。

　最初の頃は、学会での口頭発表のあとの質疑応答や、

シンポジュウムの際の質問など、全てテープにとって、

それらを挿入して報告していたので、出席できなかった

方も、それを読めば、学会発表のどこが議論の争点に

なったのか、どういう視点からそれが論議されたのかが

よくわかる、臨場感に満ちたものでした。「質問」とい

う刺激を通している参加者に、異なる視点の存在に気づ

かせ、それにより新たな視野が開けるか、あるいは他の

問題の所在を示唆するなど、まさに学会雑誌を会員のた

めに活きたものとしていたといえます。しかし、これは

学術集会開催者側のテープ起こしなど、かなりエネルギー

を必要とする仕事でもあったと思われます。少ないスタッ

フで日常の仕事を抱えながらのこうしたご努力を重ねて

こられた担当理事の方々には頭が下がる思いでした。

日本看護研究学会雑誌編集長
（1986年1月−1988年12月）

を担当して

神奈川県立保健福祉大学特任教授
愛知県立看護大学名誉教授・前学長

草　刈　淳　子
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　学会が回を重ね、時代の進展と共に看護系大学が増設

され、それに伴い報告数が増え、さらに医療・看護の高

度化・複雑化に伴い、従来の半頁では、報告内容すら十

分に述べられない状況が生じたため、学会報告要旨のス

ペースに１頁を当てるように変更しました。その結果、

残念ながら第21巻からは、発表概要と質疑応答の部分は

割愛することになったようです。残念なことですが、やむ

を得ないものと思われます。今後は、学会に出席して、直

接議論に加わり、積極的に参画することが求められます。

　日本看護研究学会雑誌の装丁も27巻から従来のＢ５サ

イズからＡ４サイズに、また、29巻からは、ライトブルー

のＪＲに似たロゴマークも入った表紙となりました。い

よいよ新しい21世紀の学術雑誌に相応しいものに成長し

ていくことが求められましょう。　

　現在の看護を巡る情勢は、本学会が発足した30年以上

も前の頃とは大きく事情が変化してきています。本学

会の６年後に発足した日本看護科学学会や日本看護協会

が主催する日本看護学会など、数えるほどしか学会がな

かった時代から、医療の高度化・複雑化に伴い、ますま

す細分化し深化してきています。それに伴い、専門学会

は今日、日本学術会議に登録されている学会だけでも32

を数えるに到っていることはご承知の通りです。

　今後、本学会自体が時代の要請に合わせてどのように

変革していくのか、それによって学会雑誌の内容も大き

く変わることでしょう。

　今年は、第16回ＩＣＮ東京大会が1977年に開催されて

からちょうど30年で、去る５月27日から６月３日にかけ

てＩＣＮ代表者会議と学術集会が横浜で開催されまし

た。東京大会のテーマは「看護の限りない可能性を求め

て！」でしたが、今回の大会テーマは、自然災害、テ

ロ、世界的な感染症が共通課題となった今日、「最前線

の看護者たち：予期せぬ事態に立ち向かう」となってい

ます。

　過去30年間の日本社会における看護の発展の足跡をこ

こに見ることができます。看護が限りない可能性を求め

て大きく伸展し、地震・洪水など自然災害で非難を余儀

なくされた人々の健康のために、24時間被災地の避難場

所で保健活動に従事する保健師の活動が報道されていま

す。がん看護、高齢者のための在宅看護、終末期看護な

ど、看護が不可欠な社会サービスの１つとなった今日、

「30にして立つ」この時を契機に、これからの学会の報

告内容も大きく変わることでしょう。本誌もまたそれに

よって変化していくものと期待されます。

　若い会員、力の付いた働き盛りの理事達によって、本

学会活動が一層盛んとなり、本誌の内容もますます充実

し、看護界へのさらなる貢献に繋がることを期待してい

ます。
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　ここでは、編集委員会として行ったことを「日本看護

研究学会会報」の記録からまとめることにしました。

１．はじめに

  　前委員会からの引き継ぎ事項は、以下の３点でした。
　　１）編集委員会のあり方について

　　２）新査読委員の選出について

　　３）20周年記念事業（索引集の発行）について

２．引き継ぎ事項を中心に、編集委員会として行ったこと

　１）編集委員会のあり方について

　　⑴ 　最初に問題になったのは、委員長と事務局との
連携をどうするかと言うことでした。それは、学

会が始まって以来初めて事務局と委員長が地理的

に離れるため、原稿の受領・送付等をどうするか

についての検討でした。

　　⑵ 　編集委員会開催の必要性　編集委員長が替わる
ことによって、機関誌の学術雑誌としての質を維

持するため、委員会開催回数を増やし、編集委員

会としての役割を果たせるようにする必要がある

として、予算化（平成８年はまず年２回とし、そ

の後年６回にする）を理事会へ提案し、承認・実

施されました。

　２）査読について

　　⑴　新査読委員の選出

　学会員の増加により、投稿される論文の領域が

拡がり、現在の査読委員に追加する必要が出てき

ていました。そこで、現査読委員にも改めて査読

を担当して頂ける領域を調査し、担当領域を明ら

かにしていただきました。新しく依頼した査読委

員も合わせて、新査読委員として平成８年度の理

事会に提案し、承認を受けました。その後、　　

委員長から文書で正式に依頼しました。

　査読委員の氏名は、引き続き各巻１号に掲載さ

れています。

　　⑵ 　査読マニュアルの作成
　査読の際、マニュアルが必要との意見が出さ

れ、「査読マニュアル」を作成し、平成８年度か

ら査読を依頼する際に同封することにしました。

　　⑶　投稿規定および執筆規定の変更

　査読マニュアルの検討中に、次の３点の追加が

必要となり、規定の変更を諮り実施しました。

　投稿規定の変更内容は、「希望する原稿種別を

朱書きし、キーワード３つ以内」を記載すること、

執筆規定の変更内容は、英文抄録「並びにキー

ワード３語以内」を記入することとしました。

　３）「臨時増刊号」の扱いの変更

　機関誌の発行は、毎年４号と「臨時増刊号」の５

冊でしたが、平成９年度発行の20巻から「臨時増刊

号」を巻号に組み入れ、年５号の発行となりました。

　４）20周年記念事業の索引集の発行

　これは前委員会からの決定事項であり、ここに

は、第20巻特別号の編集後記を再載することにしま

す。

編　集　後　記

　この索引集は、日本看護研究学会の創立20周年の記念

事業として計画され、日本看護研究学会雑誌「第１巻１

号から第20巻５号」をもって一区切りとしたものである。

　ところで、本学会は、昭和50年９月に第１回「四大学

編集委員会の軌跡

玄　田　公　子
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看護研究会」が弘前で始められ、その後千葉・徳島・熊

本の４つの大学で教育学部特別教科（看護）教員養成課

程の研修会として続けられていた。が、第８回（昭和57

年：石川稔生会長）から、四大学の枠を取り除き学会へ

の入会者の枠が拡げられ、「日本看護研究学会」と名称

を変更して今日に至っている。一方、雑誌は、昭和52年

に第１巻が発行された。従って、実際の20周年記念事業

との間に時間差ができた。

　索引整理の作業は、平成７年度の編集委員が担当し

た。なかでも、第１回からの会員であった内海　滉およ

び山口桂子委員によって資料が調えられ、編集委員の皆

様には何回も校正をお願いした。また、実際の資料整理

は事務局の中嶋、高橋姉のご尽力によって、出来上がっ

た。ここに記して御礼申し上げたい。

　今後、雑誌第21巻からは、巻末の第５号にその巻毎の

索引を記載することになっている。

　本索引集が多くの方々に活用されることと、本学会の

更なる発展を祈念し、編集後記としたい。

（平成10年３月20日　文責：玄田公子）

３．まとめ

　編集委員会のあり方は、引き続き検討が必要とされ、

新委員会へ申し継ぎました。
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　私の担当は平成10年～12年度（第21巻２号から第24巻

１号）であり、昨今の投稿数の大幅増加の兆しが見え始

めた３年間でもありました。

　学会雑誌発刊30周年を記念して当時を振り返る機会を

いただき、あらためて議事録や学会雑誌を眺めてみる

と、学会雑誌としても編集委員会としてもさまざまな変

革の始まった時期であったことが思い起こされます。学

会をとりまく社会情勢や看護学教育の変化の波に対応す

るために、変わらざるを得なかった３年間の主な活動を

記しておきたいと思います。

１．組織：	委員会人数の増員と副委員長制度

  従来、本学会の理事数は評議員数の10％と決められて
おり、前期16名から19名に増えた時でしたが、その３名

の増員が全て編集委員会委員として配置されました。川

嶋みどり先生を初め石井トク先生、泉キヨ子先生、金川

克子先生、紙屋克子先生、川口孝泰先生、河合千恵子先

生、近田敬子先生と私を加えた９名が新編集委員会メン

バーとして顔をそろえた第１回目に、皆様のご意向で私

が編集委員長に就任することになりましたが、同時に副

委員長制度を提案して川嶋先生に就任していただきまし

た。

２．編集委員会の機能：学会雑誌の編集は誰が行う？

　編集委員会の役割は、雑誌全体の編集ではなく、主に

投稿論文の採否の決定であるという引き継ぎを受けまし

た。学会の開始当初、経済的に貧しかった頃は、「印刷

代を気にせず論文の採否をきめる」ということで、委員

会の役割を論文採否決定に限定したとうかがいました

が、委員会自体が行っていた査読を、査読委員に依頼す

るようになってからは、委員長と査読者において実質的

に採否が決定されることも多く、委員長の負担の大きさ

とは裏腹に委員会の役割はあまり明確ではなかった感が

ありました（私も一員でしたが）。

　そこで、今期第一回目の委員会では、各委員から「編

集委員会の役割を見直し、学会雑誌の内容の検討を十分

に行うべき」といった意見や要望が出され、それに伴っ

て活動内容と予算の修正が理事会に提案されました。そ

の結果、従来年２回であった編集委員会の開催を増や

し、活動を活発化させるための委員会予算の倍増が認め

られることになりました。

３．会員のニーズ：会員との意見交換とニーズ調査

　上記を受けて、会員にとっての学会雑誌の価値を論議

する中で、平成11年の第25回学術集会で、編集委員会主

催「あなたは学会雑誌が待ち遠しいですか？－より魅力

的な学会雑誌を作るために－」を開催しましたが、委員

会が企画して学術集会中に学会雑誌への会員の意見を聞

くという試みは初めてのことでもありました。また、同

学術集会中に参加者に対しアンケート調査を実施しまし

た。この２つの企画からはいずれも、まだ看護学の世界

では定着していなかった査読制度、論文の採否決定方

法に対する会員の異議や質問が多く出されました。この

ことは、当時ピークを迎えつつあった看護大学設立ラッ

シュに直結した投稿論文数の増加のなかで、会員のニー

ズ、学会掲載論文に求められるレベル、査読者の選択と

意識など、混沌としていた状況を浮き彫りにした結果で

もありました。

学会雑誌と編集委員会の
見直しの３年間

（平成10年～12年度編集委員長）

愛知県立看護大学

山　口　桂　子
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４．査読制度の整備：投稿規程の改定と査読基準の明確化

　翌年、第26回学術集会中には、拡大編集委員会と銘

打って、編集委員と査読者の意見交換会を開催し、両者

の共通理解を得る試みを実施しました。その中では、査

読者の方々からも査読制度や査読方法に対する戸惑いや

迷いが述べられ、また、自らが投稿者になった場合に受

けた査読に対する指摘も多くあったことから、何らかの

形で編集委員会としての方針や基準を打ち出す必要があ

ることが明らかになりました。

　そこで、これらの問題を改善するために、平成12年度

には雑誌投稿規定を大幅に変更し、原稿種別ごとに査

読の基準を明確に示す一方、結果に対する「異議申し立

て」を受けることにしました。また、年４回の締切日を

決めたのもこの時期ですが、編集委員会の中での論議を

生かした査読者決定のためには編集委員会開催にあわせ

た原稿の募集が必要との判断によるものでした。（但し

これは、５年後、メール会議開催が容易になったことや、

締切日の間の３ヶ月間が会員へのサービス低下につなが

る、として廃止になりましたが。）

　一方、査読者の選出と依頼は、本学会の会員の研究分

野の多様性と投稿論文数の増加に伴って、委員会にとっ

てはかなり困難な問題でした。現在は委嘱と承諾が明確

に行われるようになりましたが、この時期はまだそのし

くみがなかったために、委員会で選出された査読委員へ

の査読依頼や調整のための電話で、委員長と事務局は、

随分、時間と気力を使ったものでした。また、査読結

果の回収も期限厳守が難しく、これも大きな作業でした。

５．学会と学会雑誌のめざすもの

　形式的な整備を行いながらも「本学会雑誌が大切にし

たいこと」については、学会雑誌の内容から検討した

いと考え、川口孝泰委員が中心となって、過去の掲載論

文の内容分析を行いました（詳細は本学会雑誌23巻４号

参照）。その結果、本学会員の持つ「臨床」という特性

のひとつが明らかになり、それを生かすための原稿種別

「技術・実践報告」の新設につながったのではないかと

思います。これについてはさらなる活用を期待したいと

ころです。

　時代の要請による変化は常に必要なことではあります

が、この時にあわせて、投稿規定の変更や原稿種別の追

加を行い、委員会の活動を形として残すことができたこ

とは貴重なことであったと思います。このような実りあ

る活動ができたことについては、ひとえに川嶋副委員長

を初めとする委員の皆様のおかげであり、このメンバー

であったからこその成果であったと感謝しております。

しかし、このような精力的な活動を全国各地区に在籍す

る理事のみの委員によって行うことの、日程調整や経費

などさまざまな限界を感じた時でもあり、委員会構成メ

ンバーについての現行の案を提案して引き継ぐことにな

りました。

　最後に、上記の委員の皆様と事務局の方々に心より感

謝申し上げます。

前期
（平成６年度～９年度）

今期
（平成10年度～12年度）

委員会開催数 年２回 年５回

委 員 数 ６名 ９名（副委員長の決定）

年 間 予 算 約30万円 60万円～85万円

投稿論文数 平均20編
平成10年度：28編、11年
度：45編、12年度：47編

査　　 読
主に査読委員
（２名）と
委員長

委員の中から論文担当者
を決定、査読者とともに
判断

原稿の受付 随時受付

学会の年間スケジュール
や編集委員会日程を加味
した締め切り日を決定：
年４回
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　日本看護研究学会学会雑誌30周年を迎えられ、お喜び

を申し上げます。日本看護研究学会は、日本の看護界に

おいて、最も早い時期に学術的な活動を始めた学会とし

て、学会雑誌の発行にも早い時期から取り組んでこられ

ました。私は2001年６月から2004年４月までに発行され

た学会雑誌にかかわらせていただきました。すでに前任

の先生方によって編集のシステムが整えられ、現行の受

領、査読、掲載までの手順についても亥鼻の学会事務局

で手際よくやってくださっておりました。しかし、掲載

になるまでの手順、特に査読の先生とやりとりをする作

業は大変複雑で、大変な作業だと直感しまして、３年間

も持ちこたえられるだろうかと心配になったことを覚え

ています。投稿された論文は、それぞれの著者にとって

大事な研究の成果ですので、丁重に扱い、大事に査読の

プロセスを踏ませていただきました。

　編集の一番強力な味方はなんといっても編集委員の先

生方と亥鼻事務局の方々です。年間約４回の編集会議の

出席率はきわめて高く、遠くの大学から皆さんが兵庫県

立大学の明石キャンパスまで駆けつけてくださったこと

は今でも本当に感謝しています。私の任期中の編集委員

の先生方は以下の方々でした。

＊（　）内は当時の御所属です。
玄田公子 先生（神戸市看護大学）（副委員長）
　以下あいうえお順
東　玲子 先生（山口大学医学部保健学科）
川口孝泰 先生（兵庫県立看護大学）
成田　伸 先生（自治医科大学看護学科）
平河勝美 先生（神戸市看護大学）
深井喜代子 先生（岡山大学医学部保健学科）
横手芳恵 先生（岡山県立大学保健福祉学部看護学科）
若村智子 先生（兵庫県立看護大学）

　編集委員の先生方は精力的に作業を進めてくださいま

した。査読者の選定、交渉を行い、委員会で査読の結果

を踏まえて判断を総合的にまとめていただき、各委員の

先生が分担した投稿論文を一つ一つプレゼンテーション

していただくことは、多変な作業であったと思います。

委員会ではそれぞれのプレゼンテーションをもとにディ

スカッションを繰り返し、慎重に採否を決定しました。

このディスカッションの内容がきちんと投稿者に伝わる

ように文書化する作業を編集委員長が行いましたが、十

分意図が伝わらず、投稿者の皆様にご迷惑をおかけする

こともあったかと思います。

　私が編集委員長をお引き受けした2001年は、飛躍的に

投稿数が伸びた年度でもありました。引き継ぎ前までは

30代の投稿数であったと思いますが、突然嵐のように投

稿数が増え、いったい何事が起きたかとびっくりしたの

を覚えています。今にして思えば、看護系の大学が急増

した時期に一致しており、教育研究職につかれた看護職

が急激に増えたのが原因ではなかったかと思います。そ

れにしても突然２倍から３倍の投稿数になり、編集作業

に大変多くの時間を要するようになりました。しかし編

集会議を開く予算は限られていますので決裁にあげるに

はどうしても次の編集委員会を待たなければならず、投

稿者の皆様を待たせることになったこともありました。

幸い編集委員会の決定でこれまで３回行っていた査読を

２回にしたので、何回も査読を繰り返し掲載までに１年

近く経ってしまうというようなことはほとんどなくな

り、掲載までの時間は以前より短縮されましたが、投稿

日本看護研究学会雑誌
発行30周年記念誌

によせて

兵庫県立大学看護学部

内　布　敦　子

日本看護研究学会雑誌発行30周年［編集活動］

��



者の皆さんにとってはきっと長い時間であったと思いま

す。

　日本看護研究学会は看護学のほぼ全領域をカバーして

いますので、研究デザインも様々で質的研究もあれば量

的研究もあります。領域も全領域ということで、母性、

小児、成人、がん、老人、精神、地域、在宅、基礎、代

謝学、生理学、公衆衛生や疫学、と本当に幅が広い雑誌

です。このような雑誌で一番苦慮するのが査読者選びで

すが、編集委員の先生方が各領域から参加してくださっ

ていましたし、また人脈も広く、大変助けられました。

そのころはでたばかりのモバイルコンピューターで若村

委員がインターネットで検索して、その領域の先生の情

報をＰＣに呼び出しながら会議が進むという具合でし

た。

　私が知る範囲では、査読を依頼されると海外の研究者

は、原則快く引き受けてくれて、査読をむしろエンジョ

イしてくれます。それは若手の研究者の柔軟な発想に刺

激されて、新しい発想が生まれることがあるからだそう

です。もちろんアイデアを盗んではいけませんが、掲載

されて著者名がわかると早速著者と連絡を取り、共同研

究を申し出るなど、自分の研究が発展することがあるよ

うです。しかし、日本の場合、査読はしんどい仕事の一

つで、忙しい時は本当にため息が出てしまう研究者も多

いのではないでしょうか。依頼の際にご気分を害されて

査読の先生から叱責され、断られることもありました。

この編集長の仕事をしてから、私は査読を断るのは研究

者として恥と思い、長期海外出張でもない限り、快くお

引き受けすることにしています。そして、もう一つ心が

けるようになったのは、とにかく「査読は早く返す」と

いうことです。編集委員も困りますし、投稿者も困りま

すので、査読を長く自分のところにもっておくことはし

ないようにしようと決めています。

　投稿論文は、精錬されていることにこしたことはあり

ませんが、私はむしろ荒削りでも研究デザイン、方法

がしっかりしていれば、積極的に掲載したらいいと思い

ます。おもしろい着眼点をもった研究がたくさん出てき

て、その中から看護の知識体系に貢献できる知見が拾い

出せれば、学会雑誌として成功しているのではないで

しょうか。

　日本看護研究学会は今後もますます発展していかれる

と思います。地区ごとの研究発表会も大変活発に行われ

ていますし、なによりも発足当時からこの学会を愛し、

育てていこうと力を注いでおられる先生方が多くいらっ

しゃいます。どうぞ40周年、50周年にむけて、学会の発

展を着実に支えることのできる学会雑誌として、今後も

発展していきますようにお祈りいたします。
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　日本看護研究学会雑誌の30年間の編集活動の歴史を振

り返ると、私は、発刊当初から、学会雑誌の編集過程を

目の当たりにしてきた数少ない会員である。先ず、学会

雑誌の基礎を築いてくださった松岡淳夫先生の功績は、

とても大きい。私は、1978年に千葉大学教育学部特別教

科（看護）教員養成課程に入学した。その年に１巻１号

が発刊された。そして、私が大学３年になった年から、

松岡先生のもとで卒業研究の御指導をうけた。そこで、

学会雑誌の在り方や研究を公表していく際の、先生のご

苦労を目の当たりにして、多くのことを学ぶことが出来

た。私が現在、研究者の端くれとして、現職を得られた

のも、このころの教えが随分と大きい。

　松岡先生の後、草刈先生、内海先生が編集委員長をお

務めになった。両先生は、私の看護観に大きな影響を

与えてくださった私の恩師である。その頃私は、千葉大

学工学部建築学科に所属しており、建築学の勉強で精一

杯だった。しかし看護研究の動向は、そんな私にとっ

て、何よりも気になる存在であった。その頃は、日本看

護研究学会雑誌の発刊が待ち遠しく、手にしたときには

急いで目を通して、看護の最新の研究事情を、ワクワク

しながら読んでいた記憶がある。とくに、その頃に学ん

でいた建築計画学と比較することで、看護学を客観的に

見つめることが出来、そのアイデンティーも認識できる

ようになった。このことは、まさに学際性を生身で感じ

た経験であり、今日、大学教育において注目を浴び始め

ているデュアル・ディグリーの必要性を証明できた感覚

であった。建築学の学びは、かえって私の看護観を加速

度的に高める結果ともなり、結果的には建築学で私が専

門にした領域は、病院・病室のインテリア計画であった

（建築学の学位を取得する際の審査会では、看護の研究

なのか・・・建築の研究なのか・・もめたらしい・・・

という噂があったらしい）。

　その後、現理事長である山口先生が編集委員長を務め

られた際に、私は編集委員の一員となった。山口先生は、

私の大学の先輩でもあり、教育学部時代の恩師兼相談

役（何かあったら悩みを相談できる先生・・・）であっ

たので、私の無茶な発言を受け止めて下さって、「投稿

規定」や「執筆要領」などの改訂に際して、積極的なご

理解とご支援を頂き、大きな改訂が可能となった。その

後、内布先生が編集委員長になった際にも、私は編集委

員として残留した。このころから、看護学教育の大学化

が急速に進み出し、投稿論文数が急速に増え始め、論文

の処理だけでも膨大な時間が必要となった。そのような

中で、内布委員長は、英語論文の投稿規定や国際的な文

献データベースに情報を提供するべく、精力的に準備を

進めてくださったが、それにも増して、投稿論文の処理

をいかにスムーズに行っていくかについての、投稿・査

読システムの整備が重要な課題となっていた。

　私は、その後、第27巻～第30巻の編集委員長を務めさ

せて頂いた。この時期は、様々な学際分野の学会が創

設され、学術学会雑誌も変革を求められる状況であっ

た。そのきっかけとなったのが急速な情報技術革新であ

る。私は、「とんでもないときに編集委員長になってし

まったな・・・・・」と思った。と言うのも、学会創設

30周年記念事業として、ホームページのリニューアルや

学会のロゴマークの作成、学会封筒や学会雑誌のデザイ

ンの改変、および、これまでの掲載論文等の検索システ

ムの構築など、多くが編集委員会メインで行わねばなら

ないことばかりだったからである。それにも増して、毎

年80を越える投稿論文を抱えて、それらの査読を処理す

日本看護研究学会
編集委員での私の活動史

筑波大学大学院人間総合科学研究科
教授（看護科学系長）

川　口　孝　泰
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るだけでも膨大な仕事量であった。投稿論文数が多いこ

とは、掲載論文が足りなくて困るよりは喜ばしいことで

はあるが、掲載までの手続きが多様で、何にも増して事

務作業が膨大であり、事務局の松岡さんには、おんぶに

抱っこの状況で、大変な迷惑をおかけしている。

　私には、編集委員長の３年間で、編集委員長としてで

きる限りのことはしてきたつもりである。まさか今期

の改選においても、編集委員長に拝命されるとは思って

いなかった。しかし、内心では、最後に査読システムが

オンライン上でできる仕組みや、オンラインジャーナル

による論文配信の仕組みを完成できなかったことは心残

りではあった。これまでの30年間にわたって私を育てて

くれた日本看護研究学会に恩返しをする意味でも、ここ

は、もうひと頑張りせねばならないだろうと、今期の編

集委員長もお引き受けするしだいです。本音は、少し休

みたい思いで一杯ですが、何とか次代につなげられる編

集委員会にしていきたいと思っている。
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　査読システムの変遷については、「歴代編集委員長の思い出」で、玄田公子先生、山口桂子先生、内布敦子先生、川

口孝泰先生が詳細に記述されていますので、その箇所をご参照ください。ここでは、査読システムの変遷の概要につい

て記載します。

■玄田公子委員長（任期：1995年４月～1998年３月）

１．新査読委員の選出：学会員の増加により新たに査読委員を追加し、査読の担当領域を明らかにした。

２．査読マニュアルの作成：1996年度（平成８年度）から査読を依頼する際に同封することにした。

３ ．投稿規定および執筆規定の変更：投稿規定の変更は、「希望する原稿種別を朱書きし、キーワード３つ以内」を記
載すること、執筆規定の変更内容は、英文抄録「並びにキーワード３語以内」を記入することとした。

■山口桂子委員長（任期：1998年４月～2001年３月）

１ ．会員のニーズ調査を実施（第25回学術集会；1999年）：まだ看護学の世界では定着していなかった査読制度、論文
の採否決定方法に対する会員の異議や質問が多く出された。

２．査読制度の整備：投稿規定の改定と査読基準の明確化

　第26回学術集会（2000年）では、拡大編集委員会と銘打って、編集委員と査読者の意見交換会を開催し、両者の共

通理解を得る試みを実施した。これを参考に、平成12年度（2000年度）には雑誌投稿規定を大幅に変更し、原稿種別

ごとに査読の基準を明確に示す一方、結果に対する「異議申し立て」を受けることにした。

■内布敦子委員長（任期：2001年４月～2004年３月）

１．査読回数の変更：今まで３回行っていた査読を２回に変更した。

２．査読者の選出：インターネットを使用して、査読領域の先生方の情報を検索した。

■川口孝泰委員長（任期：2004年４月～2007年３月、2007年４月～現在）

１．投稿論文の増加による投稿・査読システムの整備

２．これまでの掲載論文等の検索システムの構築

査読システムの変遷
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査読者の人数

査読者名掲載雑誌

1995年度～1997年度 査読委員 48名 21巻１号（1998年）
（委員長：玄田公子）

1998年度～2000年度 査読委員 57名 24巻１号（2001年）
（委員長：山口桂子） 委員会依頼査読者 42名

2001年度～2003年度 査読委員 90名 27巻１号（2004年）
（委員長：内布敦子） 委員会依頼査読者 182名

2004年度～2006年度 査読委員 127名 30巻１号（2007年）
（委員長：川口孝泰） 委員会依頼査読者 47名

合　計 593名

［註］　年度は４月１日～翌年３月31日
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　投稿された論文は、原則として、編集委員会で選ばれた学会員による査読者（２名）によって査読される。しかし、

学会員で適当な査読者がいない場合には非会員に査読の依頼を行っている。その際には、査読に対する謝礼が行われて

いる。詳細については、理事会で検討されて、決定されている。

■非会員への査読謝礼について

　１）学会雑誌13巻２号　会報30号（1990年（平成２年）６月20日発行）

　　　平成元年度第２回理事会会議録（平成元年２月22日）

　　　査読に関して、会員への査読依頼の場合　無料

　　　　　　　　　　非会員への査読依頼の場合　1,000円（図書券）

　２）学会雑誌15巻２号　会報36号（1992年（平成４年）６月20日発行）

　　　平成４年度第１回理事会会議録（平成４年４月４日）

　　　非会員への査読謝礼は、1,000円から2,000円（図書券）に変更

　３）学会雑誌24巻２号　会報55号（2001年（平成13年）６月20日発行）

　　　平成13年度第１回理事会会議録（平成13年４月14日）

　　　非会員への査読謝礼は、2,000円から3,000円（図書券・図書カード）に変更

学会員以外への査読依頼について

日本看護研究学会雑誌発行30周年［編集活動］
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4　学 術 集 会



　諸先生方を差し置いて、本学会創生期についての概略
を執筆させていただく機会を与えてくださりましたこと
を光栄に思います。
　日本看護研究学会の第１回から第７回までの学術集会
は、正式には、「第○回四大学看護学研究会」といいま
す。本学会の起源は、４つの国立大学（弘前大学、千葉
大学、徳島大学、熊本大学）の教育学部に設置された高
等学校衛生看護科の教員を養成する「特別教科（看護）
教員養成課程」に所属する先生方が中心となって設立さ
れた四大学看護学研究会です。第１回および第２回研究
会（学術集会）は非公開で、参加者はこの４大学に所属
する先生方のみでした。第１回は、昭和50年（1975年）
９月に徳島大学の（故）福井公明先生を会長に、シンポ
ジウム「高等学校衛生看護科の諸問題」が開催されまし
た。第２回は昭和51年（1976年）９月、弘前大学の吉田
時子先生を会長に、シンポジウム「大学における看護教
育の検討」が開催されました。翌年の第３回は、昭和52
年（1977年）９月に熊本大学の（故）山元重光先生を会
長に、熊本共済会館で開催されました。第３回研究会か
らは四大学以外の先生方も参加できるようになり、開か
れた研究会となりました。プログラムは会長講演「看護
研究について」、シンポジウム「大学における看護学教
育の検討－特にカリキュラムについて－」でした。第４
回は昭和53年（1978年）９月に千葉大学の村越康一先生
が会長をなされ、千葉大学西千葉キャンパスで開催され
ました。会長講演「腎疾患の食事療法」、特別講演「看
護学の性格」、シンポジウム「大学における看護学教育
の検討－地域看護について－」というプログラムでし
た。研究会の開催地が徳島、弘前、熊本、千葉と一巡し、
第５回は再び徳島に戻り、昭和54年（1979年）９月に徳
島大学常三島キャンパスで開催されました。会長は徳島
大学の（故）村田栄先生で、会長講演「看護学教育につ
いて－回顧十余年－」、特別講演「看護心理学の課題」、
シンポジウム「大学における看護学教育の検討－大学に

おける看護研究－」という内容でした。第６回は昭和55
年（1980年）９月に弘前大学の（故）川上澄先生を会長
に、弘前大学医学部で開催されました。内容は、会長講
演「看護に必要な心身医学」、特別講演「看護分野にお
ける研究に望まれること」、シンポジウム「大学におけ
る看護学教育の検討－看護基礎学と臨床看護－」でし
た。続いて、第７回は昭和56年（1981年）９月に熊本大
学の（故）佐々木光雄先生を会長に、熊本産業文化会館
で開催されました。プログラムは、会長講演「看護学の
中の基礎医学」、シンポジウム「大学における看護学教
育の検討－実験看護学をめぐって－」、奨学会研究報告
（２件）でした。また、総会（９月27日開催）では研究
会の名称を「日本看護研究学会」へ変更することが承認
されました。私事ですが、初めて本学会の学術集会に参
加し、また、これまでの長い研究生活の中で初めて学会
発表を行ったのが第７回研究会でした。そして、次期会
長の石川稔生先生（千葉大学）は、昭和57年５月に開催
する学術集会の名称を「第１回日本看護研究学会総会」
とはせずに、本研究会の歴史を引き継いで、「第８回日
本看護研究学会総会」として開催されました。
　なお、第８回の会長を務められました石川稔生先生か
ら第33回学術集会の学術集会長を務められました石井ト
ク先生まで（第18回を除く）の学術集会のテーマに込め
た思いや学術集会を担当されてのご苦労などは各先生方
の原稿をご覧ください。

■参考資料
　・ 冊子　日本看護研究学会の歩み－その発足から今日
まで－　昭和57年５月９日

　　第８回日本看護研究学会総会　会長　石川稔生
　・ 特集「日本看護研究学会の歩み」，5（3）：7-14，1983．
　・ 日本看護研究学会設立20周年記念事業－20年のあゆ

み－，18（1）：10-18，1995．

学会創生期について

学会誌発行30周年記念事業実行委員会委員長

田　中　裕　二

第１回～第７回研究会
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　昭和55年（1980年）９月21日、第６回四大学看護学研

究会が、川上澄会長の下、弘前で開催されたが、その時

の理事会で、第８回の会長を私に是非との要請があり、

お引き受けしたのであるが、以下の条件を付けた。　「私

は、国立大学として日本で唯一の千葉大学看護学部の創

設の教授であり、四大学のみのローカルな学会を主宰す

るわけにはいきません。従って学会を全国規模のものと

して、日本看護研究学会と改称し、会員を日本中から求

めるならやりましょう」と提案したところ、理事会は満

場一致で賛成し、翌昭和56年（1981年）９月27日、熊本

で開催の第７回四大学看護学研究会（会長　佐々木光雄

教授）の総会で承認され、いよいよ実現の運びとなった。

　昭和55年（1980年）４月１日現在304名であった会員

数は昭和57年（1982年）４月１日現在では511名に増加

していた。これは千葉大学看護学部の卒業生に呼びかけ

た結果である。

　当然学会誌名も４巻２号から「日本看護研究学会雑

誌」と改められた。昭和58年（1983年）３月20日発行の

第５巻第３号には、事実上第１回となる第８回日本看護

研究学会総会記事が掲載されている。また特集として、

「日本看護研究学会の歩み－その発足から今日まで」が

掲載されているが、私の企画・編集によるものである。

　その冒頭の挨拶文の内容は、名誉会員としての現在の

私の本学会に対する心境と全く変わらないものであり、

以下に再掲載させていただくことにする。

「学会の歩み」編集の挨拶

第８回会長　千葉大学　石　川　稔　生　

　昭和56年９月27日、第７回四大学看護学研究会総会で

会名を日本看護研究学会と変更し名実ともに日本的レベ

ルの看護学会に成長した本学会は、その後も益々発展の

一途をたどり、昭和57年３月現在会員数が急増し500名

を越えております。そして今後も隆盛の道を歩みつづ

けることは必至であります。そこで本学会の起源をさぐ

り、本学会の発足以来の諸先輩の努力と看護学に対する

深い関心と愛情を知り、初心にたちかえり、将来への糧

としたいと考えてこの計画をたてましたところ、歴代

会長、その他の先生方の絶大な御協力をいただきまし

た。編集にあたっては、公開の研究会となった第３回か

ら会長順に配列しました。第５回会長村田栄先生がすで

に亡くなられておりますので、この部分を福井公明教授

と内輪進一教授にお願い致しました。とくに福井教授か

らは、非公開時代の第１回と第２回の周辺についての原

稿をいただきましたが前述の基本の順序を変えずに掲載

いたしました。おかげをもちまして、新しい出発をした

本学会にふさわしい記録をつくり上げることが出来まし

た。会員各位が初心を忘れず、それぞれの立場での看護

学の教育と研究に力を尽くしていただけるならば会長と

してこれ以上の喜びはありません。

　さて平成19年３月現在会員数は5,000名以上であり、
当時の10倍である。今後は、会員一同が研究内容のレベ

ル・アップ、つまり科学性と独自性の追求により、質の

向上を目指して努力して欲しいと思っている。本学会の

益々の発展を信じて筆を擱く。

日本看護研究学会の誕生をめぐって

名誉会員　千葉大学名誉教授

石　川　稔　生

第８回総会
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　昭和58年、千葉大学教育学部特別教科（看護）教員養

成課程の教官は看護学部附属看護実践研究指導センター

に配置換えになり、私は新たに看護管理学研究部を主宰

することになりました。その翌年、私は学会長として、

第９回日本看護研究学会総会を千葉大学教育学部２号館

教室を借りて、始まったばかりの看護管理学研究部の目

指す目標や研究動向のPRと、学会の活動に国際的息吹

を導入する思いで計画し開催しました。

　当時の看護界では、米国N，L，Nの先達や、看護論

の権威者を招聘して、看護の啓発講演が盛んに行われ

ていたが、看護研究の組み立てや分析方法の実情容は

帰国留学者の不明確な見聞記や、直接 Journal of Nursing 

Research等 の専門雑誌による以外には接することは出来

ませんでした。そこで、会員が研究の実態や成果を討議

する国際的な場面を学会に持ちたいと考え、新進気鋭

の研究者を米国から招く事にしました。米国事情に詳し

かった世話人野島良子先生（徳島大学）に、相談した結

果、当時ミネソタ大学看護学部準教授のマリア・シュナ

イダー博士を紹介されました。大学院学生の教育指導と

大学病院脳神経領域での研究指導に当たっている新進気

鋭の研究者とのことでした。そこで、野島先生を通して

シュナイダー博士（後、大学院学科長、現ミネソタ大学

名誉教授）に最近の研究成果についての報告講演をお願

いしました。快く承諾頂き、「Stressors Identification and 

Coping Patterns in Persons with Epilepsy」の講演抄録を

送って頂きました。約１時間の通訳（近藤房恵女史：北

里大学）を交えた講演は、研究方法の構成理論、調査手

段の有用性を検証する為の少数例での分析内容と結果が

詳細に述べられました。これに続いて８人の質問者があ

り、活発な質疑が行われました。中で最も私が注目した

のは、human Subject Committee の研究に対する詳細な

点検承認が必要で、大学は当然、それ以外の病院でも看

護領域を含めて置かれているということでした。以後私

は患者を対象とした看護研究、特に個体に関わる研究に

は研究倫理委員会の設置と許諾の必要性を常に強調する

ことにしました。現在この委員会の設置と縛りは常識と

なり強力な審議がされています。この招聘講演は大成功

だったと思います。これを先鞭に年々の総会には招聘講

演が組まれ、成果が上がっています。　

　博士は帰られるとき、当学会に入会し、学会雑誌を日

本人留学生に翻訳させて読みたいと希望され、送ること

にしました。翌年、博士は大学院研究科長となられその

後退職名誉教授となられたようです。

初めての招聘講演
マリア・シュナイダー博士を迎えて

千葉大学名誉教授

松　岡　淳　夫

第９回総会
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　学会雑誌発行から早くも30年を経過したことの驚きと

ともに、喜びもまたひとしおである。同時に学会を発

足させるための発想の時からかかわりをもった者として

は、懐かしく貴重な思い出でもある。当時看護界には、

所謂学会として認められるものは皆無と言っても過言で

はない状況にあった。国立大学教育学部に、看護の課程

をもつ数少ない大学（弘前、千葉、徳島、熊本）で昭和

45年に四大学研究協議会を発足させ、課程運営上の問題

とともに研究発表を実施することになった。それは看護

の学問的基盤を、より確かなものにしたいという願いを

実現していくことであり、最初は各大学から１題で合計

４題の発表であった。昭和50年には、人々の健康と福祉

に寄与すること・看護の学問的基盤に寄与すること・看

護界に研究者を育てること、などを目的として「四大学

看護学研究会」を発足させた。

　最初は学生の優れた卒業論文を再指導し発表させたり

した。その後会員の増加、奨学金による研究の奨励、外

国からの招聘講演など工夫を重ね発表数も増加してき

た。そして本学会雑誌は、当時看護学の学術雑誌として

最初に国会図書館に登録された唯一のものであった。

　その他思い出すことは、学会場のロビーなどで「この

学会は他の看護学会とどこか雰囲気が違うわね」という

出席者の声も聞こえてきた。それは、看護師以外は会員

になれないといった制限や、独特の生真面目さとか緊張

感よりも何か開放感があるとのことであった。本学会は

最初から、学問の自由、学ぶべきは学ぶことが大事と思

い、心を開いていたことも無関係ではなかったと思って

いる。また大学の課程出発に際し、教授の席はどうして

も医師であったことから、この学会は医師中心であると

の声も聞こえてきた。しかし実際にはそうではなく、相

互に学ぶべきは学び育てようとする暖かさと協力の体制

に恵まれていたと言える。更に教育学部という環境は、

あらゆる学問分野を包含し、また教育は実践が重要であ

ることにおいて、実践の科学を主張する看護と本質的共

通性をもち、また養成教育の歴史にも共通性があった。

それらの要素がおのずと学会の雰囲気をかもし出す土壌

となったものと思われる。

　看護師の養成教育もいまだ多様でありながらも、その

多くが大学教育として定着してきた。しかし急速な社会

的変化の中で、看護学がその本質や独自性を維持しなが

ら、学際的にもどのように進歩発展し学問的体系を整え

ていくかは、今後の課題であると言えよう。

　私は第10回の学会を担当したとき、「学会10年の歩み

と今後の課題」とし、その趣意書を関係方面に送ったこ

とを記憶している。現在も全く同じ気持ちである。

　学会雑誌発行30周年にはからずも思いを寄せる機会を

頂いたことに感謝し、学会員の皆様の御活躍と本学会の

益々の発展を期待したい。

日本看護研究学会雑誌
発行30周年に寄せる思い

鹿児島純心女子大学名誉教授
日本看護研究学会名誉会員
志学館大学非常勤講師

木　場　冨　喜

第10回総会
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　私が、第11回日本看護研究学会総会の学術集会長の大

役をおおせつかったのは、厚生省（現厚生労働省）看護

研修研究センター所長の任に在る時であった。歴代の学

術集会長が国立大学の教授でいらっしゃる後でのこの重

責を、果たして全うすることが出来るのか危惧された。

しかし、現職に就く前に徳島大学の教官として、第１回

研究会の設立に関与して以来、本学会の世話人の末席を

汚してきた者の責任とも考えられ、微力ではあるがこの

栄誉ある役割を果たそうと決意した次第である。

　さて、厚生省看護研究研修センター（以下、センター

とする）は、看護教育に関する研究を行うと共に、全国

の保健師・助産師・看護師専門学校の教員を一年間で育

成する施設である。そこで、センターの特色を生かすメ

インテーマは？と関係者で討議した結果、「看護学教育

と研究」にする事が迷わずに決定された。

　これを受け、会長講演のテーマを「看護学教育に関す

る研究への模索」とした。当時はこの分野での研究は断

片的で、最近のような系統的な研究が皆無と言っても過

言ではなく、研究への模索と題するのが妥当な線と思わ

れたのである。講演内容として、前半では、看護学教育

研究の分類を試み、今後の研究への方向性と課題につい

て私見を述べた。後半では、センターの幹部看護教員養

成課程の研修生が行った研究成果をつぶさに紹介し、看

護専門学校における研究活動の可能性と限界について言

及した（講演内容は、日本看護研究学会雑誌　第９巻第

１号・第２号、1986に掲載）。

　学会会場は、東京の虎ノ門ホールであったが、予想を

上回る参加者で大盛況に終わり、主催者として安堵した

事を鮮明に思い出す。それと共に、かつて徳島の眉山山

頂の保養所で開催したささやかな第１回四大学看護学研

究会（会長は、故福井公明徳島大学教授）に思いを馳せ

ると、隔世の感があり感慨一入であった。

　振り返ってみると、本学会は、熊本・千葉・弘前・そ

して徳島のいわゆる四大学を母体として誕生したもの

である。当時の看護教育は、殆ど看護専門学校で実施さ

れており、大学での教育は極めて少なかった。また、看

護も学問としての芽生えはみられたものの、未熟で看護

学には程遠い状況であった。発足時に熱っぽく語られた

のが、将来、看護教育が大学を中心に展開されるのを見

据え、若い人達を研究者として育てる。看護学に関心の

ある人であれば、誰でも入会できる開放的な学会にして

看護学の発展に寄与する、この二つの夢であった。現在

も看護学分野以外の会員も活動する実情や、奨学金制度

による研究費の助成が存続することは、誕生時の夢の実

現と思われ喜ばしい。看護界でいち早く発足した本学会

が、故人を含む先達の夢を継承しつつ、なお一層、発展

をするよう切望している。

日本看護研究学会設立時の
夢に寄せて

看護教育・現任教育研究所所長

伊　藤　暁　子

第11回総会
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　此の度、日本看護研究学会雑誌発行30周年記念事業実

行委員会から、第12回の研究学会総会の学術集会の開催

を司った一人として、当時の思い出などについて語るよ

う依頼があった。24年前の出来事で認知症も危惧される

年齢となり、開催時の資料や記録も既に無く、正確性に

欠ける点も多々あると思うが、嘗ての同僚の先生方のサ

ポートを頂きながら当時を回想してみた。全国の国立大

学教育学部内に４つあった看護教員養成課程の１つ、弘

前大学の同課程に、私が同医学部第一外科から移籍した

のは昭和57年11月であった。両学部での二重生活が続い

ている翌年の夏、第９回の本学会総会（会長　千葉大学

　松岡淳夫教授）に初めて参加し、伊藤暁子先生が主催

された第11回の本学会総会で次期会長に指名された。幸

い、当看護学科教室の諸先生、近隣に在住の当課程卒業

生の諸君、第一外科の鯉江久昭教授はじめ医局の若い先

生方の御助力、そして第一外科同門会である辛夷会会員

の諸先生の御賛助を得ながら昭和61年７月30、31日の両

日、弘前文化センターで第12回日本看護研究学会総会を

開催することができた。参加人数は約600名、応募演題

90題と過去最多となった。一臨床外科医として癌の患者

さんの看護の重要性を身に沁みて感じていたことから、

シンポジウム「癌患者の看護における看護教育」を松岡

教授と木場教授に司会をお願いし、教育上の視点、小児

癌患児の看護、悪性脳腫瘍患者の看護、呼吸器癌患者の

看護、消化器癌患者の看護、切除不能、再発癌患者の看

護について各シンポジストから専門的洞察に富んだお話

を頂いた。また、「看護理論の応用における問題点」を

本学会で初めてワークショップとして取り上げ、前原、

野島両教授の司会のもと、７名の演者の参加で熱心な討

議が為された。この外、招聘講演をUCSDメジカルセ

ンターのE. Mottet女史に、特別講演は本邦の心身医学

の草分けの１人であった故川上　澄教授に「欧米で見て

きた心身医学」をお願いした。これは当初予定の演者が

突然、来弘不能というaccident直後に、急遽御依頼した

にもかかわらず、感銘深い講演であった。会長講演で

は、私が一外科医としてそれまでしてきた研究を紹介し

つつ、基礎研究の結果を臨床応用まで進めることの困難

性にふれた。一方、看護学関連の医療器材、図書などの

展示会には24社が参加し、憩いのひと時としての弘前大

学フィルハーモニー管弦楽団の演奏会が好評で、指揮を

執られた弘前大学名誉教授安達弘潮先生と、懇親会で津

軽三味線を奏でて頂いた故山田千里名人のご厚情も忘れ

られない。学会翌日からの弘前ねぶた祭りを見物された

学会員の方もおられた由、地域観光の一翼も担うことが

出来た。

日本看護研究学会総会を顧みて

財団法人秀芳園　弘前中央病院院長

福　嶋　松　郎
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　熊本大学・徳島大学・弘前大学・千葉大学教育学部に

特別教科（看護）教員養成課程が設置され、同じ悩みを

持つ４大学が協議会を組織し、毎年一堂に会し夜遅くま

で討議していたころをあらためて思い出しています。

　その協議会が母体となって日本看護研究学会が誕生し

ました。歴代会長が４大学の教員を勤めた方々が続いて

いるのはそのためでした。徳島の渦潮、青森のねぶた、

熊本の辛しレンコン等々、ご当地名物のことが思い出さ

れます。

　さて、そこで第13回の学術集会を担当させていただ

き、当時のことを書かなければならないのですが、東京

で開催したため、特にご当地名物もなく、何をやったの

か忘却のかなたに行ってしまったようです。その後の度

重なる引越しで、当時の資料もどこかにおいてきたの

か、紛失したのか見当たらない始末です。

　覚えている限りのことでご勘弁を願います。千葉大学

の教育学部の卒業生、看護学部の教室員の方々、明治

乳業の社員の方々が大勢で作り上げてくださり、お手伝

いいただいたことはしっかり覚えています。卒業生たち

に、「あなたたちが会長を勤めるときは、スライド係で

も受付でも手伝うから」といったことは覚えているので

すが、その後責を果たすことができず、申し訳なく思っ

ている次第です。

　当時の看護研究はまだまだ幼いものであったように記

憶しています。自然科学や社会科学領域の方法を使い、

主として対象特性を明らかにする研究が主流を占めてい

たように思います。さまざまな学問領域が歩み寄って新

たな知見を見出していく、いわゆる学際的研究には関心

がありましたが、これらを学際研究というのかと、疑問

を投げかけていた頃でした。そして、日本看護科学学会

が誕生したころでしたので、本学会とどのようにすみ分

けていけばよいのか悩んでいるころでもありました。そ

こで真の学際研究とは、看護研究とはを問いたくて、メ

インテーマに学際研究を取り上げました。

　あれから20数年、看護研究は確かに成長を遂げていま

す。看護研究学会も見事に成長しました。自分だけが成

長していないなと思うこのごろです。

日本看護研究学会総会の思い出

京都橘大学看護学部

前　原　澄　子

第13回総会
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　土屋尚義先生が逝かれて10年。土屋先生の想い出は、

いつも厳しさと優しさの大きなギャップの中にありま

す。

　私は土屋先生が教育学部で、最初に研究指導をされた

頃の古い古い教え子のひとりです。

　先生はビシッとスーツを着こなし、厳格な口調で指導

をしていたかと思うと、突然とろけるような声で、「す

てきだね、ぐっときちゃうよ」と私たちの耳元でささや

くのが常でした。この言葉に頬を赤らめびっくり。そし

て、実は先生の視線が自分を通り越して研究データに注

がれているのに気づいて二度びっくり、という経験をし

た人は数えきれないのでしょう。厳しい指導の後に聞い

たこの言葉に、先生の研究への深い愛情を感じたもので

した。

　この想いは、丹精こめた学会のスライド作りに象徴さ

れています。スライドを手書きで作った当時、ゆがみの

ない線、そして金井和子先生と絶妙のコンビネーション

で作り上げた文字や数字のシール、各種スクリーントー

ンを駆使したスライドは、本当に美しいものでした。頑

固な下町職人のような技で、「線を精魂こめて引くと、

見えなかった真実が見えてくる」「スライドには伝えた

いことを端的に凝縮させなければいけない」と教えられ

たことを鮮明に覚えています。新しいもの好きの先生の

事ですから、今ならスライド作成ソフトを使いこなされ

ていると思いますが、「お手軽スライドはつまらないね

え」とおっしゃるかもしれません。

　日本看護研究学会の学術集会は、そんな先生にとって

どの学会にもまして大切な研究発表の場であり、得意の

スライドが威力を発揮し大活躍する場でもありました。

　もちろん、発表前の準備は綿密かつ厳格の一語で、「研

究は執念。決してあきらめてはいけない」「目に見える

事象からその奥にある真実を見つめろ」「自分と研究の

限界を知れ」などなど、大切な忘れられない教えをいた

だきました。そして、成果を仕上げるためにはどんな時

も時間を惜しまず、未熟な私たちにとことんお付き合い

くださいました。しかし、これも発表後は豹変。満面の

笑みで発表に疲れた私たちをおいしいもの巡り、穴場巡

りへと誘い、食べて飲んで大いに笑い、心にも皮下にも

たくさんの蓄えを与えてくださいました。

　先生と初めてお会いしてから30年。同じ30年の歴史を

重ねた日本看護研究学会の発展を報告したら、きっと一

言皮肉を言いながら、優しい笑顔で、「すてきだね、ぐっ

ときちゃうよ」と言ってくださるでしょう。

　そんな先生にご指導を受けたことを幸せに思い、先生

を目指し及ばずながら努力してまいりたいと思う今日こ

の頃です。

土屋先生の学会スライド
（日本看護研究学会第14回総会会長　土屋尚義先生）

東京医科歯科大学大学院

齋　藤　やよい

第14回総会
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　このたび本誌は創刊以来版を重ねて恙なく30巻を世に

送ることができましたこと心からお慶び申し上げます。

これひとえに会員諸氏の努力と熱意の賜物と考えます。

　私が担当しました第15回総会は昭和から平成に移った

過渡期とも言うべき時機に恵まれ、研究のテーマ自体

も歴史的意義のこめられている充実した瞬間に立ち合う

ことが出来た感じでした。時まさに看護学建学の精神の

漲っている時代でもあったようでした。

　私はメインテーマとして「学際的な看護学の確立」と

言う表題を掲げましたが、これは従来の看護のテーマ

がややもすれば微視的な論議に走り、全体としての概念

の論議を積みのこす傾向をいましめる心算でもありまし

た。

　科学は元来、諸科の学のことではありますが、個別の

事例に経験論がとどまる限り一般化出来ず、あるいは広

漠たる理念に事例の収集を遊ぶなど、学としての枠組み

を害なうものへの警鐘を打ちたかったわけでした。新た

なる看護学の概念を構築する理想に燃え研究の対象には

努めて文化系のテーマから取り入れ、これを自然科学の

分野に移しかえようとする努力を試みたものではありま

す。例えば、血流を測定すること自体は生理学的反応の

観察ではありますが、諸種の条件を組み合わせることに

より、対象とする観察目標を自由に操作しうることを気

付かせたのであります。すなわち、風刺激を与えた場合

の皮膚血流の変化は別系の看護実験の余地が存在してお

り、別個の相関構造を確認し得たのであります。また、

乳児啼泣音（乳児の泣き声）を聴いた産婦あるいは看護

師は音響認知において一般の解釈とは異なった構造を拵

え得たのでありました。

　勿論、生理学の領域においても熱刺激や音刺激が生体

に与える作用は線型でない部位も確認されてはいます

が、熱や音響が別個の意味をもつ刺激となった時、看護

の臨床における意義、学際的研究の標的と考えたわけで

す。

　同様に看護関係の環境評価には言語表現の問題が横た

わり、臨床においても教育においても数量処理は避けて

通れない状況に立ち到っており、更に看護を伝達する言

語の問題は、特に新たなる医学のテーマともなっている

如くであります。

　第15回総会では遺憾ながらこれらの次元に近づく一般

参加者は見られず、ただ教育講演として、宇佐美・芳

賀・青木・野島・松岡・森田・亀山・横田らの諸先生よ

り解説を賜り、今後の課題としてこれらのテーマを臨む

上で大なる示唆を得ることが出来ましたことをここに記

して謝辞といたします。

日本看護研究学会の誕生をめぐって

名誉会員　千葉大学名誉教授

内　海　　　滉
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　第16回日本看護研究学会総会は、平成２（1990）年８

月４、５日京都市において開催されました。幸い晴天

に恵まれ、関西では初めてと言うこともあってか多数の

方々にご参加を頂きました。

　振り返りますと、第14回 （千葉）の理事会において、

第16回を京都で開催することが決定したのは、理事会に

出ていない私にはあまりにも唐突でした。そして従来と

の違いは、「Ｃ地区地方会」（当時は近畿・四国地区：な

お、この年の総会で現在の８地区に改正されました）で

受け、しかも早川和生、近田敬子氏を副会長として全面

的協力体制を整えての依頼でした。

　早速、Ｃ地区地方会の世話人で運営委員会を組織しま

した。全体の企画は、早川副会長を中心に進めていた

だきました。メインテーマは「看護診断」とし、招聘講

演には、カリスタ・ロイ博士にお願いし、「�eory and 

Research for Clinical Knowledge Development」のご講演を

頂きました。それは、1980年から滋賀の看護教員が集

まって、中木高夫先生を中心に「ナーシング滋賀」のグ

ループで看護診断の勉強会をしていたことや、地方会の

New看護学セミナー（1988年）に ICNの帰りにシュナ

イダー先生にお寄り頂き、「看護診断」を学んでいたこ

となどが下地になっていたからだと思います。

　当日の運営は、近田副会長にお願いし、世話人の方々

にこれまでの地方会運営で培った力を遺憾なく発揮して

いただきました。Ｃ地区地方会の方々と学年進行中だっ

た滋賀県立短期大学の２年生がボランティアとして参加

し、ロイ先生とご一緒できたことは、当時としては良い

経験になったと思います。ただ残念だったのは、今回は

会員以外の方の参加が多くなるだろうと、参加費の前納

を理事会に提案しましたが強い抵抗があり、かないませ

んでした。今では、ごく当たり前のことですが・・・。

　ところで、第16回の学会を受けることになった地方会

の立ち上げは、熊本での第10回学会からの帰り、シンポ

ジストとして参加されていた中木先生から、関西には４

年制の大学がなく、関東に比べて研究活動としての交流

の場が少ないことから、若い人が育つ場が必要ではと

の発案から生まれたものでした。その活動が基盤にあっ

て、Ｃ地区地方会として本学会の運営を果すことができ

たのだと思います。改めて当時のＣ地区地方会の皆様に

感謝申し上げます。

　その後、1992年頃から看護教育の大学化が進み、「高

齢化社会で必要な広い視野を持った人材の育成」が、漸

く現実のものになろうとしています。会誌30周年を迎え

た今、看護学研究の新しい時代の中にあって本学会のま

すますのご発展を祈念申し上げます。

日本看護研究学会は
「Ｃ地区地方会」が担当

玄　田　公　子

第16回総会
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　この学会は私の研究者・教育者としての成長過程その
ものといっても過言ではありません。思えば弘前、熊本、
徳島、千葉の四大学教育学部に高等学校衛生看護科の教
員養成課程が設置されたが、その課程がどのように運営
され、どのような教育をなすべきか、各大学とも五里霧
中のなか文部省の大学局教職員養成課のご援助もあって
四大学協議会発足、四大学が回り持ちで幹事校となり、
大学における看護教育とは何か、看護教育が大学でなさ
れることの意義、大学のカリキュラムのあり方などにつ
いて、四大学の教職員全員（助手も含めて）が集まって、
毎年協議を重ねていた。その中で何か研究発表をする場
にしようとの提案があり、小さな研究発表の場として始
まった。当時看護のアカデミックな学会は存在せず、し
たがって若い人に研究とは何かという命題を学ばせる機
会が皆無の状態であった。とりあえず卒論の発表の場と
し、そこで若い卒業生たちを育てるという目標を立てて
発足した。その後協議会ではなく四大学看護学研究会と
なったが、四大学という名前を頭に付けると閉鎖的な印
象となり、他の大学からの参加や看護学全体の発展を妨
げると考えて、初めから日本看護研究学会とするよう強
く発言したが、いれられず四大学看護学研究会として昭
和50年に発足した。その後千葉大学看護学部の石川稔生
教授が第８回会長を引き受けるにあたり名称変更を強く
希望され、理事会の満場一致で、現在の「日本看護研究
学会」となった。
　私のように臨床から大学へ移ってきたものには研究は
おろか、論文の書き方も訓練されていなかった。直属の
村越教授から「大学教官なのだから自分で学びなさい、
それができなければ大学を去りなさい」と強くいわれ、
泣きながら歯を食いしばって研究とは何か、研究論文の
書き方など多くの本を読みあさった。村越先生の厳しく

も優しい愛情があったからここまでついてこられたと考
えている。本学会が若い研究者を育てる目的を持ち、教
育の面でも大学における看護教育の基本的なことからと
り組んだことはシンポジウムのテーマ「大学における看
護学教育の検討」が第２回から第７回まで一貫して取り
上げられたことからも伺えよう。
　当初の若い人の看護研究能力を育てようという本学会
の主旨から、理事をはじめ多くの先輩が、発表された報
告に対して意識的に質問をし、研究のあり方までを学ば
せたいとの熱意で、質問やつっこみが厳しい学会という
評判となった。その発表の結果とそれぞれの報告の質疑
応答まで学会号として掲載されていた。後で読むととて
も啓発され良い学びができたと痛感している。しかし、
平成八年度編集委員会の議事録では、機関誌に、学会集
会一般演題発表要旨および質疑応答を学会記事として集
録するその必要性について検討され、なくすのであれば
発表抄録を充実（スペースの拡大）させる必要があると
結論づけられた結果、第21回より抄録のスペースがこれ
までの二分の一頁から一頁となった。質疑の多い特別の
学会から質疑応答が少ない他の学会と同じ傾向になって
現在に至っている。質疑を多くして、一人一人の発表者
の成長を促す役割はもう終わったと考えて良いのだろう
か？学会報告を真剣に聞き、自らの研究に対する目を育
てていただいたものの一人として大変残念である。
　私の第17回学会長としての意図は本学会雑誌会報34号
に詳しい。私が20数年にわたって研究してきた「看護記
録とPOS」および「看護の質の評価」などが臨床に即
した時のニーズに合致したものか、多くの参加者（1975
名：現在までこの記録は破られていない）を得て盛会で
あったことは嬉しいかぎりである。この学会を支えてく
ださった皆様に心より感謝いたします。

日本看護研究学会雑誌
発行30周年に思う

日本看護研究学会名誉会員

宮　﨑　和　子

第17回総会

Japanese Society of  Nursing Research ��



　日本看護研究学会雑誌発行30周年記念誌の発行に寄せ

て、第19回日本看護研究学会総会会長の成田栄子先生が

執筆なさるべきところですが、故成田先生に替わりまし

て寄稿させて頂くことになりました。

　平成５年７月30日、31日に、「看護とリーダーシップ」

というメインテーマで、熊本市において第19回日本看護

研究学会総会が開催されました。その準備において、成

田栄子先生の総会にかける熱い思いが蘇ってきます。こ

の学会での私の役割は、草刈淳子先生（当時千葉大学看

護学部）とご一緒させて頂いたシンポジウムの司会でし

た。シンポジウムのテーマは、メインテーマと同じ「看

護とリーダーシップ」で、熊本県内の先駆的な看護活動

を基に、社会のニーズに応えるためにはどのようなリー

ダーシップが必要なのかを問うものでした。成田先生

は、このシンポジウムの準備のため、県内のシンポジス

トの方々との打ち合わせを数回行われ、看護職者個々人

のリーダーシップの必要性について熱く語られていたの

を懐かしく思い出します。

　ところで、私が本学会の前々身の「四大学研究協議

会」に参加したのは昭和47年でした。その後、昭和50年

に「四大学看護学研究会」、さらに昭和56年には「日本

看護研究学会」へと発展し、最初の学会雑誌発行から

30年を経過しました。平成19年４月現在で看護系大学が

157校になり、看護の研究者が劇的に増え、また研究マ

インドを持つ多くの看護職者が育ちつつあります。現在

では、多くの優れた研究活動を生み出す環境が整いつつ

あり、日本看護研究学会も益々活発な学会活動が維持さ

れていくものと思われます。今後は、学際的な視野を持

ちながら看護の独自性や役割を追求できる研究活動の場

として、本学会が発展していくことを願っております。

　成田栄子先生に替わりまして日本看護研究学会への思

いを寄せる機会を頂きましたことに感謝し、本学会会員

の皆様と本学会の益々のご発展を祈念致します。

日本看護研究学会総会会長
「成田栄子先生」を偲んで

佐賀大学医学部看護学科看護基礎科学講座教授

井　上　範　江

第19回総会

日本看護研究学会雑誌発行30周年［学術集会］
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　第20回の学会総会が行われたのは、慈恵医大看護学科

在任中の1994年でした。学会長をお受けすることは２年

前に内定しており、早々に予約していた調布市民会館か

ら、全館改装のためと突然のキャンセルを告げられたの

は、第19回学会総会の直前でした。翌年の会長としての

ご挨拶では、会場を予告することができなくて残念でし

た。

　その後いろいろ手を尽くして、府中の森芸術劇場とい

う、学問よりはちょっぴり芸術の香りがする素敵な会場

が確保できて、ホッとしたものでした。２日目は、慈恵

医大の医学部国領校と看護学科の校舎を使用しました。

　この学会のメインテーマは、吉武の提案により“看護

の役割拡大－看護の発展の方向をさぐる”としました。

看護の役割拡大の論議は、この時代としては必ずしも新

しいテーマではありませんでしたが、私はかねてから看

護の発展の方向、役割拡大の方向に大きな関心を持って

いました。その方向をめぐって、看護界は岐路に立たさ

れているように感じていたのです。１つの方向は、より

多くの生命を守り、さらに多くの生命を救う能力を身に

つけるために、医学的な知識を深め、生命に直結する医

療技術の習熟に努めて、緊急事態の下では、現在は医師

のみに許されている高度の医療技術に、看護師も関わる

ことができるようにという方向です。もう１つは、高度

の医療技術などはむしろ医師に任せ、看護師は精神的、

心理的な面で医師に不足している部分に、もっと積極的

に関わっていくという方向です。当時の看護界では、後

者の方向への発展が望ましいとする考えに傾いているよ

うに思われて、私は若干の危惧を感じており、大いに議

論する価値があると考えたのです。両方とも必要である

ことは十分承知していながらも、臨床で生命と直接対決

する場面が多かった私としては、最後には人の命を救う

ことの方が優先されるという考えを、どうしても捨てる

ことができなかったのです。いろいろな思いはありまし

たが、この話題を提供したことは間違いではなかったと

今でも思っています。

　第20回という節目の学会でした。今、最高気温の年次

変動の記録を見ても、1994年夏はまれに見る暑い夏であ

り、とにかく暑い２日間であったことを記憶していま

す。１日目と２日目と異なる会場を使用したことで、皆

様にはご迷惑をおかけしましたが、学会は盛会であった

と思っています。あの時、計画から実施まで、小人数所

帯の総力をあげて協力して下さった慈恵医大看護学科の

皆さんには、今も感謝しています。

　この年が、“学会総会”の最後となり、翌年からは“学

術集会”と呼ばれるようになりました。私は、はからず

も“学会総会”のトリを勤めたことになったのです。

日本看護研究学会総会の
トリを勤める

千葉大学名誉教授

吉　武　香代子

第20回総会
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　日本看護研究学会雑誌発行30周年を心よりお祝い申し

上げます。また、記念誌発行の原稿の執筆依頼状を手に

して恐縮しております。しかし、この学会に加えて頂き、

沢山の貴重な学びをさせて頂きましたことを思い、感謝

の気持を胸に、筆を取らせて頂きます。

　この学会は第８回から日本看護研究学会に改正され、

私はこの時から学会に参加させて頂きました。第９回

（1983年）からは私も研究報告をさせて頂き、年々その

数も増やす努力を続けました。当時、北海道には、看護

教育の大学は、天使女子短期大学、北海道大学医療技術

短期大学部、札幌医科大学衛生短期大学部の３校があ

り、いずれの短期大学も時代の要請を受け、大学移行へ

の模索をしているところでした。

　年号も昭和から平成に代わった年の11月に、会員より

北海道でも研究会を持ちたいという要望を受けて「（仮

称）北海道地区設立準備のための準備会」を北海道大学

医療技術短期大学部看護学科；佐野文男・吉田京子・伊

藤和子・氏と札幌医科大学衛生短期大学部看護学科；鬼

原彰・木原キヨ子・皆川智子・氏と私の７名で協議し、

12月には「（仮称）日本看護研究学会の北海道地区設立

に向けて」第１回準備会を開催し、出席者全員の賛同を

得ました。出席者は天使女子短期大学；外崎陽子氏と準

備を担当した上記の２看護短期大学を中心に、北海道教

育大学；津村直子氏、厚生省看護専門官；服部美枝氏、

札幌医科大学付属病院看護部；木田和子・前田良子氏、

北海道大学医学部付属病院看護部；井上弘子氏、北海道

短期大学；渕井喜美恵（故）氏、計14名でした。早速準

備のための幹事会を発足させ、私が代表幹事の役割をお

引き受けしました。翌年２月から（仮称）のまま、研究

会および講演会を行い、毎年継続しました。会員は30数

名でしたが、研究会の参加者は常に百名を超え、両者と

も年々増加してきました。

　1992年２月26日は、私の母の通夜の日でした。この日、

日本看護研究学会地区評議員；井上弘子、津村直子、山

田要子、山本良子氏と（仮称）北海道地区幹事の協議会

を開催し、組織、規約の検討を行い、日本看護研究学会

に提出しました。この年の総会でこれまでの四地区が八

地区に改正され、ここに日本看護研究学会北海道地区が

誕生しました。

　しかし、そこから私の苦難が始まりました。理事会で

第21回日本看護研究学会学術集会を北海道で開催するよ

うに推薦され、すっかり戸惑ってしまいました。理由は、

当時私の勤務している短期大学が看護大学に移行する準

備をしていましたので、もう１～２年あとに会長の選出

をしてくださるようにお願いしましたが、聞き届けてい

ただけず、複雑な思いでお引き受けしました。しかし、

開催して様々なことを学びました。日本看護研究学会会

員はじめ事務局の皆様さらに北海道知事・札幌市長の協

力に支えられ、無事学術集会を開催できました。これか

らも人々の健康の担い手としての看護研究が益々発展さ

れることを心より祈念いたします。

人々の健康の担い手としての看護研究を求めて
－北海道地区の承認と第21回日本看護研究学会学術集会の開催－

元札幌医科大学保健医療学部看護学科

山　田　要　子

第21回学術集会

日本看護研究学会雑誌発行30周年［学術集会］
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　 1996年、広島市での第22回学術集会では、メイン・

テーマを「生活者の視点から看護を再考する」においた。

視点を、臨床を中心とした看護実践から、社会のなかで

日々の暮らしを営んでいる人々が求めている看護へと転

じ、これからの看護の意義と役割を再考することが狙い

であった。地域住民の生活を支える視点、ADLの自立

とQOLの実現を目指す視点、人間らしい食生活への援

助の視点、そして、障碍のある子供とその家族の生活の

視点、から報告された地域での着実な実践例は、これか

らの看護の役割について考えていくうえで、人間、健康、

環境に加え、日常生活という概念が非常に重要な要にあ

ることを改めて印象づけたのではないか。

　この回の学術集会を担当するにあたって、心したこ

とが二つある。開催地は広島市である。平和への祈り

がなければならない。いま一つは、わが国の看護研究

をきり拓いてきて、すでに20余年の歴史をもつ学会であ

る。学術学会としてそれなりの風土もできつつある。そ

うした背景を２日間の学術集会のなかに反映させたい。

だから、この二つの願いをサブ・テーマ、“Artisticに、

Academicに、そしてAt homeに”に込めて、学術集会運

営上のモットーにした。それぞれの頭文字の“a”３つ

を組み合わせたロゴマークはそのシンボルである。幸

い、このサブ・テーマに込められた願いは、近畿・北陸、

四国・中国地方から馳せ参じてくださった地方会会員の

協力で爽やかに実現されたのではないか。今も感謝して

いる。平和公園内に位置している広島国際会議場だけで

すべてのプログラムを運営することができたことも、学

術集会に“At home”な雰囲気を醸し出すうえで大いに

役立ったように思う。会議場中央のフェニックスホール

から見渡せる距離に各々の小会場が配置されているの

で、参加者がお目当ての会場を探して歩き回り、それだ

けで疲れはてるということもなく、その分を久しぶりに

再会した全国の研究者仲間とゆっくり談笑し、新しい情

報を交換し合うことできたことが、この学術集会にこめ

た二つの願いを実現するうえで、大いに効果的だったよ

うに思う。

　また、本学会では第９回学術集会で松岡淳夫会長が

Minnesota大学看護学部のSnyder博士を招聘されて以

来、国際的に活躍されている若手の優れた看護研究者

を招聘し、講演をお願いするのが伝統となっているが、

この年の広島へはMayo Medical 財団のMarlene Hanson 

Frost博士をお招きした。学会の開催に先立って、７月

にミネアポリスで開催されたMinnesota大学看護学部主

催のセミナーに参加した折、その１日を割いて、３人の

実行委員会のメンバーとともに、80マイルの距離を、バ

スでロチェスター市のMayo Medical 財団にFrost博士を

訪ね、招聘講演の打ち合わせをした。乳ガン術後の女性

達の心理的適応を助けるプログラムを開発されている博

士のクリニックが、明るい壁と家具で整えられ、はんな

りと柔らかい雰囲気をかもしだしていたのが、強く印象

に残っている。

広島市で、生活者の視点から看護を再考する
－第22回学術集会のねらい－

（前）滋賀医科大学

野　島　良　子

第22回学術集会
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　日本看護研究学会雑誌が発行されて今年で30年が経つ

という。改めて時間の流れの速さを感じ越しかたに思い

を馳せる。

　学会誌が発行された当時、私学の看護短期大学で教育

に携わっていた私は、研究の必要性を感じ問題意識もあ

り研究として取り組んではいたが、決して納得のいくも

のではなかった。学問体系としてではなく実践重視の教

育背景を持つ多くのナースたちは同じようなジレンマに

悩んだのではないだろうか。そんな時、私は千葉大学看

護学部附属看護実践研究指導センター老人看護研究部の

土屋尚義教授と金井和子助教授のもとで共同研究員とし

て研究指導を受ける機会に恵まれた。土屋教授はデータ

を一緒に読み込みながら進めていく指導方法であった。

指導の過程を通して、内容の論理性は勿論のこと、スラ

イド作り、発表の仕方、論文の書き方までも丁寧にご指

導いただいた。これらは、看護の理論と実践を通して看

護実践者、教育者、研究者としてのあり方を根本から考

えることに繋がり、今でもこの思考は私の中で発展して

いる。今は亡き素晴らしい師にめぐり合えたことに心か

ら感謝するとともにご冥福を祈る。

　そして私は、1994年４月、久留米大学医学部看護学科

に赴任することになった。丁度その頃、第23回日本看護

研究学会学術集会会長の要請をされていたが、果たして

新しい環境の中で学科の完成年度前に全国規模の学術集

会が開催できるかが心配であった。しかし、大変なこと

は承知で看護学科の教職員の方々のご理解とご協力が得

られ、開学３年目の1997年７月、福岡県久留米市で初め

て看護の学術集会が開催された。一旦決定すれば、教職

員の目的に向かっての結集力は目を見張るものがあり、

綿密な計画の元に着々と準備が勧められた。医師をはじ

め看護以外の教員は、全国規模の学術集会開催の経験が

あり不足する部分を補ってくれた。組織化の特徴として

は、多くの学生ボランティアの投入であった。印象に

残っていることとしては、ある高名な看護の先生がボラ

ンティアの学生の姿を見て「今回参加の大きな収穫は、

看護の将来を託せる素晴らしい若者に出会えたことであ

る」とおっしゃり満面の笑みでお帰りになられたこと

と、村越康一先生が、「一番来てほしかった先生（故土

屋尚義先生）が来られなくなって残念でしたね」とそっ

とおっしゃられたことである。

　また、この学術集会開催を機に、日本看護研究学会九

州地方会を設立し、毎年講演会や学術集会を開催してい

る。早いもので今年は10年目を迎える。

　看護学科の完成年度を見ない時期の学術集会開催の体

験は、大変ではあったが私をはじめ関係者にかけがえの

無い贈り物を与えてくれたことは確かのようである。

日本看護研究学会・学会雑誌、
その豊かな土壌の中で育まれる

久留米大学名誉教授

河　合　千恵子

第23回学術集会
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　 1998年７月30日・31日、弘前市において開催された

第24回学術集会は、当時の弘前大学教育学部特別教科

（看護）教員養成課程（1968－2004年）の教職員、卒業

生（同窓会）、在学生が協力して担当したものです。そ

れまでも大体６年毎に弘前でこの学術集会を担当してき

ましたから、“スタッフ”には学会開催のノウハウがあ

り、有能なスタッフに支えられて、一応無事に役目を果

たすことができたと思っています。

　しかし、年々、発表演題や参加者が増加しており、地

方都市では会場の確保が悩みで、１日目は弘前市民会

館、２日目は弘前文化センターを主会場とし、会場間は

弘前城公園の堀端や公園内を歩いて移動してもらう有様

でした。

　演題数は319題で、69群、10会場で口演と示説が行わ

れました。地方開催で参加者数が懸念されましたが、会

員724、非会員288、学生189、合計1,201名の参加を得て

財務上も赤字を出さずに済みました。当時の会務報告で

は総額1,497万円で運営されています。

　看護系大学が急増し始めたのは1992～1993年のことで

すが、1998年学術集会開催当時は急増の最中でしたか

ら、看護系大学教員の増加を背景に、学会演題が増加し

ている時期でした。その頃からまだ10年と経っていませ

んが、大学、大学院の増加に伴い、看護研究の上では数

の増加だけでなく、学術集会の演題内容にも変化がある

ように思われます。

　卑近な例ですが、形の上での変化として、プレゼン

テーションは今の“パワーポイント”のような電子媒体

ではなく、プロジェクターでスライドフィルムを１枚ず

つ手動映写するものでした。スライド原稿や示説ポス

ターは今ならカラーで趣向を凝らしたものが簡単に手作

りできますが、当時は手書きか、ワープロソフトで作る

のがせいぜいで、きれいなスライドやポスターで発表を

したいとすれば、高額を払って印刷業者に依頼していま

した。

　プログラムもシンプルなものでした。１日目には会長

講演、特別講演「豊かなる縄文文化－三内丸山遺跡（岡

田康博氏）」、教育講演「看護研究－今とむかし（吉武香

代子氏）」、シンポジウム「臨床における看護研究の教育

的サポート（中里志保子氏・林圭子氏・宮川純子氏・塩

飽仁氏・座長玄田公子氏・木村紀美氏）」と学会総会が

あり、シンポジウムの時間帯には一般演題の発表は組ま

れませんでした。２日目は一日中一般演題発表があり、

その間に教育講演「家族看護学の基本的視座－一単位と

しての家族を看護するということ（渡辺裕子氏）」「“絵

を見ること、絵を読むこと”－わたしたちの感性を磨く

ために（故村上義男氏）」がありました。マンモス化し、

多様なプログラムが錯綜した、今日の学術集会からする

と、たかだか９年前ですが、涼しい自然環境のなかで、

のどかに、じっくりと、学術の機会に触れる時間を持っ

ていただけたのではないかと思っています。

学術集会を開催して
－のどかに、じっくりと学術の機会に触れる時間をもてた頃－

青森県立保健大学教授

大　串　靖　子

第24回学術集会
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　日本看護研究学会の第25回目、つまり四半世紀の継続

時点となる節目の学術集会を、日本列島のほぼ中央に

位置するといわれる静岡県浜松市で行いました。東海地

区では初めての学術集会の要請でしたので、発足して間

もない東海地方会のメンバーが一丸となって開催しまし

た。この機会をいただけたことが、地方会のその後の基

盤づくりと発展に役立ったのではないかと思います。

　学術集会の開催は三千年紀（第３millennium）を目前

とした1999年で、情報通信技術21世紀計画、教育の情報

化、2000年問題などと、社会の動きが21世紀に向けた期

待と不安に満ちた論議に湧いていた年でした。このよう

な時代背景を考慮し、学術集会のメインテーマは、「次

代を拓く看護の力－自立・変革・連携」としました。こ

のテーマは20世紀の反省を土台に新しい世紀を視野に入

れた準備をするには、新たな世紀に向けた看護の自立・

変革・連携に関わる論議が、事前に必要であろうという

発想から生まれたものです。20世紀後半のさまざまな分

野における飛躍的な発展と医療環境の変化のスピードか

ら考えて、これらは必至の要件だったと思います。

　したがってそのプログラムには、次代の看護学教育、

医療・看護のあり方および医療経済・医療改革の進む方

向などを論議できるテーマを組み入れました。それも20

世紀後半の関連領域において、国内外の第一人者によ

る話題提供と論議でした。そのうち、国外からの講演

者の中には、わが国の看護および看護学教育の発展過

程に大きな影響を与えてきた米国から、国立看護研究所

の初代所長や複数大学の看護学部長歴任者、Dr. Ada Sue 

Hinshowの参加があります。Dr. Hinshowは米国の教育

および研究に関わる教育機関・施設間の格差などについ

て、米国の実情を包み隠さず話されたことが印象に残っ

ております。

　論議では、生活環境の変化、逼迫する医療費、躍進す

る医療現場を背景に、いかに看護の質を高め、かつそ

れを支える看護職者の教育のあり方などが考えられまし

た。次代において看護の質を高めるには、看護専門職者

の基礎能力とそれを発展させる創造性、実行力が、先見

性・国際性を基盤にして培われる必要性が確認されたの

ではないかと思います。

　それには、時代の動きを勘案して、帰納的思考と演繹

的思考が常に必要であることはいうまでもないでしょ

う。しかし、21世紀を踏み出して６年が経過した今、改

めて周辺を見渡すと、ダイナミックな将来予測を基盤に

するより、目の前の姑息的なことにとらわれ、その改善

が優先されているように感じるのは私だけでしょうか？

　１世紀は100年あるわけですから、目標を足元に置く

のではなく、夢、大きな目標に向かって、各々が自立し、

並行して行う関係者との連携が高邁な目標達成に役立て

られることを祈念します。

学会発足から25年目の
学術集会を担当して

前広島県立保健福祉大学副学長

田　島　桂　子

第25回学術集会
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　日本看護研究学会雑誌発刊30周年を心からお祝い申し

上げます。第26回学術集会は2000年の開催でしたが、こ

の年は第二次世界大戦後わが国に「総婦長制度」が国立

病院・療養所に導入されてから50年という節目の年であ

り、看護管理を専門とする私としては、新しい世紀に臨

むにあたり、過去50年間の日本の看護管理の歩みをまと

め、若い方達の支援を背中に新たな世界を切り拓いてい

きたい！との強い思いでお引き受けしたのでした。

　学術集会を１年後に控えた頃、たまたま白内障の手

術で入院した折り、窓外の景色や青空を眺めているう

ちに、集会開催に向けて色々と構想が湧いて来ました。

「2000年に看護を語る：急いで、しかし着実に責務を果

たすときが来た！」（日本看護協会出版会，2000，7）は、

その時の構想を軸に、大学時代同級の小玉香津子さんの

協力によって生まれた本です。この副題は、歴史の節目

に立った看護職の決意と姿勢が伝わるもので、副題を入

れてよかったと思っています。日野原重明先生はじめ看

護の応援団の方々の絶大なご協力と、出版会のご努力に

よって学会当日に間に合ったのは何よりでした。

　その折、執筆して下さった大森文子先生と金子光先生

は、ご高齢にも拘わらず幕張での学術集会に出席して下

さり、懇親会で会員にご挨拶なさった時の両先生のお元

気な様子は、本誌23（4）、2001会報53号に残されています。

　会長講演「看護管理50年とこれから」（日看研誌、24

（1）、2002）を終えて私が壇上から降りた時、多くの苦

難を克服し同時代を生き抜いてきた者同志として共感

された多くの先生方が駆け寄ってきて下さいました。あ

の時の感動は未だに忘れられないばかりか、その後の私

の行動の原動力になっているように思います。特別講演

は、絵画史・女性史で著名な千葉大学の若桑みどり先生

の「創造する日本の女性」を、教育講演は、女性初の日

本銀行政策委員会審議委員をなさった篠塚英子先生（当

時お茶の水女子大学副学長）に「経済学から見た看護

サービスの現状と展望」をして頂き、講演後、看護職と

鼎談して頂きました。シンポジュウム21世紀の看護を担

うために「拡大する看護職の役割と責任」では、医療政

策や医事法学、医療現場、患者の支え合う会など各立場

から在宅ケアについて意見を述べて頂きました。招聘講

演を予定していた米国ペンシルバニア大学看護管理教授

Margaret Sovie（Magnet Hospital調査で有名）は、ドク
ターストップのため来日できず残念でした。いま当時を

振り返り、多くの方々のご協力・ご支援によって何とか

大任を果たせたことを改めて厚く感謝する次第です。

　あれから７年、本誌に記録されている諸課題は、さら

に重要さを増し、現実的な問題として迫ってきているこ

とを実感しています。本誌は学会発展の歴史の証人であ

り、同時にこれからの方向を指し示す羅針盤でもありま

す。本学会雑誌の更なる発展を期待します。

付記： 大森先生は2001年に、金子先生は2005年にすでに他界
され、看護界の二つの巨星を失ったおもいです。病い
のため来日を断念されたDr. Sovieがその後亡くなられ
たことを、2003年 ICNP（国際看護分類）の講演で来
日された同大学看護学部長Dr. Norma Langから伺いま
した。また特別講演をして下さった若桑みどり先生も
2007年秋に急逝されました。
　新しい時代を切り拓いてゆく決意を皆様と共に誓い
合い、今は亡き諸先生方のご冥福を心からお祈り申し
上げます。

「新たな世界を切り拓く看護職
－Three Ways to Growth」を開催して

神奈川県立保健福祉大学　特任教授
愛知県立看護大学名誉教授・前学長

草　刈　淳　子

第26回学術集会
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　真夏に開催する学会なので、ボランティアにＴシャツ

を準備したら、「１枚では２日間着られない、夜中に洗

濯せよというのか」と言われ、急遽２枚にしたことや寄

付金を家族や中学時代の同級生からも募ったことが懐か

しく思い出される。また何よりも強調したいことは自分

の大学のほぼ全員の看護教員と学生や駆けつけてくれた

卒業生、地元の病院の看護職など、会員および会員外の

多くの方々から絶大なる協力を得たことであった。

　21世紀の最初に開く学術集会は加賀百万石の伝統を伝

承しながら、知の創造へむかって発信する機会にした

いと考えた。そのころ今世紀は「看護の時代」とも言わ

れていたので、それにふさわしい幕開けにしたいと考

え、メインテーマを『新しい時代が問う看護研究の方

向』Directions of Nursing Research in the 21st centuryとした。

すなわち、看護の原点を見つめ直して、より専門性を発

揮していく方向に向かっていきたいと考えた。また、保

健医療福祉の協働によるアプローチが求められていたの

で、このような時代に看護が専門職としての力量を発揮

していくには、看護実践を科学的基盤に基づくケアにし

ていく研究や今まで無意識で行ってきた看護現象をてい

ねいにみつめて、その意味を他者にも説明し、社会に認

知されるような研究が必要と考えた。そして「ともに探

りながら」多様な方向を探求し、かつ研究成果が少しで

も臨床実践に役立つものでありたいと願った。このよう

な観点から会長講演は自分の専門領域との関係から「人

間の持てる力を引き出すリハビリテーション看護学の追

究」とし、特別講演として川島みどり氏に「看護学の到

達点と新世紀の課題－看護技術論の立場から－」、米国

で精神看護学のナースプラクティショナ-である田中勝

子氏に「臨床現場に活かす看護研究」、牧本清子氏（大

阪大学教授）に「新しい時代における看護研究の方略－

日米の看護研究比較をとおして－」などの講演を行い、

シンポジウムは「看護現象の着眼と研究の方法－質的研

究を中心に－」「看護におけるエビデンス」の２題と「IT

が看護および看護研究に及ぼす影響」「実践と研究にお

ける看護倫理」のワークショップを施行した。

　２日間ともに快晴であった。炎天下のなか５つの会場

を渡り歩くという不便さにもかかわらず、どの会場も

とても盛況であり、ボランティアも親切でよく働いてく

れた。そうして何よりうれしかったのは、お世辞にしろ

「よい学会だった」といわれたことであった。

金沢で開催した21世紀最初の
学術集会の思い出

金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻　教授

泉　　　キヨ子

第27回学術集会
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　第28回学術集会は2002年、世界中が日韓ワールドカッ

プに沸き立っていた年でした。学会会場の“パシフィコ

横浜”がワールドカップのプレスセンターに使用される

ことを知ったのは、実は会長をお引き受けした後のこと

でした。恒例の催し物等も全て６月のワールドカップ開

催期間を避けて、７月、８月に集中している状態でした。

悪戦苦闘の末、何とか２日間の学会日程の確保に漕ぎ着

けた時には、既に持てるエネルギーの大半を費やしてし

まった感じでした。最悪の場合に備えて、大学キャンパ

ス会場でのやりくりまで検討していたことも、今となっ

ては懐かしく思い出されます。

　学術集会のメインテーマである「Linkage～看護実践

のよりどころとなる研究」には、研究の実践的価値を高

めたいという企画委員一同の願望が込められていまし

た。

　平成４年の看護職等の人材確保法に後押しされ、全国

の看護系大学が急増し続けている中で、とかく研究業

績づくりのための学会発表が目立つようになり、実践現

場の問題解決に役立つ研究を発展させていく必要性を痛

感している頃でした。学術集会当日に2,000名を越える

参加者が得られたのも、横浜という地の利の良さに加え

て、このような企画委員会の趣旨に多くの方々が共感を

寄せられた結果ではなかったかと自負しております。そ

して、もう一つ忘れてはならないのは、地区学会の支援

が得られたことです。企画の段階から広報活動に至るま

で、東海地区の会員の方々には多くのお力添えを頂き、

地区学会が日本看護研究学会を支える底力となっている

ことを改めて実感しました。

　学術集会の任務としては、会員に研究発表の場を提供

することも重要ですが、それ以上に参加者に学会の重

要性をアピールする場としての意義もあるのではないで

しょうか。その意味では、当学術集会に初めての参加者

が多かったことも大変喜ばしいことでした。

　幸い多数の参加者に支えられて学術集会の財政も潤さ

れ、赤字の心配はありませんでしたが、2,000名以上収

容可能な会場確保の困難さや経費調達の苦慮等々を実感

してみて、毎年このような大規模の学術集会を開催する

ことへの素朴な疑問が生じたことも事実です。日本看護

研究学会としては、会員にとって身近な地区学会を充実

させることにより学会としての裾野を広げることができ

れば、全国レベルの学術集会は、例えば「看護学総合学

会」のような形で４年毎の開催でもいいのではないか等

と今後のあり方を思い描いたりしていました。この思い

は５年経った現在でも変わっていません。

　本年度から日本看護科学学会が法人化としての第一歩

を踏み出すことになりましたので、当学会も学会として

の独自性をより明確に打ち出す必要性があるのではない

でしょうか。

　この度の学会誌発行30周年を機に看護学総合学会とし

ての性格付けをより明確化し、看護実践の質的向上に

寄与する学会として、力強く発展し続けることを心より

願っております。

サッカーワールドカップ2002
＆“パシフィコ横浜”

北里大学名誉教授

池　田　明　子

第28回学術集会
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　日本看護研究学会という非常に大きな学会を2003年７

月に大阪で開催させていただきました。４年前に開催さ

れた学術集会ですが、まだ最近のことのように鮮明に思

い出されます。この学術集会は、近畿・中国四国地方会

の力強いバックアップがあったからこそ順調に開催でき

たことが強く印象に残っており、今でも地方会の諸先生

への感謝の気持ちが頭から離れません。

　また、参加者が多く集まるようにと、医学書院からは

多数の看護学関連雑誌にて度々大きく案内を出していた

だくとともに、週刊医学界新聞において大々的な記事を

掲載していただきました。そして、スポンサーとなる複

数の企業を斡旋していただき、日本の看護学系の学会と

して初めてのランチョン・セミナーを企画することがで

き、学術集会の資金運営面でも大いに助かりました。

　学術プログラムについて記憶に深いのは、シンポジウ

ム「未来を見つめるナーシング・アカデミー：21世紀ス

トラテジー」を企画して、司会を草刈淳子先生と川島み

どり先生にお願いして、シンポジストに主要な学会の理

事長５名の高名な先生方に未来を見据えた高所からの議

論を展開していただけたことでした。日本看護研究学会

（川村佐和子理事長）、日本看護科学学会（村嶋幸代理事

長）、日本看護学教育学会（田島桂子理事長）、日本在宅

ケア学会（島内節理事長）、日本看護診断学会（藤村龍

子理事長）の５名の先生方の先導的オピニオンに大いに

刺激を受けたという声を後日、多くの方々から聞きまし

た。

　また、プログラムを企画する早い段階から、新進気鋭

の若手研究者の方々に数多く参画していただき新しいア

イデアを出していただけたことも幸いでした。学会とし

ては初めての試みとして、ヤングナースフォーラム「新

しい看護領域を担うナース達」（司会：川野雅資先生、

道重文子先生）そして、イブニングフォーラム「看護起

業家の夢：その可能性と課題」（司会：川口孝泰先生）

も新しい試みで、多くの参加者が集まりました。

　総会後の特別講演では、医療文化論に特に造詣が深い

清水忠彦先生に「歴史に学ぶ専門職の栄枯盛衰：変革期

の社会を生きる知恵」を聞くことができました。清水先

生は、本当の学者と呼べる稀有な先生で、激動する現代

社会において我々看護職がよるべき方向性について医療

の歴史から学ぶべき点を御指摘いただきました。清水先

生のお言葉に「現在は、過去と未来の一点である」とい

う言葉が有りました。何と奥深い一言でしょう。

第29回の学術集会開催（大阪）の随想

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻　教授

早　川　和　生

第29回学術集会
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　私が日本看護研究学会学術集会の会長をお引き受けし
たのは第30回大会でした。看護学の発展の歴史を考えて
見ますと、看護学はまず看護の実践があって始まったわ
けですが、学問体系を整えるという大きな課題と長く取
り組み、そのために学問の基盤となる学術的研究活動が
求められ、大いに推奨されてきたのです。今では大きな
学会も増え、たくさんの研究発表がなされるようになり
ました。しかし、こうした研究が実践に生かされなけれ
ば、看護学の基盤は脆弱なものにとどまるという危惧を
日ごろから、抱いておりました。つまり、私には看護実
践と看護研究の融合こそが、これからの学会の役割とし
て極めて重要なことと思われました。
　そんな状況の中、この学術集会のテーマにヒューマ
ン・ケアリングという概念を取り上げてみたのです。こ
の概念はコロラド大学のジーン・ワトソン教授が提唱し
て、看護学を学ぶ人たちは誰もが知っている概念として
定着しておりますが、考えてみると日本文化の中にはこ
うした考え方、概念が、慈愛とか思いやり、慈悲などの
言葉と共に存在していることに気づきます。海外から導
入された概念から学ぶことも多々ありますが、日本的な
文化を背負って、あるいは日本的考え方を基盤にして
日々活動する看護実践の中で、このヒューマン・ケアリ
ングはどのような形、行動、認識として具現化されてい

るのだろうかという疑問に答えを見出したくなったので
す。つまり、抽象的な概念を具体的な活動の場に生かす
ための道筋を探ってみたいと思ったわけです。そうした
考え方から、この学会での私の講演は、「ヒューマン・
ケアリングの実践への具現化」というテーマにしたので
した。内容については学会雑誌をご覧頂きたいと思いま
す。
　学会開催に当たっては、学会事務局の長として、現国
立看護大学校看護学部長の西尾教授の指揮のもと、大学
校の先生方が総力を挙げて下さいました。また、学生た
ちがボランテイアとして力を貸してくれました。２年近
くに及ぶ準備期間を経て、大宮ソニックシテイで開催の
運びとなりましたが、学会前日から大きな台風が日本を
目指して、とくに関東地方めがけて近づき、おかしなこ
とに東から西へと通過していきました。そんな訳で、学
会参加者や関係者に大きな影響を及ぼし、多方面に大変
なご苦労をかけることになってしまいました。このよう
な困難に出会っているさなかにあって、当時いろいろと
気遣いをいただいた方々のご親切は今も忘れることがで
きません。ここに改めて感謝の意を表したいと思います。
　学会開催という大きな事業を体験させていただきまし
たが、改めて看護学の今後について、新たな飛躍のため
のエネルギーが必要な時期にあると思っております。

日本看護研究学会第30回学術集会の
目指したもの

国際医療福祉大学教授

竹　尾　惠　子

第30回学術集会

特別講演 看護技術実演交流会
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　19世紀のアイルランドに始まった近代ホスピスケア

は、１世紀を経てイギリスのシシリー・ソンダースに受

け継がれ、人間性と科学性を伴ったホスピスケアが誕生

した。アイルランド「愛の姉妹会」を創設したマザー・

メアリー・エイケンヘッドの人間尊重の精神は現在まで

脈々と生き続けており、それは人間としてありのままに

生きていくことを支援することであり、最期まで自分自

身であり得るように、その人にその力を取り戻させる

ことでもある。私たち人間は、等しくどのような状態に

なっても意志も感情もあり、それまでの生活歴から培わ

れた固有の価値観をもつ存在である。人間として遇する

ということは、一人ひとりがそのような存在として尊重

されることであり、言葉を換えると普通の人が病み、障

害をもったときでもペーシエント（耐える人）ではな

く、その人自身（パーソン）として遇されることである。

日本にホスピスケアが紹介されて30年、超高齢社会をむ

かえたいま、この思想の定着はますます重要になってき

た。

　2005年７月に開催した第31回学術集会は、この趣旨の

もとに、「人間として遇する医療・福祉の定着に向けて～

ペーシエントからパーソンへの挑戦～」とし、認知症や

終末期のがん患者、小児や精神疾患等を持つ人たちのケ

アに携わる専門家による講演やシンポジウムを通して、

アドボケートとしてのナースの役割を確認しようとし

た。自分の意志をうまく伝えられない人たちはもちろん

のこと、ケアの対象に寄り添い、普通の人として尊重す

るというあたりまえのことは、ナースにとって価値のあ

る挑戦である。浦河の「べてるの家」の統合失調症をも

つ当事者達による自分自身の問題を研究する＜当事者研

究＞をプログラムに盛り込んだ。自分自身が自分の症状

やその意味を解明することによって、症状を前向きに捉

え、その人が、自分自身の力を取り戻すプロセスを当事

者達が示してくれた。大会のテーマソング＜ありのまま

＞を作ってくれた「べてるの家」の山本さんと下野さん

は、「ありのまま」を自らが受け入れるには、厳しく苦

しい現実に直面することであることを語ってくれた。受

け手と担い手との共同行為としての医療が成り立つため

には、病や障害を持った人たちとの協働＝パートナー

シップは不可欠である。そして、私たちは、症状を擬

人化しながら病と共に生きようとする彼らの発表から、

「ありのまま」を尊重することの果てしない奥の深さを

考えるきっかけを得ることができた。

　学術集会の後、この活動を通して彼らはまた新しい事

業を立ち上げることができた。そのことにささやかな

貢献ができたことをうれしく思っている。そして何より

も384題の演題と、あらためてケアの原点をデイスカッ

ションする機会を与えて下さった学会員のみなさまに心

から感謝したい。

第31回学術集会
～当事者達との協働～

東札幌病院・北海道医療大学

石　垣　靖　子

第31回学術集会
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　平成18年８月23日・24日、別府市ビーコンプラザにお
いて第32回日本看護研究学会学術集会を開催した。1990
年代以降、医療の高度化、高齢化社会の進行や疾病構造
の変化など様々な医療ニーズが広がり、それに伴って派
生する複雑な問題に対応できる専門職への要請が高まっ
てきた。平成４年の看護師等の人材確保の促進に関する
法律に基づく施策の実行を見る段階になってから、看護
系大学の数は急増した。
　４年制看護大学は増加したが、果たして看護は社会資
源として、国民のニーズに的確に応えているのだろう
か。このことについて考えてみたい、と思い学術集会の
メインテーマを「社会資源としての看護－激動の時代、
看護に求められているもの－」とした。
　会長講演は、メインテーマと同じタイトルとし、「社
会の変化と社会的意義に向き合い、社会的要請を先取り
すること。その活動を国民に発信して、看護の中だけで
なく社会的広がりの中で看護を位置づけていく。同時に
国民から親しまれる変革の提案者になることが、社会
的資源としての看護に期待されている」旨の問題提起を
行った。
　本会の学術集会では、パトリシア・ベナー博士の招聘
講演「ベナー看護論－看護師らしくみて考えるための学

び－臨床的推論とケアリング実践」を企画した。ベナー
先生のご講演には多くの参加者が感動された。学術集会
前日の市民公開講座には多数の市民の参加があり、ま
た、プレカンファレンスセミナーも盛況だった。特別講
演やシンポジウムも盛況だった。「交流会」では、今回
初めての「学会雑誌への投稿から掲載まで」と題する日
本看護研究学会編集委員長・川口孝泰先生の講演が、参
加者の高い関心を呼んだ。その他２題の実演交流会、企
業との共催でランチョンセミナーを３題実施。いずれも
満員だった。
　学術集会の主役・研究発表は、411題を総てポスター
セッションの形式で行い、各会場に数名のコーディネー
ターを配置した。各会場とも満員の盛況で活発な意見交
換がなされた。今回の参加者は1,660名（会員1,074名、
非会員437名、学生149名）。北海道から沖縄まで全国か
ら参加され、充実感と熱気にあふれた学術集会になっ
た。
　学術集会の準備から本番までを振り返ってみると、私
が平成16年に開催をお受けし、平成17年４月に九州大学
から大分大学医学部看護学科に移籍した。学術集会を開
催するためには資金が必要である。大分大学着任後は資
金集め、準備に着手した。大分大学医学部看護学科の教
員および本学術集会の企画委員の綿密な計画、また実行
委員会の皆様、多くの方々がボランティアで参加、業者
任せにせず、皆様が手弁当で学術集会の準備、運営に当
たっていただいた。当日は好天に恵まれ、多数の参加者
があり、会計収支も黒字となったので、日本看護研究学
会、ご協力いただいたた障害者三団体および日本看護研
究学会九州地方会に寄付することもできた。この学術集
会の成功は、物心両面にわたって陰に陽に、ご支援いた
だいた皆様のおかげと、感謝申し上げます。

第32回日本看護研究学会学術集会を
振り返って

福岡女学院看護大学学部長・教授
前大分大学医学部看護学科教授

松　岡　　　綠

第32回学術集会

パトリシア・ベナー先生に招聘講演感謝状授与
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　平成19年7月28・29日の両日、盛岡市民文化ホール・

いわて県民情報交流センターにて、第33回学術集会を無

事終了することができました。日本看護研究学会会員の

皆様、さらに関係者の皆様に多大なご協力、ご支援をい

ただきましたことに心から御礼申し上げます。

　日本看護研究学会学術集会はこれで33回目になります

が、岩手県では初めての開催という記念すべき事業とな

り、岩手の史上を飾ることができました。また、学会誌

は昭和50（1978）年の創刊以来、平成19年で30回を迎え

ることになります。そこで、学会誌発刊30周年記念行事

として、記念講演をあわせて開催させていただくことが

できましたことに感謝しております。

　33年の時の流れと本学会活動の積み重ねは、なにもの

にも得がたいものと、事務局一同実感いたしました。そ

の思いは、今の時代をみる、将来を考える、そして倫理

で斬るというコンセプトから、メインテーマを「生命科

学時代における知と技とこころ」とし、教育講演を科学

史学者の米本昌平氏に「先端医療技術の進歩と近未来」、

国際的にご活躍のSamantha Mei-che Pang氏に招聘講演

「看護研究の倫理～国際的動向から～」をお願い致しま

した。両先生は、会員の皆様にこたえ、さらに多くの示

唆を与えて下さいました。

　メインテーマを受け企画した二つのシンポジウム、

「医療の安全と安心の確保－医療事故防止の探求－」と、

「人としての生と死－終末期医療ガイドラインをめぐっ

て－」は、現在、そして将来の看護のありようを提示し

て下さいました。ワークショップも圧巻でした。また、

学会前日のプレカンファレンスセミナーでは各セクショ

ンでの看護倫理、質的研究、量的研究も盛況で、諸先生

方のおかげで効果的な学びを得ることができました。

　会員の皆様の日頃の能力を充分発揮できますように、

口頭発表を取り入れ、環境を配慮致しました。また、示

説の工夫も好評でした。

　本学会の開催に当たっては、多くの企業の皆様にお力

をいただき、また、お忙しい中170名ものボランティア

が運営に参加して下さいました。

　初めての学術集会、しかも完成したばかりのいわて県

民交流センターを学術集会に使用するのは開設後初めて

という状況のなかでつつがない終了を迎えることが出来

ましたことは、岩手の皆様の「おもてなしの心」と物的

の両面にわたったご支援の賜物と、感謝の念に堪えませ

ん。皆様には心から感謝申し上げます。本当にありがと

うございました。

第33回日本看護研究学会学術集会を
終えて

日本赤十字北海道看護大学

石　井　ト　ク

第33回学術集会
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看護理論	

野島良子：看護学におけるTerminologiesの明確化に関する研究－看護における ｢技術｣ の概念をとおして （その１）問
題の所在と研究方法－, Clarification of Terminologies in the Science of Nursing: �rough the Definition of "Art" of Nursing, 5
（1）, 122-134, 1982.
野島良子：看護学におけるTerminologiesの明確化に関する研究－看護における ｢技術｣ の概念をとおして（そのⅡ）看
護論の基本構造（1）－, Clarification of Terminologies in the Science of Nursing: �rough the Definition of "Art" of Nursing :
（Part Ⅱ）�e Structure and Key Concepts of Nursing�eories（I）, 5（2）, 50-60, 1982.
野島良子：看護学におけるTerminologiesの明確化に関する研究－看護における ｢技術｣ の概念をとおして（そのⅡ）看
護論の基本構造（2）－, Clarification of Terminologies in the Science of Nursing: �rough the Definition of "Art" of Nursing :
（Part Ⅱ）�e Structure and Key Concepts of Nursing �eories（Ⅱ）, 5（2）, 61-71, 1982.
野島良子：看護学におけるTerminologiesの明確化に関する研究－看護における ｢技術｣ の概念をとおして（そのⅡ）看
護論の基本構造（3）－, Clarification of Terminologies in the Science of Nursing: �rough the Definition of "Art" of Nursing :
（Part Ⅱ）�e Structure and Key Concepts of Nursing �eories（3）, 5（3）, 76-89, 1982.
野島良子：看護学におけるTerminologiesの明確化に関する研究－看護における ｢技術｣ の概念をとおして（そのⅡ）看
護論の基本構造（4）－, Clarification of Terminologies in the Science of Nursing: �rough the Definition of "Art" of Nursing : 
�e Structure and Key Concepts of Nursing �eories（4）, 6（2）, 9-18, 1983.
野島良子：看護学におけるTerminologiesの明確化に関する研究－看護における ｢技術｣ の概念をとおして（そのⅢ）
｢看護関係の生成過程・モデル｣ の構成と ｢技術｣ の定義－, Clarification of Terminologies in the Science of Nursing: 
�rough the Definition of "Art" of Nursing :（PartⅢ）Construction of a Model and Definition of "Art" of Nursing, 6（3）, 9-19, 
1983.
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７巻

１，２号 1984年５月10日 1984年５月20日 ６名 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富喜 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

松岡　淳夫 ７巻
臨時増刊号 1984年６月20日 1984年７月20日 第10回日本看護研究学会総会

－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1984年９月10日 1984年９月20日
６名

伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富喜 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子
４号 1985年３月10日 1985年３月20日 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富喜 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

８巻
臨時増刊号 1985年７月15日 1985年７月20日 第11回日本看護研究学会総会

－プログラム及び内容要旨－ 　
松岡　淳夫 ８巻１，２号 1985年10月10日 1985年10月20日 ６名 前原　澄子 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　冨喜 松岡　淳夫 宮崎　和子

３，４号 1986年３月10日 1986年３月20日 ８名 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

９巻

臨時増刊号 1986年６月15日 1986年６月20日 第12回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－

松岡　淳夫 ９巻１，２号 1986年７月20日 1986年８月20日
８名

草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子
３号 1986年12月10日 1986年12月20日 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子
４号 1987年２月20日 1987年３月20日 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子
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巻 号 印刷年月日 発行年月日 編集委員人数 編集委員長 副編集委員長 編　　集　　委　　員 発行責任者 巻

１巻

１号 1978年３月10日 1978年３月20日 四大学看護学研究会雑誌発行 　
松岡　淳夫
（編集人） １巻２号 1978年６月10日 1978年６月20日 　

臨時増刊号 1978年８月10日 1978年８月20日 第４回四大学看護学研究会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

２巻

１号 1979年３月10日 1979年３月20日 年ごと（１月～12月）の巻数
７名

伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富貴 福井　高明 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子
松岡　淳夫

２巻２号 1979年７月20日 1979年８月10日 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富貴 福井　高明 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

臨時増刊号 1979年８月10日 1979年８月20日 第５回四大学看護学研究会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　 松岡　淳夫

（編集人）

３巻

１号 1980年４月10日 1980年４月20日 ７名 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富貴 福井　高明 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子 松岡　淳夫

３巻
臨時増刊号 1980年７月25日 1980年８月10日 第６回四大学看護学研究会総会

－プログラム及び内容要旨－
松岡　淳夫
（編集人）

２号 1980年12月10日 1980年12月25日
７名

伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富貴 福井　高明 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子
松岡　淳夫

３号 1981年３月10日 1981年３月20日 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富貴 福井　高明 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

４巻

１号 1981年６月10日 1981年６月20日 年度ごとの巻数 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富貴 福井　高明 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

松岡　淳夫 ４巻
臨時増刊号 1981年８月10日 1981年８月20日 第７回四大学看護学研究会総会

－プログラム及び内容要旨－ 　

２号 1981年10月10日 1981年10月20日 日本看護研究学会雑誌（タイトル変更）
７名

伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富貴 福井　高明 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子
３号 1982年２月10日 1982年２月20日 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富貴 福井　高明 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

５巻

臨時増刊号 1982年３月20日 1982年４月１日 第８回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　 松岡　淳夫

（責任者）

５巻１号 1982年７月20日 1982年７月20日
６名

伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富喜 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子
松岡　淳夫２号 1982年11月20日 1982年11月20日 評議員名簿掲載 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富喜 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

３号 1983年２月20日 1983年３月20日 特輯　日本看護研究学会の歩み 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富喜 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

６巻
１号 1983年３月20日 1983年４月20日 第９回日本看護研究学会総会

－プログラム及び内容要旨－ 　
松岡　淳夫 ６巻２号 1983年６月20日 1983年７月20日

６名
伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富喜 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

３号 1983年11月10日 1983年11月20日 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富喜 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

７巻

１，２号 1984年５月10日 1984年５月20日 ６名 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富喜 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

松岡　淳夫 ７巻
臨時増刊号 1984年６月20日 1984年７月20日 第10回日本看護研究学会総会

－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1984年９月10日 1984年９月20日
６名

伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富喜 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子
４号 1985年３月10日 1985年３月20日 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　富喜 前原　澄子 松岡　淳夫 宮崎　和子

８巻
臨時増刊号 1985年７月15日 1985年７月20日 第11回日本看護研究学会総会

－プログラム及び内容要旨－ 　
松岡　淳夫 ８巻１，２号 1985年10月10日 1985年10月20日 ６名 前原　澄子 伊藤　暁子 川上　　澄 木場　冨喜 松岡　淳夫 宮崎　和子

３，４号 1986年３月10日 1986年３月20日 ８名 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

９巻

臨時増刊号 1986年６月15日 1986年６月20日 第12回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－

松岡　淳夫 ９巻１，２号 1986年７月20日 1986年８月20日
８名

草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子
３号 1986年12月10日 1986年12月20日 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子
４号 1987年２月20日 1987年３月20日 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子
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巻 号 印刷年月日 発行年月日 編集委員人数 編集委員長 副編集委員長 編　　集　　委　　員 発行責任者 巻

10巻

１号 1987年５月20日 1987年６月20日
８名

草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

松岡　淳夫 10巻

２号 1987年８月20日 1987年９月20日 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

臨時増刊号 1987年６月25日 1987年７月１日 第13回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1987年11月20日 1987年12月20日
８名

草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

４号 1988年２月20日 1988年３月20日 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

11巻

１，２号 1988年５月20日 1988年６月20日 暦年発行への移行 ８名 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

松岡　淳夫 11巻
臨時増刊号 1988年５月25日 1988年６月１日 第14回日本看護研究学会総会

－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1988年９月30日 1988年９月30日
８名

草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

４号 1988年12月10日 1988年12月20日 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

12巻

１号 1989年２月20日 1989年３月20日 ８名 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

松岡　淳夫 12巻

２号 1989年５月20日 1989年６月20日 新理事任期：昭和64年１月１日～平成３年
12月31日 ４名 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

臨時増刊号 1989年６月25日 1989年７月１日 第15回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1989年８月20日 1989年９月20日
４名

内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

４号 1989年11月20日 1989年12月20日 川上澄先生逝去（平成元年10月８日） 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

13巻

１号 1990年２月20日 1990年３月20日
４名

内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

松岡　淳夫 13巻

２号 1990年５月20日 1990年６月20日 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

臨時増刊号 1990年６月25日 1990年７月１日 第16回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1990年８月20日 1990年９月20日
４名

内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

４号 1990年11月20日 1990年12月20日 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

14巻

１号 1991年２月20日 1991年３月20日 査読委員名簿掲載（117ページ）
４名

内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子 松岡　淳夫

14巻

２号 1991年５月20日 1991年６月20日 発行責任者変更 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

内海　　滉
臨時増刊号 1991年６月25日 1991年７月１日 第17回日本看護研究学会総会

－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1991年８月20日 1991年９月20日
４名

内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

４号 1991年11月20日 1991年12月20日 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

15巻

１号 1992年２月20日 1992年３月20日 新理事任期：平成４年１月１日～平成６年
12月31日 ７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

土屋　尚義 15巻

２号 1992年５月20日 1992年６月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

臨時増刊号 1992年６月25日 1992年７月１日 第18回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1992年８月20日 1992年９月20日 会告（２） 理事長決定　金川克子先生
７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

４号 1992年11月20日 1992年12月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

16巻

１号 1993年２月20日 1993年３月20日 査読委員名簿掲載
７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

土屋　尚義 16巻

２号 1993年５月20日 1993年６月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

臨時増刊号 1993年６月25日 1993年６月30日 第19回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1993年８月20日 1993年９月20日 山元重光先生逝去
（平成５年８月16日） ７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

４号 1993年11月20日 1993年12月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

日本看護研究学会雑誌発行30周年［資料：学会誌と編集委員一覧］
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巻 号 印刷年月日 発行年月日 編集委員人数 編集委員長 副編集委員長 編　　集　　委　　員 発行責任者 巻

10巻

１号 1987年５月20日 1987年６月20日
８名

草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

松岡　淳夫 10巻

２号 1987年８月20日 1987年９月20日 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

臨時増刊号 1987年６月25日 1987年７月１日 第13回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1987年11月20日 1987年12月20日
８名

草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

４号 1988年２月20日 1988年３月20日 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

11巻

１，２号 1988年５月20日 1988年６月20日 暦年発行への移行 ８名 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

松岡　淳夫 11巻
臨時増刊号 1988年５月25日 1988年６月１日 第14回日本看護研究学会総会

－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1988年９月30日 1988年９月30日
８名

草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

４号 1988年12月10日 1988年12月20日 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

12巻

１号 1989年２月20日 1989年３月20日 ８名 草刈　淳子 内輪　進一 川上　　澄 木村　宏子 木場　冨喜 佐々木光雄 前原　澄子 宮崎　和子

松岡　淳夫 12巻

２号 1989年５月20日 1989年６月20日 新理事任期：昭和64年１月１日～平成３年
12月31日 ４名 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

臨時増刊号 1989年６月25日 1989年７月１日 第15回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1989年８月20日 1989年９月20日
４名

内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

４号 1989年11月20日 1989年12月20日 川上澄先生逝去（平成元年10月８日） 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

13巻

１号 1990年２月20日 1990年３月20日
４名

内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

松岡　淳夫 13巻

２号 1990年５月20日 1990年６月20日 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

臨時増刊号 1990年６月25日 1990年７月１日 第16回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1990年８月20日 1990年９月20日
４名

内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

４号 1990年11月20日 1990年12月20日 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

14巻

１号 1991年２月20日 1991年３月20日 査読委員名簿掲載（117ページ）
４名

内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子 松岡　淳夫

14巻

２号 1991年５月20日 1991年６月20日 発行責任者変更 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

内海　　滉
臨時増刊号 1991年６月25日 1991年７月１日 第17回日本看護研究学会総会

－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1991年８月20日 1991年９月20日
４名

内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

４号 1991年11月20日 1991年12月20日 内海　　滉 草刈　淳子 早川　和生 成田　栄子

15巻

１号 1992年２月20日 1992年３月20日 新理事任期：平成４年１月１日～平成６年
12月31日 ７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

土屋　尚義 15巻

２号 1992年５月20日 1992年６月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

臨時増刊号 1992年６月25日 1992年７月１日 第18回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1992年８月20日 1992年９月20日 会告（２） 理事長決定　金川克子先生
７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

４号 1992年11月20日 1992年12月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

16巻

１号 1993年２月20日 1993年３月20日 査読委員名簿掲載
７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

土屋　尚義 16巻

２号 1993年５月20日 1993年６月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

臨時増刊号 1993年６月25日 1993年６月30日 第19回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1993年８月20日 1993年９月20日 山元重光先生逝去
（平成５年８月16日） ７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

４号 1993年11月20日 1993年12月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子
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巻 号 印刷年月日 発行年月日 編集委員人数 編集委員長 副編集委員長 編　　集　　委　　員 発行責任者 巻

17巻

１号 1994年２月20日 1994年３月20日 会告（１） 第16期学術会議会員に登録
７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

土屋　尚義 17巻

２号 1994年５月20日 1994年６月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

臨時増刊号 1994年６月24日 1994年６月29日 第20回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1994年８月20日 1994年９月20日
７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

４号 1994年11月20日 1994年12月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

18巻

１号 1995年２月20日 1995年３月20日
６名

玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子
伊藤　暁子 18巻

２号 1995年５月20日 1995年６月20日 理事長 伊藤暁子
（平成７年４月１日～平成10年３月31日） 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

臨時増刊号 1995年６月20日 1995年６月25日 第21回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 　

伊藤　暁子 18巻３号 1995年８月20日 1995年９月20日
６名

玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

４号 1995年11月20日 1995年12月20日 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

19巻

１号 1996年２月20日 1996年３月20日 査読委員名簿掲載（86ページ）
６名

玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

伊藤　暁子 19巻

２号 1996年５月20日 1996年６月20日 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

臨時増刊号 1996年６月20日 1996年６月27日 第22回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1996年８月20日 1996年９月20日 土屋尚義先生逝去（平成８年９月４日）
６名

玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

４号 1996年11月20日 1996年12月20日 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

20巻

１号 1997年２月20日 1997年３月20日 査読委員名簿掲載（82ページ）

６名

玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

伊藤　暁子 20巻

２号 1997年５月20日 1997年６月20日 成田栄子先生逝去（平成９年４月５日） 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

３号 1997年６月20日 1997年６月24日 第23回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

４号 1997年８月20日 1997年９月20日 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

５号 1997年11月20日 1997年12月20日 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

特別号 1998年３月20日 1998年３月20日 学会設立20周年記念号 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

21巻

１号 1998年２月20日 1998年３月20日 査読委員名簿掲載（58ページ） ６名 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子 伊藤　暁子

21巻

２号 1998年５月20日 1998年６月20日 理事長 草刈淳子
（平成10年４年１日～平成13年３月31日）

９名

山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

草刈　淳子３号 1998年６月20日 1998年６月20日 第24回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

４号 1998年８月20日 1998年９月20日 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

５号 1998年11月20日 1998年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

22巻

１号 1999年２月20日 1999年３月20日 査読委員名簿掲載

９名

山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

草刈　淳子 22巻

２号 1999年５月20日 1999年６月20日 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

３号 1999年６月20日 1999年６月30日 第25回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

４号 1999年８月20日 1999年９月20日 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

５号 1999年11月20日 1999年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

23巻

１号 2000年２月20日 2000年３月20日 査読委員名簿掲載

９名

山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

草刈　淳子 23巻

２号 2000年５月20日 2000年６月20日 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

３号 2000年６月17日 2000年６月27日 第26回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

４号 2000年８月20日 2000年９月20日 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

５号 2000年11月20日 2000年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子
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巻 号 印刷年月日 発行年月日 編集委員人数 編集委員長 副編集委員長 編　　集　　委　　員 発行責任者 巻

17巻

１号 1994年２月20日 1994年３月20日 会告（１） 第16期学術会議会員に登録
７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

土屋　尚義 17巻

２号 1994年５月20日 1994年６月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

臨時増刊号 1994年６月24日 1994年６月29日 第20回日本看護研究学会総会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1994年８月20日 1994年９月20日
７名

内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

４号 1994年11月20日 1994年12月20日 内海　　滉 池田　明子 大名門裕子 玄田　公子 木場　冨喜 野島　良子 山口　桂子

18巻

１号 1995年２月20日 1995年３月20日
６名

玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子
伊藤　暁子 18巻

２号 1995年５月20日 1995年６月20日 理事長 伊藤暁子
（平成７年４月１日～平成10年３月31日） 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

臨時増刊号 1995年６月20日 1995年６月25日 第21回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 　

伊藤　暁子 18巻３号 1995年８月20日 1995年９月20日
６名

玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

４号 1995年11月20日 1995年12月20日 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

19巻

１号 1996年２月20日 1996年３月20日 査読委員名簿掲載（86ページ）
６名

玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

伊藤　暁子 19巻

２号 1996年５月20日 1996年６月20日 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

臨時増刊号 1996年６月20日 1996年６月27日 第22回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 　

３号 1996年８月20日 1996年９月20日 土屋尚義先生逝去（平成８年９月４日）
６名

玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

４号 1996年11月20日 1996年12月20日 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

20巻

１号 1997年２月20日 1997年３月20日 査読委員名簿掲載（82ページ）

６名

玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

伊藤　暁子 20巻

２号 1997年５月20日 1997年６月20日 成田栄子先生逝去（平成９年４月５日） 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

３号 1997年６月20日 1997年６月24日 第23回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

４号 1997年８月20日 1997年９月20日 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

５号 1997年11月20日 1997年12月20日 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

特別号 1998年３月20日 1998年３月20日 学会設立20周年記念号 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子

21巻

１号 1998年２月20日 1998年３月20日 査読委員名簿掲載（58ページ） ６名 玄田　公子 石井　トク 内海　　滉 木村　宏子 近田　敬子 山口　桂子 伊藤　暁子

21巻

２号 1998年５月20日 1998年６月20日 理事長 草刈淳子
（平成10年４年１日～平成13年３月31日）

９名

山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

草刈　淳子３号 1998年６月20日 1998年６月20日 第24回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

４号 1998年８月20日 1998年９月20日 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

５号 1998年11月20日 1998年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

22巻

１号 1999年２月20日 1999年３月20日 査読委員名簿掲載

９名

山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

草刈　淳子 22巻

２号 1999年５月20日 1999年６月20日 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

３号 1999年６月20日 1999年６月30日 第25回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

４号 1999年８月20日 1999年９月20日 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

５号 1999年11月20日 1999年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

23巻

１号 2000年２月20日 2000年３月20日 査読委員名簿掲載

９名

山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

草刈　淳子 23巻

２号 2000年５月20日 2000年６月20日 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

３号 2000年６月17日 2000年６月27日 第26回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

４号 2000年８月20日 2000年９月20日 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子

５号 2000年11月20日 2000年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子
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巻 号 印刷年月日 発行年月日 編集委員人数 編集委員長 副編集委員長 編　　集　　委　　員 発行責任者 巻

24巻

１号 2001年２月20日 2001年３月20日 査読委員名簿掲載

９名

山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子 草刈　淳子

24巻

２号 2001年５月20日 2001年６月20日 理事長 川村佐和子
（平成13年４月１日～平成16年３月31日） 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

川村佐和子３号 2001年５月27日 2001年６月27日 第27回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

４号 2001年８月20日 2001年９月20日 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

５号 2001年11月20日 2001年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

25巻

１号 2002年２月20日 2002年３月20日

９名

内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

川村佐和子 25巻

２号 2002年５月20日 2002年６月20日 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

３号 2002年６月８日 2002年７月８日 第28回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

４号 2002年８月20日 2002年９月20日 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

５号 2002年11月20日 2002年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

26巻

１号 2003年３月20日 2003年４月20日 金井和子先生逝去（平成14年10月７日）

９名

内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

川村佐和子 26巻

２号 2003年５月20日 2003年６月20日 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

３号 2003年５月24日 2003年６月24日 第29回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

４号 2003年８月20日 2003年９月20日 佐々木光雄先生逝去（平成15年７月15日） 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

５号 2003年11月20日 2003年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

27巻

１号 2004年３月20日 2004年４月20日 学会誌の大きさをA４判に変更
査読委員名簿掲載 ９名 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子 川村佐和子

27巻
２号 2004年５月20日 2004年６月20日 理事長 山口桂子

（平成16年４月１日～平成19年３月31日）

７名

川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

山口　桂子３号 2004年５月29日 2004年６月29日 第30回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

４号 2004年９月20日 2004年９月20日 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子
５号 2004年11月20日 2004年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

28巻

１号 2005年３月20日 2005年４月20日

７名

川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

山口　桂子 28巻

２号 2005年５月20日 2005年６月20日 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

３号 2005年５月21日 2005年６月21日 第31回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

４号 2005年８月20日 2005年９月20日 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

５号 2005年11月20日 2005年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

29巻

１号 2006年３月20日 2006年４月20日 表紙変更

７名

川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

山口　桂子 29巻

２号 2006年５月20日 2006年６月20日 会告（８） 学会誌発行30周年記念事業実行
委員会 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

３号 2006年６月24日 2006年７月24日 第32回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

４号 2006年８月20日 2006年９月20日 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

５号 2006年12月20日 2006年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

30巻

１号 2007年４月20日 2007年４月20日 査読委員名簿掲載

７名

川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

山口　桂子 30巻

２号 2007年６月20日 2007年６月20日 理事長 山口桂子
（平成19年４月１日～平成22年３月31日） 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

３号 2007年６月28日 2007年６月28日 第33回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 川口　孝泰 川西千恵美 山勢　博彰 平元　　泉 森　　千鶴 佐々木綾子 多田　敏子

４号 2007年９月20日 2007年９月20日 川口　孝泰 川西千恵美 山勢　博彰 平元　　泉 森　　千鶴 佐々木綾子 多田　敏子

５号 2007年12月20日 2007年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 川口　孝泰 川西千恵美 山勢　博彰 平元　　泉 森　　千鶴 佐々木綾子 多田　敏子
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巻 号 印刷年月日 発行年月日 編集委員人数 編集委員長 副編集委員長 編　　集　　委　　員 発行責任者 巻

24巻

１号 2001年２月20日 2001年３月20日 査読委員名簿掲載

９名

山口　桂子 川島みどり 石井　トク 泉　キヨ子 金川　克子 紙屋　克子 河合千恵子 川口　孝泰 近田　敬子 草刈　淳子

24巻

２号 2001年５月20日 2001年６月20日 理事長 川村佐和子
（平成13年４月１日～平成16年３月31日） 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

川村佐和子３号 2001年５月27日 2001年６月27日 第27回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

４号 2001年８月20日 2001年９月20日 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

５号 2001年11月20日 2001年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

25巻

１号 2002年２月20日 2002年３月20日

９名

内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

川村佐和子 25巻

２号 2002年５月20日 2002年６月20日 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

３号 2002年６月８日 2002年７月８日 第28回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

４号 2002年８月20日 2002年９月20日 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

５号 2002年11月20日 2002年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

26巻

１号 2003年３月20日 2003年４月20日 金井和子先生逝去（平成14年10月７日）

９名

内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

川村佐和子 26巻

２号 2003年５月20日 2003年６月20日 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

３号 2003年５月24日 2003年６月24日 第29回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

４号 2003年８月20日 2003年９月20日 佐々木光雄先生逝去（平成15年７月15日） 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

５号 2003年11月20日 2003年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子

27巻

１号 2004年３月20日 2004年４月20日 学会誌の大きさをA４判に変更
査読委員名簿掲載 ９名 内布　敦子 玄田　公子 深井喜代子 東　　玲子 成田　　伸 平河　勝美 川口　孝泰 横手　芳恵 若村　智子 川村佐和子

27巻
２号 2004年５月20日 2004年６月20日 理事長 山口桂子

（平成16年４月１日～平成19年３月31日）

７名

川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

山口　桂子３号 2004年５月29日 2004年６月29日 第30回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

４号 2004年９月20日 2004年９月20日 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子
５号 2004年11月20日 2004年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

28巻

１号 2005年３月20日 2005年４月20日

７名

川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

山口　桂子 28巻

２号 2005年５月20日 2005年６月20日 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

３号 2005年５月21日 2005年６月21日 第31回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

４号 2005年８月20日 2005年９月20日 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

５号 2005年11月20日 2005年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

29巻

１号 2006年３月20日 2006年４月20日 表紙変更

７名

川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

山口　桂子 29巻

２号 2006年５月20日 2006年６月20日 会告（８） 学会誌発行30周年記念事業実行
委員会 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

３号 2006年６月24日 2006年７月24日 第32回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

４号 2006年８月20日 2006年９月20日 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

５号 2006年12月20日 2006年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

30巻

１号 2007年４月20日 2007年４月20日 査読委員名簿掲載

７名

川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

山口　桂子 30巻

２号 2007年６月20日 2007年６月20日 理事長 山口桂子
（平成19年４月１日～平成22年３月31日） 川口　孝泰 黒田　裕子 中木　高夫 浅野みどり 金城　祥教 櫻井　利江 星野　明子

３号 2007年６月28日 2007年６月28日 第33回日本看護研究学会学術集会
－プログラム及び内容要旨－ 川口　孝泰 川西千恵美 山勢　博彰 平元　　泉 森　　千鶴 佐々木綾子 多田　敏子

４号 2007年９月20日 2007年９月20日 川口　孝泰 川西千恵美 山勢　博彰 平元　　泉 森　　千鶴 佐々木綾子 多田　敏子

５号 2007年12月20日 2007年12月20日 原著目録・原著者索引・事項索引　掲載 川口　孝泰 川西千恵美 山勢　博彰 平元　　泉 森　　千鶴 佐々木綾子 多田　敏子
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第１回　四大学	看護学研究会

会　長：福　井　公　明

日　時：1975年９月29日（月）

開催地：徳島県徳島市

会　場：徳島大学《非公開》

シンポジウム：高等学校衛生看護科の諸問題

第２回　四大学	看護学研究会

会　長：吉　田　時　子

日　時：1976年９月29日（水）

開催地：青森県弘前市

会　場：弘前大学《非公開》

シンポジウム：大学における看護教育の検討

第３回　四大学	看護学研究会

会　長：山　元　重　光

日　時：1977年９月29日（木）

開催地：熊本県熊本市

会　場：熊本共済会館

会長講演：看護研究について

シンポジウム：大学における看護学教育の検討－特にカリキュラムについて－

第４回　四大学	看護学研究会

会　長：村　越　康　一

日　時：1978年９月24日（日）

開催地：千葉県千葉市

会　場：千葉大学西千葉キャンパス

学術集会

日本看護研究学会雑誌発行30周年［資料：学術集会］
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会長講演：腎疾患の食事療法

特別講演・招聘講演：「看護学の性格」　芝田不二男（高知女子大学）

シンポジウム：大学における看護学教育の検討－地域看護について－

学会誌巻数：１巻

第５回　四大学	看護学研究会

会　長：村　田　　　栄

日　時：1979年９月24日（月）

開催地：徳島県徳島市

会　場：徳島大学常三島キャンパス

会長講演：看護学教育について－回顧十余年－

特別講演・招聘講演：「看護心理学の課題」　岡堂　哲雄（文教大学・人文学部）

シンポジウム：大学における看護学教育の検討－大学における看護研究－

学会誌巻数：２巻

第６回　四大学	看護学研究会

会　長：川　上　　　澄

日　時：1980年９月21日（日）

開催地：青森県弘前市

会　場：弘前大学医学部基礎校舎内・医学部講堂

会長講演：看護に必要な心身医学

特別講演・招聘講演：「看護分野における研究に望まれること」 
　　　　　　　　　　品川　信良（弘前大医学部産科婦人科学教授）

シンポジウム：大学における看護学教育の検討－看護基礎学と臨床看護－

学会誌巻数：３巻

第７回　四大学	看護学研究会

会　長：佐々木　光　雄

日　時：1981年９月27日（日）

開催地：熊本県熊本市

会　場：熊本産業文化会館６階

会長講演：看護学の中の基礎医学

特別講演・招聘講演：－

シンポジウム：大学における看護学教育の検討－実験看護学をめぐって－

学会誌巻数：４巻

第８回　日本看護研究学会	総会

会　長：石　川　稔　生

日　時：1982年５月９日（日）

開催地：千葉県千葉市
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会　場：千葉大学亥鼻キャンパス

会長講演：薬物依存の薬理学的研究

特別講演・招聘講演：「大学における教育と研究」　松本　　胖（千葉大学名誉教授）

シンポジウム：－

学会誌巻数：５巻

第９回　日本看護研究学会	総会

会　長：松　岡　淳　夫

日　時：1983年５月28・29日（土・日）

開催地：千葉県千葉市

会　場：千葉大学西千葉キャンバス

会長講演：看護管理学とその周辺

特別講演・招聘講演： 「Stressors Identification and Coping Patterns in Persons with Epilepsy」 Prof. M. Snyder, Ph.D
（Minnesota Univ. U.S.A.）

　　　　　　　　　　「これからの看護開発」　宗像　恒次（国立精神衛生研究所）

シンポジウム：１．生活援助－行動開発の問題点と対策－

　　　　　　　２．看護継続教育における諸問題

学会誌巻数：６巻

第10回　日本看護研究学会	総会

会　長：木　場　冨　喜

日　時：1984年７月23・24日（月・火）

開催地：熊本県熊本市

会　場：熊本郵便貯金会館

会長講演：学会10年の歩みと今後の課題

特別講演・招聘講演： 「Decision Making During Planning by Expert and Novice Nurses」 Sheila Corcoran Ph.D., R.N. 
（Associate Professor School of Nursing University of Minnesota, U.S.A.）

　　　　　　　　　　「これからの生命観と看護」　柏木　哲夫（淀川キリスト教病院）

シンポジウム：21世紀の看護を考える

学会誌巻数：７巻

第11回　日本看護研究学会	総会

会　長：伊　藤　暁　子

日　時：1985年９月７・８日（土・日）

開催地：東京都千代田区

会　場：国立教育会館

会長講演：看護学教育と研究－看護学教育に関する研究への模索－

特別講演・招聘講演： 「Nursing Research Methods : Towards a Clinical Science」 Diane W.Scott, RN,Ph.D. Nurse 
Scientist, Department of Nursing Research, Memorial Sloan-Kettering Cancer Center, New York

　　　　　　　　　　「日本と日本人」　梅原　　猛（京都市立芸術大学）

日本看護研究学会雑誌発行30周年［資料：学術集会］
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シンポジウム：看護学における研究方法の開発－人間を対象とする研究の可能性－

学会誌巻数：８巻

第12回　日本看護研究学会	総会

会　長：福　島　松　郎

日　時：1986年７月30・31日（水・木）

開催地：青森県弘前市

会　場：弘前文化センター

会長講演：基礎研究と臨床研究－自験研究を省みて－

特別講演・招聘講演： 「Techniques for Teaching Nursing Research in America」 Elizabeth A. Mottet （Univ. of California, 
San Diego Medical Center）

　　　　　　　　　　「欧米で実践されている心身医学」　川上　　澄（弘前大学教育学部） 
シンポジウム：癌患者の看護における看護教育

学会誌巻数：９巻

第13回　日本看護研究学会	総会

会　長：前　原　澄　子

日　時：1987年８月７・８日（金・土）

開催地：東京都千代田区

会　場：日本都市センター

会長講演：学際的研究への志向

特別講演・招聘講演：「激動の社会と医療の行方」　大谷　藤郎（社会福祉医療事業団）

シンポジウム：行動をみる

学会誌巻数：10巻

第14回　日本看護研究学会	総会

会　長：土　屋　尚　義

日　時：1988年７月１・２日（金・土）

開催地：千葉県千葉市

会　場：千葉県文化会館

会長講演：看護研究雑感

特別講演・招聘講演： 「Home Health Care Service : An Alternative Solution In Long Term Care」 Jean Nohara, R. N., B.S. 
（Assistant Director St. Francis Hospital Hawaii, U.S.A.）

　　　　　　　　　　「日本人と木の文化－顕微鏡で見た文化史－」　小原　二郎（千葉工業大学）

シンポジウム：日常生活援助技術の確立をめざして－食の援助を例として－

学会誌巻数：11巻

第15回　日本看護研究学会	総会

会　長：内　海　　　滉

日　時：1989年８月26・27日（土・日）
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開催地：東京都千代田区

会　場：国立教育会館

会長講演：学際的な看護学の確立－真の学際の意味するもの－

特別講演・招聘講演：－

シンポジウム：再び看護継続教育をめぐる諸問題

学会誌巻数：12巻

第16回　日本看護研究学会	総会

会　長：玄　田　公　子

日　時：1990年８月４・５日（土・日）

開催地：京都府京都市

会　場：京都会館第二ホール、京都伝統産業会館

メインテーマ：看護診断

会長講演：看護教育：過去・現在・未来

特別講演・招聘講演： 「Theory and Research for Clinical Knowledge Development」 Boston College Professor/Nurse 
�eorist Callista Roy

　　　　　　　　　　「伝統を越えて」　茂山千之丞（狂言役者・演出家）

シンポジウム：１．「看護」の目指すものを獲得するために

　　　　　　　２．「看護診断」とそれが看護に与える影響

学会誌巻数：13巻

第17回　日本看護研究学会	総会

会　長：宮　崎　和　子

日　時：1991年７月27・28日（土・日）

開催地：千葉県千葉市

会　場：日本コンベンションセンター（幕張メッセ）国際会議場

メインテーマ：看護の質の評価と看護記録

会長講演：看護記録改善の動向と展望

特別講演・招聘講演： 「Trends and Issues of Qualitative (Evaluative) Research of Nursing in the United States」 Faye G. 
Abdellah, RN., Ed.D., Sc.D., FAAN./ Former Deputy Surgeon General U.S. Public Health Service

　　　　　　　　　　「旅があなたに与えるもの」　杉田　房子（旅行作家）

シンポジウム：１．看護ケアに役立つ記録

　　　　　　　２．看護ケアの質の測定

学会誌巻数：14巻

第18回　日本看護研究学会	総会

会　長：木　村　宏　子

日　時：1992年８月１・２日（土・日）

開催地：青森県弘前市

会　場：ホテルニューキャッスル

日本看護研究学会雑誌発行30周年［資料：学術集会］
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メインテーマ：高齢化社会と看護

会長講演：看護に生きる－臨床と教育の中から－

特別講演・招聘講演：「これからの看護と看護教育などに望みたいこと」　品川　信良（弘前大学名誉教授）

シンポジウム：高齢化社会が求める看護の専門性－専門性発揮のための課題－

学会誌巻数：15巻

第19回　日本看護研究学会	総会

会　長：成　田　栄　子

日　時：1993年７月30・31日（金・土）

開催地：熊本県熊本市

会　場：熊本市民会館

メインテーマ：看護とリーダーシップ

会長講演：地域における看護活動の視点

特別講演・招聘講演：「人の心を看る－人生常に青春－」　鈴木　健二（熊本県立劇場館長）

シンポジウム：看護とリ－ダ－シップ－看護の新たな展開を考える－

学会誌巻数：16巻

第20回　日本看護研究学会	総会

会　長：吉　武　香代子

日　時：1994年７月29・30日（金・土）

開催地：東京都府中市・調布市

会　場：府中の森芸術劇場・東京慈恵会医科大学医学部看護学科

メインテーマ：看護の役割拡大－看護の発展の方向をさぐる

会長講演：看護の専門分化を求めて

特別講演・招聘講演：「看護への期待」　阿部　正和（学校法人慈恵大学　理事長）

シンポジウム：看護の役割拡大への模索

学会誌巻数：17巻

第21回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：山　田　要　子

日　時：1995年７月25・26日（火・水）

開催地：北海道札幌市

会　場：札幌市教育文化会館

メインテーマ：受け手に開かれた医療を保証するために

会長講演：受け手のための看護研究を求めて

特別講演・招聘講演： 「流氷の命－流氷の下で育まれるもの－」　青田　昌秋（北海道大学低温科学研究所附属流
氷研究施設長　教授）

シンポジウム：受け手に開かれた医療を保証するには

学会誌巻数：18巻
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第22回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：野　島　良　子

日　時：1996年７月27・28日（土・日）

開催地：広島県広島市

会　場：広島国際会議場

メインテーマ：生活者の視点から看護を再考する“Artisticに，Academicに，そしてAt homeに”
会長講演：看護を実践することと，看護を思索することと

特別講演・招聘講演： 「A Longitudinal Perspective on Psychosocial Adjustment to Chronic Conditions」 Marlene Hanson 
Frost （Mayo Medical Foundation）

　　　　　　　　　　 「Nursing Diagnosis and Clinical Implication for Selected Chronic Conditions」 Marlene Hanson 
Frost （Mayo Medical Foundation）

シンポジウム：生活者の視点から看護を再考する

学会誌巻数：19巻

第23回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：河　合　千恵子

日　時：1997年７月24・25日（木・金）

開催地：福岡県久留米市

会　場：久留米市石橋文化センター

メインテーマ：看護とハイテクノロジー

会長講演：私の技術教育論

特別講演・招聘講演：「Nursing Care in A High Technology Era」 　Susie Kim, RN, ONSc. Ewha Womans University
シンポジウム：QOLをたかめるハイテクノロジー
学会誌巻数：20巻

第24回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：大　串　靖　子

日　時：1998年７月30・31日（木・金）

開催地：青森県弘前市

会　場：弘前市民会館・弘前市文化センター

メインテーマ：看護研究における臨床と教育の連携

会長講演：看護研究における支援体制の模索

特別講演・招聘講演：「豊なる縄文文化－三内丸山遺跡」　岡田　康博（青森県教育庁文化課三内丸山遺跡対策室）

シンポジウム：臨床における看護研究の教育的サポート

学会誌巻数：21巻

第25回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：田　島　桂　子

日　時：1999年７月30～８月１日（金～日）
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開催地：静岡県浜松市

会　場：アクトシティ浜松　大ホール・コングレスセンター

メインテーマ：時代を拓く看護の力－自立・変革・連携

会長講演：次代の看護を拓く看護職者の教育

特別講演・招聘講演： 「Nursing Education in The 21st Century for the United States : Health Care and Professional 
Factors」　Ada Sue Hinshaw （University of Michigan, School of Nursing）

　　　　　　　　　　 「経済学者が見た日本の医療－中央医療審議会委員での経験から」　伊東　光晴（京都大学
　　　　　　　　　　名誉教授）

シンポジウム：１．看護教育の改革－自国の特色を生かした教育課程の構築と国際交流

　　　　　　　２．医療・看護の変革に向けて問われるもの

学会誌巻数：22巻

第26回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：草　刈　淳　子

日　時：2000年７月27・28日（木・金）

開催地：千葉県千葉市

会　場：日本コンベンションセンター（幕張メッセ）国際会議場

メインテーマ：新たな世界を切り拓く看護職－�ree Ways to Growth
会長講演：看護管理50年の歩みとこれからの方向

特別講演・招聘講演：「Hospital Restructuring's Impact on Outcomes （HRIO）」 　Louanne Stratton, PhD, RN
　　　　　　　　　　「創造する日本の女性」　若桑みどり（千葉大学文学部）

シンポジウム：21世紀の看護を担うための責任ある実践－拡大する看護の役割と責任－

学会誌巻数：23巻

第27回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：泉　　　キヨ子

日　時：2001年７月27・28日（金・土）

開催地：石川県金沢市

会　場：金沢市観光会館、中央公民館、エルフ金沢、石川県社会教育センター、石川県社会福祉会館、MROホール
メインテーマ：新しい時代が問う看護研究の方向　Directions of Nursing Research in the 21st Century
会長講演：人間の持てる力を引き出すリハビリテーション看護学の追究

特別講演・招聘講演： 「臨床現場に活かせる看護研究」 　Katsuko Tanaka, ARNP, CS, MN（Veterans Hospital Addictions 
Treatment Center) 

　　　　　　　　　　「看護学の到達点と新世紀の課題」　川島みどり（健和会臨床看護学研究所）

シンポジウム：１．看護現象の着眼と研究の方法－質的研究を中心に－

　　　　　　　２．看護におけるエビデンス

学会誌巻数：24巻
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第28回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：池　田　明　子

日　時：2002年８月８・９日（木・金）

開催地：神奈川県横浜市

会　場：パシフィコ横浜（国立大ホール・国際会議センター）

メインテーマ：Linkage　リンケージ～看護実践の拠りどころとなる研究～
会長講演：看護実践・教育における対人関係論の活用

特別講演・招聘講演：「脳化社会とエコロジー」　養老　孟司（北里大学大学院）

シンポジウム：実践・教育・研究のリンケージ

学会誌巻数：25巻

第29回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：早　川　和　生

日　時：2003年７月24・25日（木・金）

開催地：大阪府大阪市

会　場：大阪国際会議場

メインテーマ：看護イノベーション～激動する社会を創造的に生きる～

会長講演：ヒューマンポテンシャルへの畏敬

特別講演・招聘講演： 「歴史に学ぶ専門職の栄枯盛衰：変革期の社会を生きる知恵」　清水　忠彦（近畿大学名誉
教授）

シンポジウム：未来を見つめるナーシング・アカデミー・21世紀ストラテジー

学会誌巻数：26巻

第30回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：竹　尾　惠　子

日　時：2004年７月29・30日（木・金）

開催地：埼玉県さいたま市

会　場：大宮ソニックシティ

メインテーマ：看護におけるヒューマンケアの実現

会長講演：ヒューマン・ケアの看護実践への具現化

特別講演・招聘講演： 「How to Educate Cardiac Nurse Specialists for Roles in Advanced Cardiovascular Nursing 
Practice」 　Erika S. Froelicher （University of California, San Francisco, U.S.A.）

シンポジウム：１．EBNを実践する鍵　－つくる・さがす・つかう－
　　　　　　　２．看護教育における国際協力

学会誌巻数：27巻

第31回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：石　垣　靖　子

日　時：2005年７月21・22日（木・金）

日本看護研究学会雑誌発行30周年［資料：学術集会］
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開催地：北海道札幌市

会　場：札幌コンベンションセンター

メインテーマ：人間として遇する医療・福祉の定着に向けて－ペーシエントからパースンへの挑戦－

会長講演：人間として遇する医療・福祉の定着に向けて

特別講演・招聘講演： 「What do We Know about Uncertainly in Illness?」 　Merle Mishel （University of North 
Carolina）

シンポジウム：１．臨床倫理委員会－その定着と看護職の役割

　　　　　　　２．人権と尊厳を守る看護職の責務－相手を人間として尊重するということ

学会誌巻数：28巻

第32回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：松　岡　　　緑

日　時：2006年８月24・25日（木・金）

開催地：大分県大分市

会　場：別府市ビーコンプラザ（B-Con Plaza）
メインテーマ：社会資源としての看護－激動の時代，看護に求められているもの－

会長講演：「社会資源としての看護」－激動の時代，看護に求められているもの－

特別講演・招聘講演： 「ベナー看護論　看護士らしくみて考えるための学び－臨床的推論とケアリング実践－」　
Patricia Benner （University of California）

　　　　　　　　　　「もっと私をよく観て」　村田　幸子（元NHK解説委員・福祉ジャーナリスト）
　　　　　　　　　　「看護の質を保証する看護職の人事考課制度」　正木　義博（済生会熊本病院 副院長）

シンポジウム：１．利用者と共に歩む看護

　　　　　　　２．看護の専門職者を育てる・育つ

学会誌巻数：29巻

第33回　日本看護研究学会	学術集会

会　長：石　井　ト　ク

日　時：2007年７月28・29日（土・日）

開催地：岩手県盛岡市

会　場：盛岡市民文化ホール（マリオス）、いわて県民情報交流センター（アイーナ）

メインテーマ：生命科学時代における知と技とこころ

会長講演：生命科学時代における看護の機能拡大

特別講演・招聘講演： 「看護研究の倫理　～国際的な動向から～」 　Samantha Mei-che Pang（香港理工大学健康
社会科学部看護学科長）

シンポジウム：１．医療の安全と安心の確保　～医療事故防止の探究～

　　　　　　　２．人としての生と死　～終末期医療ガイドラインをめぐって～

学会誌巻数：30巻
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編　集　後　記

学会誌発行30周年記念事業実行委員長　田　中　裕　二

　発刊予定から大幅に遅れてしまいましたが、ここに、「日本看護研究学会雑誌発行30周年記念誌」を発刊する

ことができました。お忙しいところ、急なお願いにも関わらず原稿のご執筆を快諾していただきました歴代の編

集委員長ならびに学術集会会長の先生方には厚くお礼を申し上げます。

　学会誌「日本看護研究学会雑誌」の前身「四大学看護学研究会雑誌」は、昭和53年（1978年）３月に創刊され

ました。そして、平成19年（2007年）には創刊30周年を迎えることとなりました。学会誌発行30周年記念のため

の記念誌の発行につきましては、平成18年（2006年）２月に当時の将来構想検討委員会委員長の石井トク理事か

ら提案されました。その後、記念誌発行のために将来構想検討委員（４名）の他に、新たに３名の会員が選出さ

れ、５月に学会誌発行30周年記念事業実行委員会が７名の委員（石井トク理事を含む）で発足しました。当初の

予定では、平成19年（2007年）７月に盛岡で開催されます第33回学術集会（石井トク学術集会長）の直前には完

成する予定でしたが、編集作業の遅れによって発刊が大幅に遅れてしまいました。心よりお詫びを申し上げます。

　本記念誌の内容は、大別して、「学会誌発行に関すること」と「学術集会の企画・運営に関すること」の２つ

になります。この２つは、学会活動の両輪であり、学会誌を発行するためには、学術集会を企画することは重要

なことです。本誌に掲載しました本学会の今日に至るまでの活動内容について、古くからの会員の方々には、こ

れまでの本学会の歩みを回顧していただき、また、新しい会員の方々には、本学会が設立された経緯や今日まで

の活動内容を知っていただきたいと思います。そして、本学会の歴史を踏まえつつ、これからの本学会の歩むべ

き方向性を考えていく上で本記念誌が参考になれば幸いです。

　最後に、遅々として進まない編集作業を温かいまなざしで見守ってくださいました山口桂子理事長および理事

会メンバーの方々、また、原稿や資料を取りまとめていただきました学会事務局の皆様に感謝致します。

平成20年３月　吉日　
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学会誌発行30周年記念事業実行委員会

委員長　田　中　裕　二（千葉大学看護学部）

委　員　石　井　ト　ク（日本赤十字北海道看護大学）

　　　　江　守　陽　子（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

　　　　尾　岸　恵三子（東京女子医科大学看護学部）

　　　　中　野　正　孝（三重大学医学部看護学科）

　　　　松　田　たみ子（群馬大学医学部保健学科）

　　　　三　木　明　子（筑波大学大学院人間総合科学研究科）

日本看護研究学会雑誌 発行30周年記念誌

平成20年３月31日　発行

発　行　所　　日本看護研究学会
　　　　　　　〒260-0856　千葉市中央区亥鼻１丁目２番10号
　　　 　　　電話 043-221-2331
　　　 　　　FAX 043-221-2332

発行責任者　　山　口　桂　子

印　刷　所　　㈱　正　文　社
　　　　　　　〒260-0001　千葉市中央区都町１丁目10番６号

55555555555555555

55555555555555555






